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　 この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一部 である機械工業振

興資金の補助 を受 けて昭和55年 度 に実施 した 「情報化 の推進に関する調

査研究」の成果 をと りまとめた ものぞあ ります。







序

　 昭和48年 末 の オ イル シ ョ ック を契 機 と して,日 本 経済 は これ ま で の重 化 学 工

業 型 産 業 か ら省 資源 型 産 業 へ の方 向転 換 を迫 られ てお ります。

　 ま た一 方 で 消 費者 欲 求 の 高 度 化 ・多様 化 等の 需 要構 造 の 変 化 も顕 著 で あ り,経

済 全 体 が 産 業 構 造,需 要構 造 両 面 か らの 見 直 しを必要 とす る時期 に さ しかか っ て

い る と も言え ます。

　 この よ うな変 化 に対 応 す る た め の 中小 企 業の近 代化 政 策 の 中で,コ ン ピュー タ

を利 用 した情 報 シ ステ ム化 は,オ フ ィス ・コ ン ピュー タ等 の 目 ざま しい普 及 に よ

り近 年 とみ に 発 展 して きて は い ます が,情 報 システ ム化 の 度合 い に お い て は,大

企 業 とは まだ 大 きな隔 た りの あ るの が 現 状 で あ ります。

　 協 同組 合 等 に コ ン ピ ュー タを導 入 して 様 々な効果 をあげ て い る と ころ もあ りま

す が,共 同化,協 業 化 をよ り一 層 進 展す るに あた っ ては,こ れ ら共 同体 と しての

一 つ の有 機 的 な 情 報処 理 シ ステ ムが 必要 で あろ うと思 われ ます
。

　 と りわけ,流 通業 に お い て は,そ の性 格 上 共 同化,協 業化 の 規模 を単 一 地 域 に

と どめず,全 国 的 な もの に ま で 発 展 させ る 必要 が あ るた め,こ れ ら広域 的 な 事業

を効 率 良 く運 営す るた め の情 報 処理 ネ ッ トワー ク システ ムの形 成 が不 可 欠 とな っ

て きてお りま す。

　 そ こで 当事 業 では,流 通 業 の 中で も特 に 広域 的情 報 処 理 ネ ッ トワー ク シス テ ム

が 必 要 で ある と思 われ ます貨 物 自動車 運 送業 をモ デ ル業 種 に選 び,事 業 の共 同化,

協 業 化 を通 じて 近代 化 を指 向 して い る 同業 界の合 理 的 運営 をサ ポ ー トす る情 報処

理 ネ ッ トワー ク システ ムの形 成 に つ い て,技 術 的 な 側面 か ら調査 研究 を行 って お

り,昭 和53年 度 よ り実 施 して お りーます 。

　 本 報告 書は,過 去3カ 年 の調査研究成果 を最終報告書 として,と りま とめた も

ので あ ります。

　 当事業は有識者か らなる 「中小企業情 報 システム化 調査研究」委 員会 を設置 し

て実施 した ものであ り,調 査研究 にご尽 力,ご 支援 を賜 った委員 な らび に関係各

位 に心 か ら感謝の意 を表 します。
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産業の発展の一助 として寄.与で きれば幸です。
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1. 中小企業の情報システム化に関する

調査研究事業の概要

1.1　 貨 物運 送 業 界の 現状

1.2　 段 階 的 シ ステ ム化構 想

1.3　 貨物 運 送 業 情 報 シ ステ ム の構 築

　 1.3.1　 システ ムの 目的

　 1.3.2　 参加 対象

　 L3.3　 情 報伝 達 方式





1.中 小企業の情報 システム化に関する調査研究事業の概要

　 昭和48年 末 の オ イル シ ョ ック 以 来,中 小 貨物 運 送 業 を取 り巻 く環 境 は 非 常 に

厳 しい もの で あ り,石 油 問 題,交 通 問題 な ど数 多 くの 難 問 を抱え て い る。

　 こ の よ うな情 勢 の 中 に あ っ て,業 界 と して も経済 全 体 の 産業 構 造,需 要構 造 等

の変 化 に 柔軟 に対 処 す る ため の種 々の対 応 策 を講 じて きてい る。 そ の一還 と して,

コ ン ピ ュー タに よる情 報 処 理 の システ ム化 が行 われ て お り,オ フ ィス ・コン ピュ

ー タ等 の 目 ざま しい普 及 に よ り近 年 とみ に 発展 して きてい る
。 しか しなが ら,情

報 シ ステ ム化 の 度 合 い,発 展 性 にお い て は,大 企 業 とは まだ か な り隔 た りが あ る。

この 隔 た り を少 しで も柔 げ,よ り効 率 的 な システ ム化 を図 るた め に は,共 同化,

協業 化 に よる情 報処 理 シス テ ムの 形 成が 必 要 であ り,す でに 協 同 組合 を 中心 と し

て 組合 員 と一 体 と なっ て シス テ ム化 を進 めて い る と こ ろ もある。 今後,中 小 企 業

の 情 報 シ ステ ム化 を進 め て い く上 で の メ リッ トの 高い 情 報 シ ステ ム化 方 式 で あ る

と言 え る。

　 当 事業 は 事業 の共 同化,協 業 化 を通 じて近 代化 を指 向 してい る 中小 貨 物運 送 業

の合 理 的 運営 をサ ポ ー トす る情 報処 理 ネ ッ トワー ク シ ステ ムの 形 成 につ い て 技術

的 な 側面 か ら調査 研 究 等 を行 う もの で あ る。

　 当 事 業は 昭和53年 度 よ り3年 計 画 で 行 われ た 事業 で あ り,昭 和53年 度 は各

種 調査 研 究 を重 点 的 に 行 い,昭 和54年 度 は基 本 構 想 の 確 立 及 び 概 要 設計 を行 っ

た。

　 本 年 度 は 過 去2年 の実 績 を踏 まえ,全 業 務 につ いて 詳 細 設 計 を行 うと とも に,

当事 業 の 中核 部 分 で あ る共 同 輸送 業 務 即 時処 理 に つい て プ ログ ラ ム を作 成 し,模

擬 実 験 を行 った。
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1.1　 貨 物 運 送 業 界 の 現 状

　 日本 経済 全 体 が 高度 成 長 か ら安 定 成 長 へ の 転換 移 行 を して い る 中 で,貨 物運

送 も需 要 構造 の 変化 が み られ,こ れ ま での 量 的拡 大か ら需 要 の ニーズ に 合 った

多様 な機 能 と専 門的 高 度 な 技術 に よる輸 送 サ ー ビスの 質 的 向上 を も積 極 的 に考

え る よ うに なっ て き た。 い わ ば 業 界 の 中で これ ま で重 点的 に 考 え られ て い た施

設 の整 備拡 充 と規 模 の 拡 大か ら,企 業が もっ て い る豊 富 な経 験 と知 識 と専 門的

技 術 な ど を駆 使 した 知 的 活 動 に重 点 をおい た近 代化 方 策 へ 更 に 歩 を進 め る必 要

が 認識 さ れ て きた わ け で あ る。

　 貨 物運 送業 界の99%を 占め る 中小 企業 に あ っ て は,こ れ ら経 済 の 変 化 に柔

軟 に対 応 で きるだ け の経 営 基 盤が 十 分 に 備われ てい る とは 言 えず,し たが って

大 企業 との格 差 は一 段 と拡 が る傾 向 に ある。 この た め 中小 貨 物運 送 業 界 では,

経 営者 の 資質 を生 かす と と もに,そ の弱点 で あ る経 営 管 理 面 での 人材 育成,管

理 体制 の 強化 を進 め るた め,協 同組 合 な どの組 織 を活 用 して い る。

　 しか しなが ら,協 同組 合 にお い て も,啓 蒙 宣 伝 の不 足,需 要の 確 保,人 材 の

確 保 ・養成,組 合 員 の 情報 管理 な ど多 くの問 題 点 を抱 え て お り,ま だ 十 分 に協

同組合 の 機 能 を活 用す る段 階 には 到 って い な い のが 現 状 であ る。

　 この よ うな情 勢 の 中 で,協 同組 合 も含 め た 中小 貨 物 運 送 業 界 と して の 諸施 策

の うち,情 報 処 理 シ ステ ム化 への 志 向 は一 層 強 くな って きて お り,実 際 に コ ン

ピュー タ を導 入 して 各 種 業務 の システ ム化 を図 った とこ ろ もあ る。

　 協 同組 合 と個 別企 業(組 合 員)と の シ ステ ム化 の度 合 い を考 え て み る と,現

状 では 圧 倒 的 に 組 合 員 の方 が時 期 的 に も早 く,ま た 件数 も多 い。 協 同組 合 の シ

ステ ム化 を遅 らせ て い る原 因 と して は,協 同 組 合 の 組織 的 な難 しさ もさ るこ と

なが ら,シ ステ ム化 す る ため の 外 的 要 因(共 同輸 送 業 務 に み られ る よ う な外 部

機 関及 び 組 合 員 との絡 み な ど)が 多い こ と も挙 げ られ る。

　 この よ うな現 況 下 で,例 え ば遊休 車 両 の活 用 を主 目的 と して,共 同輸 送が種

種 の 方法 で行 われ て お り,か な りの成 果 をあげ て い る。 コ ン ピ ュー タに よる共

同 輸送 の シ ステ ム化 の研 究 も熱 心 に 検討 され,実 際 に プ ログ ラム を開 発 して,
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試 行 実 験 も進 め られ てい る。

　 しか し なが ら,共 同輸 送 の シ ステ ム化 に は,情 報量 が ある 程度 必 要 で,か つ

広 範 囲 に 亘 ってい ない と メ リソ トが あ が らない こ とか ら,電 話 等 に よる共 同輸

送 の 実 績 をか な り積 み上 げ た 段 階 で シ ステ ム化 を図 らない と失 敗 す る 可能 性 が

あ る。 したが って現 時点 で は,電 話 に よる共 同輸 送 の実 施 を続 け るか,あ るい

は情 報 伝 達 手 段 と して フ ァク シ ミ リ等 を導 入 す るな どの 改善 を行 い,諸 条 件 が

整 備 され た 上 で コ ン ピュー タに よる共 同輸 送 の システ ム化 を図 る こ とが 肝 要 で

あ る と思 わ れ る。
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1.2　 段 階 的 シ ス テ ム 化 構 想

　 中小 貨 物 運 送 業 界 で は,シ ステ ム化 へ の要 求は 高 ま ってい る もの の,シ ステ

ム化 のた め の 具 体 的 な環 境 整 備は ま だ十 分行 われ てい ない。 例 え ば コー ド,伝

票 等 を例 に とっ てみ て も,同 一 の 協 同組合 内 で も統 一 化 され てい ない の が 現 状

で あ る。

　 当事 業 では,協 同組 合 等(協 同組 合,協 業 組 合,協 同組 合 連合 会)を 中心 と

して システ ム化 を図 り,対 象業 務 は 共 同 輸送 業 務 だ け でな く協 同組 合 等及 び組

合 員 の各 種 業 務 も対 象 にす る こ と を前 提条 件 に して い るため,こ の よ うな企業

環 境 の 中 で一 挙 に情 報処 理 ネ ッ トワー ク シ ステ ム を構 築す ると多 くの 混 乱 を招

きか ね ない と考 え,以 下 に示 す よ うな段 階 を経 て シ ステ ム化 を図 る こ と と した。

　 (1)第1段 階(情 報 伝 達手 段 の 改 善)

　 　 　 現 状の 情 報 伝達 手 段 を改 善 し,協 同組 合 等 間,協 同組 合 等 と組合 員 間,

　 　 協 同組 合 等 と共 同輸 送 を実 施 して い るセ ン ター間 に フ ァク シ ミ リ等 を導入

　 　 し,情 報の 確実 ・迅速 な る情 報 の 伝 達 を行 う よ うにす る。

　 ② 　第2段 階(情 報処 理 方式 の 改 善)

　 　 　 現時 点 で の システ ム化 に よる効 果 が 大 きい と思 われ る軽 油 等 の販 売業 務,

　 　 高 速道 路 料 金 の組 合 員 へ の振 分 業 務,組 合 員 の 売上 業 務,運 行 業 務 等 につ

　 　 い ての シ ステ ム化 を図 る もの で あ る。

　 　 　 シ ステ ム化 の 方法 に は,① 各 協 同 組合 等 に オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ等 を

　 　 導 入 す る方 法,② 共 同輸 送 を実 施 して い る セ ン ターに コ ン ピュー タを導入

　 　 して集 中処 理 す る方法,③ 各 協 同組 合 単 位 あ る い は全協 同組 合 等 が 一 括 し

　 　 て 計算 セ ン ター等 に処 理 を依 頼 す る方 法,が 考 え られ る。

　 　 　 この 中 で,② 及び③ の 方 法 は,協 同組 合 及 び 組 合員 の 秘密 保持 とい う面

　 　 を考 え る と実 施 す るに は 非常 に 困 難 な こ とが 予 想 され る。 した が って,秘

　 　 密 保 持,第3段 階へ の 移 行 等 を考 慮 す る と,① の 各協 同組 合 等 に オ フ ィ ス

　 　 コ ン ピ ュー タ等 を導入 す る方 法 が 望 ま しい と考 え られ る。

　 (3)　 第3段 階(情 報 処理 ネ ッ トワー クの 構 築)
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　 共 同輸 送 を実 施 して い る セ ン ターに コ ン ピュ ー タを設置 し,各 協 同 組 合

等 の コ ン ピュー タと を通 信 回線 で接 続 して,共 同輸 送業 務 に つい ては オ ン

ラ インに よ る即 時処 理 を,協 同組 合 等及 び 組合 員 の各種 業 務に つ い て は 各

協 同組 合 等 の コ ン ピュ ー タで独 自に処 理 を行 う。
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1.3　 貨 物 運 送 業 情 報 シス テム の構 築

　貨 物 運 送 業情 報 シ ステ ム(以 下 当 シ ステ ム と呼 ぶ)は,前 項 で記 述 した段 階

的 シ ステ ム化 構 想 の うち第3段 階 を想定 した もの で あ る。 つ ま り情 報伝 達手 段

及 び情 報処 理 方式 が 改 善 され た 上 で,共 同輸 送 の 運 営 主 体 で あ る セ ン ター,協

同 組合 等,並 び に 組 合 員 間 の情 報 処 理 ネ ソ トワー ク シ ステ ム を構 築 す る もの で

あ る。

1.3.1　 システムの 目的

(1)　中小 運送 業界の体 質強化

　　　中小運送業 界は,情 報交換網,販 売網等 において大手 の運送 事業者 にか

　　な り遅れ をとっているのが現状 である。 これは 中小運送事i業者間あるいは

　　協 同組合 等間の情 報伝達が効 率良 く行 われ てい ない ことに も依 るが,そ れ

　　以 前の問題 として業界 内の システ ム化 のための環境整 備が立遅れてい るこ

　　とに起 因 している。 当 システ ムは これ ら環境 が整 った上 で実施 さるべ きも

　　の であ り,ま た逆に 当 システ ムの実施に より中小運送 業界の体質 を強化す

　　ることに も繋 が るもの と思われ る。

　(2)荷 主へ のサ ー ビス向上

　　　荷主か らの輸送依頼 に迅速 に対処す る とともに,荷 主 への請求書等の迅

　　速 ・正確 なる発行 を行 うことに ょり,荷 主への サー ビス向上 を志向す る。

　(3)車 両の効 率的利用

　　　協 同組合 等におけ る求荷 あるいは求車情 報 を基 に,共 同輸送 を迅速かつ

　　効率良 く行 うことに より,車 両の効率的利 用 を可能 とす る。

　(4)事 務処理 の合理化

　　　協 同組合 等及 び組合員 におけ る事務作 業の標準 化,単 純化 を図 り,事 務

　　処理上の誤 りの防止 を図 る とともに,事 務作業の増加に伴 う人員増 を防 ぎ,

　　事務処理の効率向上 をね らい とす る。
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(5)省 資源 ・省 エ ネル ギー へ の 対応

　　 現 在共 同輸 送 は 種 々の 形 態 で実 施 され てい る ため,輸 送 の交 錯,交 通渋

　滞 等の 問 題 を発 生 させ て い る。 そ こ で共 同輸 送 の 形 態 を一本 化 す る こ とに

　 よ り,省 資 源 ・省 エネ ル ギー への 対 応 を図 る もの とす る。

1.3.2　 参 加 対 象

　 　当 システ ムは,中 小 運 送 事 業者 の情 報処 理振 興 を図 るこ とを 目的 と した も

の で あ り,対 象 と しては 中小 運送 事 業者 及 び これ らに よって 構 成 さ れ る協 同

組 合 等 で あ る。

　 　しか しな が ら,当 シス テ ムで考 え てい る情 報 処 理 ネ ソ トワーク シ ステ ム を

　中小 運送 事業 者(つ ま り協 同 組合 等 を構成 す る組合 員)単 位 に構 築 す る には

費 用 面,運 用面 で困 難 な た め,協 同 組合 等 を中軸 と して シ ステ ム を構 築 し,

最 終 的 には 組 合 員 に も多 くの メ リソ トを もた らす よ う考 慮 した。

　 ま た,求 荷 ・求車 情 報 を一括 管理 し,共 同輸 送 の 斡旋 作 業 を効 率 良 く行 う

必 要 が あ る とい う共 同 輸 送 の特 殊 性 か ら判 断 す る と,情 報 を一 括 管 理 ・運 営

す る ため の 組織 が 必要 と な る。 当 システ ムでは そ の組織 を 中央 セ ン ター と呼

ぶ こ と と した。

　 　したが っ て,当 シ ステ ムの 参加 対 象 と して は,中 央 セ ン ター,協 同 組合 等,

並 び に組合 員 とい うこ とに なる。

L3.3　 情 報 伝 達方 式

　 現 在,共 同輸 送 業 務 あ る い は各種 連絡 のた め,共 同輸 送 実施 事業 体 と協 同

組合 等 間,各 協 同 組合 等間,協 同 組合 等 と組合 員 間の 情 報伝 達 は,電 話 また

は テ レ ソク ス を媒 体 と して 行 われ てい る。 しか しなが ら,電 話 にお い て は言

い違 い,聞 き間違 い な ど に よる トラブ ル発 生,テ レ ック スに お い ては 専 用オ

ペ レー タの 必 要,あ る い は タイプ ミ スの 発生 等 に よ り,運 送 業 界 内で もよ り

効 率的 な情 報伝 達手 段 を模 索 中 で あ る。

　 中小 貨 物 運 送業 に お け る共 同輸 送 業務 には,迅 速 で あ る と と もに,正 確 な
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情報伝 達が不可欠 で あ り,ま た受領書 など証拠 となる文書の送付 等 も必要で

あることを考え合わせ ると,フ ァク シミリが最 も適 した情報伝 達手段 ではな

いか と考 え られ る。

　 テ レックスについては オペ レータが必要 であること,情 報伝達の正確性 に

おいては ファク シ ミリに劣 る ことな どか ら,多 少疑 問が あ る。 しか し,金 融

機関か らの振込通 知,荷 主 との連絡等利 用価値 も若干残 されてい る。

　電話 はどの ように情 報伝達 方式 が改善され ようとも,共 同輸送の実施 に当

たっては必要欠 くべか らざる情 報伝達手 段である。

　 当システ ムの参加事業体で ある中央 セ ンター,協 同組合 等,組 合員間の情

報伝達方式 は次の通 りで あ る。

(1)　中央セ ン ター ・協 同組合 等間

　　 協 同組合 等か らの輸 送情 報 を基 に共同輸送の実現 を図るには,斡 旋 のた

　 めに必要 な情 報 を迅速 に検索 し,処 理す ることが要求 され るため,中 央 セ

　 ン ターにコン ピュー タを導入 し,各 協 同組合には端末装置(協 同組合等及

　 び組合員の各種業務処理 もで きる ような インテ リジェン ト機能 を持 ったオ

　 フ ィス ・コン ピュー タ等)を 設置 し,通 信回線で接続 した即時処理が不 可

　 欠で ある。

　　 また端末装置 の設置 されていない協 同組合等及び荷主 などとの情報交換,

　 コンピュー タで処理で きない例 外的 な情 報交換の手段 として,フ ァクシ ミ

　 リ,電 話が必要 となる。

②　各協同組合 等間

　　 各協同組合 等間で の情報伝達 と しては,共 同輸送の斡旋成立のための詳

　 細 な情 報交換,共 同輸送実施後の受領書 の送付 などがあ り,前 者 は機械的

　 な情 報交換が難 しい ことか ら電話が,後 者 は押印 等原形 のま まの送付が必

　 要 であることか らファク シミリが望 ま しい。

(3)　協同組合等 ・組合員 間

　　 協 同組合等 と組合 員間においては共同輸送の基本情 報 とな る求荷 ・求車

　 情報の伝達及 びそ の他の 連絡が ある。両 者 とも文書等 をそ のまま送付す る
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こ とに よ り誤 りが 無 く,し た が って 情 報 伝達 の 間違 い に よる トラブル も発

生 しな いの で,フ ァク シ ミ リが 有 力 で あ る。

　 共 同輸 送 以外 の業 務 に つ い ては,協 同組 合 等及 び 組合 員 の 各種 業 務 を協

同 組 合 等 の コ ン ピュー タで一 括 して処 理 す るた め,組 合 員 の デ ー タを協 同

組 合 等 に集 め る必 要 が あ る。 デ ー タ量 が 少 な い場 合 は フ ァク シ ミ リも利 用

で きるが,あ る程度 ま と ま った デ ー タが あ る場 合 は,郵 送,持 ち込 み な ど

が 必 要 とな る。 当然 の 事 なが ら詳 細 事 項の 情 報 伝達 に あ た っ ては ,電 話 が

必 要 とな る。

　 な お,組 合 員 ・荷 主 間 の情 報 伝 達 は,組 合 員 と荷 主 との 取 引上 の 関係,

あ る い は 荷主 の 意 向 な どに よって様 々な形 で 行 われ て お り,ま た一 挙 に改

善 す る こ と も難 しい こ とか ら,当 シ ステ ムの 対 象 か ら除 外 した。
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2 シ ス テ ム の 概 要

2.1　 シ ス テ ム の 対 象 範 囲

　 当 システ ムでは,共 同輸送業務 につい ては中央セ ンター と協同組合等 とを通

信回線 で接続 した即時処 理 と管理 資料作成等 の一括処理 を行 い,協 同組合等及

び組合 員の各種業務 につい ては協同組 合等 の端末装置 を用い て,協 同組合等 内

で一括 処理 を行 う。

　共 同輸送業務 の即時処理 は更 に,共 同輸送 の斡旋作業 まで行 う共同輸送斡旋

処理 と,共 同輸送 の状況把 握 のため共 同輸送照会処理 とが ある。

　協同組合等及 び組合員の各種業務処理は,協 同組合等 の業務 については売上

管理,運 行管理 を,組 合員 の業務 につい ては売上管理,運 行管理,経 営管理 を

そ れぞ れ対象 と している。(図2-1を 参 照の事。)

　以下各業務 についての概要 を説明す る。
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(1)共 同輸送業務

　①　即時処理

　　(a}共 同輸送斡旋処理

　　　 。　 斡 旋情報検索処理

　　　　　中央 センターの コンピュー タは,協 同組合等の端末装 置か ら入 力さ

　　　　れ た求荷 あるいは求車情報 に対 して,条 件 の合致 する求車 あるいは求

　　　　荷情 報 を探 し出 し,当 該端末装置 に表示す る。端末装置 には条件 の合

　　　　致 した情報 が あればすべ て出力す るので,配 車担当者は これ らの情報

　　　　 を参 照 し自協同組合等 に最適 な情報 を選択 す るわけである。

　　　 。　 条 件変更処理

　　　　　条 件 に合致 した情報が無 い場合,入 力 した求荷 ・求車情報 を変更す

　　　　 る ことがで きる。条件 を変更 す ることに より合致す る情報 を得 る こと

　　　　がで きる場合 と得 られ ない場合 が あり,得 られない場 合は再度条件 を

　　　　変更 す るか,次 の登録処理へ進 むか,あ るいは処理 をやめて他 の手段

　　　　で貨物又 は車両 を捜すかの処置 を とる。

　　　 ・　 登録処理

　　　　　条件 に合致 した情報 が無 いか,あ るいは条件の変更 が困難 な場合は,

　　　　登録 を しておい て他の協同組合等か らの斡旋 を待 つ とい う方法が採 れ

　　　　る。 この場合回答期 限 も入力す るので,も し回答期限 を過 ぎて も相手

　　　　の協同組合等 が見つか らない場 合は,中 央 センターの コン ピュータか

　　　　 ら協同組合等 の端末装置へそ の旨表示 され るので,他 の方法 で貨物又

　　　　は車両 を捜 すか,あ るいは依 頼の あった組合 員,荷 主等へ速 やか に連

　　　　給 す る ことが必要 である。

　　　 ・　 斡旋処理

　　　　　配者担 当者 は端末装 置に表 示された斡 旋情報の中 か ら,自 協同組合

　　　　等 に最 適 な情報 を選択 す る。 この場合 選択 した協同組合等 へ直 ちに電

　　　　話連絡 し,詳 細事項の詰 めを行 う。 ここで斡旋が成立 した場合 はその

　　　　旨中央 センターへ端末装置 より連絡す る ことにより共 同輸送 の実現 と
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　 　 な る。 も し協 同組 合 等 同 志 の話 合 い に よ り斡 旋 が 成 立 しなか っ た場 合

　 　 は,他 の斡旋 情 報 を選 択 す るか,条 件 を変 更 す る か,登 録 す るか等 の

　 　 処置 を とる。

　 。　 キ ャン セ ル処理

　 　　 す で に登 録 され てい る未斡 旋 成 立情 報 に関 して,端 末 装 置 か らの キ

　 　 ャ ン セル情 報 に基 づ き,キ ャン セル処 理 を行 う。 す で に斡 旋 が成 立 し

　 　 た情報 に 関 しての キ ャ ン セル は 原 則 と して認 め ない。 これ は運 用 でカ

　 　 バ ーす る よ う配 慮 す る必 要 が あ る。

(b)共 同 輸 送 照会 処 理

　 。　 斡 旋 状 況 照会 処 理

　 　　 求 荷 あ るい は求 車 情 報 に よ り斡 旋 依 頼 を行 っ た場 合,中 央 セ ン ター

　 　 よ り受 付 番号 が表 示 さ れ る。 この受 付 番号 と斡旋 状 況 照会 情報 を入 力

　 　 す る こ とに よ り,当 該 情 報 の斡 旋 状 況 を問合 せ る こ とが で き る。

　 　　 斡 旋 状 況 の回 答 内容 は 次 の5種 類 で あ る。

☆

☆

☆

☆

☆

登録 されてい ない

斡旋待 の状態 である

すでに斡旋が成立 してい る

期限切 れのため斡旋洩 れである

キャンセルされている

。　 輸送状況 照会処理

　　この照会 処理 を実 施す るため,貨 物提供協同組合等 は車両 が発地 を

　出発 した時点 で,車 両提供 協同組合等は車両 が着地 に到着 し輸送が完

了 した時点 で,そ れぞれの状況 を端末装置 より入 力す る必要 が ある。

　　輸送状況 の回答内容 は次の3種 類 である。

　　☆　車両 は現在発地 に向 ってい る

　　　　(斡 旋が成 立 してか ら,発 地 を出発す るまでの期間)

　　☆　発地 を出発 してお り輸送中で ある

　　　　(発 地 を出発 してか ら,輸 送 が完了す るまでの期間)
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　　　　☆　共同 輸送 を完了 した

　　　　　　 (輸 送完了以 降)

　　　　 これ らの問合せ に関す る情報は,情 報入力 より数 日間 中央 センター

　　　内 に蓄 積 されてお り,こ の問 いつ で も問合せ に応 じる ことが できる。

　　　　 また斡旋成立後 発 日を過 ぎたに もかかわ らず,車 両 が発地 を出発 し

　　　 た情報が入 力され ない場 合,あ るいは着 目を過 ぎたに もかかわ らず輸

　　　送完了情報 が入 力 され ない場合 には,中 央 センター より当該協同組合

　　　等 の端末装置 に警 告表示 を行 い,適 切な処理 を促す。

②　一括処理

　　 中央 センターのコン ピュータは,共 同輸送 に関 する情報 を蓄積 しておき

　一定時 に次に示す各 管理資料等 を作成す る。 日報 につい ては各 協同組合等

　 の端末装置 に出力 し,そ の他 については中央 セ ンター内 に出力 して,他 の

　 資料 と共 に各 協同組合等へ郵送す る。

　(a)斡 旋情報 日報,月 報

　　　 各協同組合等毎 に,求 荷 ・求車受付件数,未 登録件数,登 録件数,斡

　　 旋洩れ件数,キ ャンセル件数等 を表 わ した ものである。

　(b)斡 旋成立 日報,月 報

　　　斡旋 成立 した情報 を集計 し,各 協同組合毎 に表 わ した ものである。

　{c)方 面別斡旋 月報

　　　斡 旋成立 した情報 を方 面別 に集計 した もの である。

　(d}品 目別斡旋 月報

　　　 斡旋成立 した情報 を品 目別に集計 した ものである。

　(e}協 同組合等別運賃 精算表

　　　 斡旋成立 した情報 を協同組合等別 に集計 し,協 同組合等 間の運賃の支

　　 払 ・受取 の精算状態 を表 わ した ものである。

　倒 　組合員別運賃精算 表

　　　 協同組合等 と組合 員間 の運賃 の支払 ・受取 の精算状態 を表 わ した もの

　　 である。

一15一



　　(9)照 会 日報,月 報

　　　　協同組合等毎 の照会状況 を表 わ した もので ある。

②　協同組合等及 び組合員の各種業務

　① 協同組合等業務

　　{a)売 上管理 処理

　　　 。　 共同購入 の売上 ・請求処理

　　　　　売上 月報,請 求 明細書 の作成

　　　 。　 高速道路 通行料金 請求処理

　　　　　高速料金 明細書,高 速料金請求書 の作成

　　　 ・　 貸付処理

　　　　　貸 付金返 済状況一覧表 の作成

　　　 。　 入金 処理

　　　　　入金 日報,入 金 状況一覧表の作成

　　　 ・　 相殺処理

　　　　　共 同輸送 か ら貸付 までの請求及 び支払 について,組 合員 との相殺処

　　　　理 を行い,相 殺 明細書 を作成す る。

　　(b)経 営 管理処理

　　　 。　 経営管理 資料作成処理

　　　　　月間及び年 間の組合事業利用状況一覧表 の作成

　② 　組合員業務

　　{a)売 上管理処理

　　　 。　 売上 ・請求処理

　　　　　売上 日報,請 求 明細書,請 求合計書の作成

　　　 。　 入金処理

　　　　　入金 日報,入 金状況一覧表 の作成

　　　 。　 売上実績表作成処理

　　　　　荷 主別売上実績表,車 両別売上実績表 の作成

　　(b)運 行管理処理

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一16一



　　　 ・　 輸送実績表作成処理

　　　　　輸送実績表,輸 送 区間別輸送実績表,車 両別 輸送実績表,運 転者 別

　　　　輸送実績表 の作成

　　(c}経 営管理処理

　　　 。　 経営管理資料作成処理

　　　　　年 間売上推移表,荷 主別売上推移表,車 種 別営業実績表 の作成

　 システ ムの対象範 囲 を事務 フ ローチ ャー トに表 わ したものが,図2-2,

図2-3で ある。
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図2-2　 共 同 輸 送斡 旋 処 理 事 務 フ ローチ ャー ト



　 　 図2-2に つ い ての 説 明 は 次 の通 りで あ る。

① ……… フ ァ ク シ ミ リを媒 体 と して組 合 員 よ り求 荷依 頼 が 協同 組 合等 に来 る。

② ……… 協 同 組 合 等 の端 末装 置 か ら中央 セ ン タ ー の コ ン ピュー タに対 して斡 旋 情

　 　 　 報 の 検 索 を行 う。 この場 合 該 当 す る求 車 情報 が無 か っ た の で,登 録 処理

　 　 　 を行 う。

③ ……… 一 方 他 地 域 に おい て求 車 情 報 が発 生 し,組 合 員 か ら協 同組 合 等 へ 依 頼 が

　 　 　 あっ た 。

④ ……… 端 末 装 置 か ら中央 セ ン ター の コ ン ピュ ー タに対 して斡 旋 情 報 の検 索 を行

　 　 　 う。先 の 求 荷依 頼 協 同組 合 等 の求 荷 情 報 と条 件 が合致 した。

⑤ ……… 早速 当 該 求荷 依 頼 協 同 組 合等 に対 して電 話連 絡 を し,詳 細 事 項 を確 認 す

　 　 　 る。

⑥ ……… 端 末 装 置 よ り斡 旋 が 成 立 した 旨の情 報 を中央 セ ンタ ーの コ ン ビュー タへ

　 　 　 入 力 す る。 折 り返 し中央 セ ン ター の コ ン ピュー タ より斡 旋 書 が端 末 装 置 に

　 　 　 出 力 され る。

⑧ ……… ⑥ と同 様 に求荷 依 頼 協 同 組 合 等 の端 末 装 置 に も中央 セ ン タ ーの コ ン ピュ

　 　 　 タ か ら斡 旋 書 が 出 力 さ れ る

⑬}一 斡 旋が成立 した旨・協同組合等 より組韻 に対 してファクシ ミリにて情
　　　報 伝達 を行 う。

⑩ ……… 荷物 の積込 を完了 し,出 発す る前 に運転手 は求車依頼協同組合等 へ電話

　　　 を し,こ れか ら出発 す る旨連 絡す る。

⑪ ……… 求車依頼協同組合等 では端末装 置 より出発 した旨の情報 を入 力す る。

⑫ ……… 輸送 を終 え,着 荷 主 よ り受領書 を受取 った求荷依頼組合員 はフ ァクシ ミ

　　　 リで求荷依頼協同組合等へ受領書 を伝 送す る。

⑬}一 求荷依頼 協同組合等 では・端末装置 より共 同輸送が完了 した 旨の情報 を
　 　 　 入 力 す る と と もに,受 領 書 を フ ァ ク シ ミ リに て求 車依 頼 協 同組 合 等 へ 伝 達

　 　 　 す る。
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図2-3　 協 同組 合 等及 び 組 合 員 の業 務 処 理 事務 フ ロー チ ャー ト
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2.2　 機 器 構 成

　 当 システ ム では共 同 輸送 業 務 につ い ては,中 央 セ ン ター と各 協 同 組 合等 とを

通 信 回線 で接 続 し即 時 処 理(一 部 一 括 処理 が ある)を 行 い,協 同 組 合 等 及 び組

合 員 の各種 業 務 につ い て は,協 同組 合 等 内 での一括 処理 を行 うこ とを前 提 と し

て い る。

　 機 器 構成 の決 定 に あ たっ て は,シ ス テ ムの対 象 範 囲,規 模,デ ー タ量,将 来

性,運 用 可 能 資金 等 を十 分 に考 慮 す る必要 が あ る。

　 中央 セ ン ター に お い ては,現 行 の共 同 輸送 業務(例 えばNST等)か ら考 察

す る と,デ ー タ量 は さ ほ ど問題 に は な らない。 協 同 組合 等 とを通 信 回線 で接 続

し処理 す るた めの オ ン ライ ン機 能 が最 も重要 な要 素 となる。

　 以 上 の事 か ら,当 シス テ ム にお け る中央 セ ン ター の機器 構 成 は 図2-4に 示

した オ フ ィス ・コ ン ピュー タ を採 用 す る こ と と した。

　 価 格 は メー カーs機 種,機 器 の 種類 等 に よ り若 干 違 いは あ るが,図2-4の

機 器 構 成 でお お む ね,買 取 価 格1500万 円 ～2000万 円,5年 リー ス(保

守 料 込)で 月額40万 円 ～50万 円 程度 で ある。

フロッヒL・ ディスク

　 　 IMB

固定ディスク
　 40MB

中 央 処 理 装 置

　 512KB

オ ン ライ ン

チ ャ ネ ル

ディスプレイ装置

上
　 (コ ン ソール兼 用)

A/N,カ ナ.記 号

　 1920字/画 面

キーボ ー ド,テ ン

キー付

{
ディスプレイ装置

　 　 同　 上

図2-4　 中 央 セ ン タ ー 機 器 構 成 図
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　 次 に協 同組 合 等 に設 置 す べ き端 末装 置 の検 討 に移 る。

　 当 シ ステ ムで は,協 同組 合 等 の端末 装 置 で協 同 組 合 等 及 び組 合 員 の両 方 の各

種業 務 を処理 す る こ とを想定 してい る。 した が っ て,あ る程度 の処 理 機能 を持

っ た端 末装 置 が 必 要 とな る。 協同 組合 等 及 び組 合 員 の業務 量 の 多少 に よ り機器

構 成 は 異 な るが,次 に示 す 図2-5の 機 器 構 成 で ほぼ 処 理 は可 能 で あ る と思 わ

れ る。 この機 器構 成 で,買 取 価 格 約1200万 円,リ ー ス料(保 守 料 込)で 約

26万 円程 度 で あ る 。

フロッピーディスク

　 　 　 IBM

固定ディスク

20MBx2

中 央 処 理 装 置

　 320KB

オ ン ラ イ ン

チ ャネ ル

　ディスプレイ装置

　 (コ ンソール兼用)

　 A/N,1920字/画 面

　 日本語960字/画 面

　 キーボード,テンキー

　付

プリンタ装置

120c/s

ドット

図2-5　 協 同 組 合 等 機 器 構 成 図

　協同組合等及び組合 員には,業 務の内容及び量,資 金等 にそれぞ れ違いが あ

り,一 概 に上記の機器構成 に固定す ることはで きない と考え られ る。協同組合

等及び組合員 の各種業務は従来通 り手作業 で行 い,共 同輸送業務 だけ当 システ

ムを利 用す る場合 もあ り,ま た協同組合等及 び組合 員の各種業務 の処理量が比

較的少 ないため,多 少 の処理機能 を持 った端末装置 で十分 である とい う協同組

合等 もある。
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　 この よ うな点 を考 慮 して,当 シス テ ムに お け る協 同 組 合等 の機 器 構 成 と して

は,次 に示 す表2-1の 案A～Dの 折 衷 案 を採 用す る こ と と した 。 各 協 同組 合

等 では,諸 事情 を考 慮 して 自協 同 組 合等 に最 適 な機 器 構 成 を選択 す れ ば 良 い わ

け で あ る。

　 な お,以 後 の説 明 は便 宜 上 オ フ ィス ・コン ピュー タ(図2-5)を 想 定 して

行 っ た。
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表2-1 協 同 組 合 等 端 末 装 置 別 比 較 表

協　同　組　合　等　の　端　末　装　置 価　　　　　格
案 短　　　　　　　　　　　　　　 評
共 同 輸 送 業 務 組合等及び組合員業務 買　　　取 5年 リ ー ス

非常に簡易な端末装置であり,情 報の送信 ・受信は可能で

手　作　業　又　 は あるが,中 央センターと情報交換をしながら共同輸送を実施
A テ レ フォン ・タ ー ミナ ル 約35万 円

一
　 　 　 　 　 　 ●
オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ することは できない。

処理 機能は付い ていない。

共同輸送に関して,中 央センターとの情報交換は画面を見 350万 円

手　作　業　叉
B デ ィス プレイ端末 ながら行 うことができる。処理機能がないので,案C,案D ～ 約10万 円

オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ

に比べ て割高 となることは否めない。 400万 円

協同組合等及び組合員の業務量が比較的少ない場合に向
400万 円

C イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ タ ー ミ ナ ル ている。すなわ ち,伝 票発行,日 報作成程度の処理 と共同輸 約10万 円

前　後
送業務における中央センターとの情報交換が可能である。

業務量の多少により,機 種,機 器構成が弾力的に選択でき 500万 円 15万 円

オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ 叉 は

D る。共同輸送業務及び協同組合等,組 合員の全般的業務の両 ～ ～

小 型 コ ン ピ ュ ー タ

方が処理可能である。 2,000万 円 50万 円

(昭 和56年3月 末現在)



2.3　 シ ス テ ム 操 作 手 順

　 当 シス テ ム では,共 同 輸 送斡 旋 処 理 及 び共 同 輸送 照会 処理 を行 う即 時 処 理 と,

上 記以 外 の一 括 処 理 に つ い ては,必 要 なデ ー タを揃 え た上 で,処 理 すべ きプ ロ

グ ラ ム を呼 び 出 せ ば 良 い の で,こ こで は即 時 処 理 の操 作 手 順 を説 明す る。

(1}画 面表 示形 式

　 　 当 シス テ ムで想 定 した端 末 装 置 の表 示 画 面 は,次 に示 す通 りで あ り,

80文 字 　 ×　 24行 とな って い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 80
1

2

3

0
、
1

2

3

4

2

2

2

2

2

　 斜 線 部(C領 域)は,操 作者 指示 領 域 で あb,そ の他 は本 シ ス テ ム か らの

応 答領 域 で あ る。

　 応 答 領 域 の うち,A領 域 は検 索 等 の表 示 領域 で あ り,　B領 域 は応 答 文(エ

ラー)表 示 領 域 で あ る。

(2)　 コ マ ン ド

　 　 本 シス テ ム で は,表2-2に 示 した各 コ マ ン ド(指 令)に よる指 示(入 力)

　 とそ の応 答(出 力)の 繰 返 しに よ り行 わ れ る。
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表2-2　 コ マ ン ド一 覧 表

処　　　理 コ マ ン ド フ　　 ル　　 ネ　　 ー　　 ム

斡旋情報検索 T　 R　 E Transport　 　REtrieva1

条　件　変　更 C　 O　 C COndition　 　Change

斡旋情報登録 P　 RO PROposal

斡　旋　成　立 R　 E　 C RECommendation

キ　ャ　ン　セ　ル C　 AN CANcel

輸 送 状 況 入 力 T　 S　 I Transport　 　SItuation

斡旋状況照会 R　 E　 S REcommendation　 　Situation

輸送状況照会 T　 R　 S TRansport　 　Situation

　 コマ ン ドは オペ レー シ ョン欄 とオ ペ ラン ド欄 に よ り構 成 され,両 者 の間 に

は1つ 以 上 の空 白 を要 す る。

形 式1オ ペ レー シ ョン1△1オ ペ ラン ド1

L(T肥 ,c。c,PR。,昭c,c州,TSI,肥s,鵬

(3)各 コ マ ン ド入 力形 式

　① 斡 旋 情 報検 索(TRE)

　　 　 共 同 輸送斡 旋 の た め の情報 を得 る 目的 で入 力 す る コマ ン ドで あ り,求 荷

　　 の場 合 と求 車 の場 合 とでは 若干 入 力項 目に違 い が あ る。

　　 　 {a}求 荷 の場 合

　 　 　 　 　 〔協同組合等 コー ド〕,〔 組合員 コー ド〕,〔 発地 〕,〔 着地 〕,〔 空車 月日TRE
△1,　 　 　 　 　 時 〕

,〔 運賃 〕,〔 車両 コー ド〕

　求 荷 の場 合 は着 地 を指 定 しな くと も良い の で,そ の場 合 は着 地 の箇

所 に何 も入 れず,〔 組 合 員 コー ド 〕,〔 発地 〕,〔 空 車 月 日時 〕 とい

うよ うに指 定 す れ ば 良 い。 運 賃 につ い て も同様 の こ とが言 え る。
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(b)求 車 の場 合

　 　 　 　 　 〔協同組合等 コー ド〕,〔 組合員 コー ド〕,〔 発地 〕,〔 着地 〕,〔 発 月 日TRE
△2,　 　 　 　 　時 〕

,〔 運賃 〕,〔 品名 コー ド〕,〔 総重量 〕

　　　　 この斡旋 情報検 索 においては,斡 旋条件 に合致す るすべ てのデータ

　　　 が画面 に表示 され る。 したがって,配 車担 当者 は これ らの情報 を参照

　　　 して 自協同組合等 に最適 な情報 を選択 すれば良い。

　　　　 なお,斡 旋条件 は輸送区間,輸 送 日時,貨 物情報(車 両情報)の3

　　　条件 で あ り,輸 送 区間(発 地,着 地)は 都道府県単位 で行 い,隣 接県

　　　 も条件 に入 れ る。 輸送 日時 は,貨 物発 月時≧空車月 日時 とい う条 件 で

　　　 あ り,貨 物情報(車 両情報)は,貨 物総重量≦車両 トン数,車 種二品

　　　 名 である。(詳 細 は 「3.1.1共 同輸送斡旋処理」 を参 照の事。)

② 条件変更(COC)

　　斡旋 情報検索処理 で入力 した斡旋情報 の条件 を変更 したい場合 に入 力す

　 るコマン ドで ある。つ ま り,現 在画面 に表示され ている求荷 あるいは求車

　情報 の条件 を変更す る場合 である。

COC△ 〔修 正 番号 〕,〔 修 正 内 容 〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　 :　 発地

　　　　　　　　　　　　　　　　 2:　 着地

　　　　　　　　　　　　　　　　 3:　 空車 月 日時(求 荷の場合)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発月 日時(求 車の場 合)

　　　　　　　　　　　　　　　　 4:　 運賃

　　　　　　　　　　　　　　　　 5:　 車両 コー ド(求 荷 の場合)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 品名 コー ド(求 車 の場合)

　　　　　　　　　　　　　　　　 6:　 総重量(求 車の場合 のみ)

　なお,変 更 した条件 の履歴 は中央 セ ンターのコンピュー タには蓄積 され

ないので,こ れ らの情報 は協同組合等 で求荷 あるいは求車伝票等 に記載す

るなど して管理 す る必要 が ある。
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③ 斡旋情報 登録(PRO)

　　斡旋情報 を登録 す る場 合,斡 旋情報検索 あるいは条 件変更 を経 由 して く

　 る場合 と,何 の処理 も経 由せず即登録 とい う場合 が ある。前者 については,

　斡旋情報検 索 におい て入 力 された情報(条 件変 更 を行 った場合 は最新 の情

　報)が その まま登録 され るの で,lPRO△ 〔回答期限 〕1だ け入 力すれば

　 よい。

　 　 何 の処理 も経 由せ ず 即 登録 す る場 合 は,次 の よ うに指 定 す る。

　 　 {a}求 荷 の 場 合

　 　 　 　 　 〔協同組合等 コー ド〕,〔 組合員 コー ド〕,〔 発地 〕,〔 着地 〕,〔 空車月 日PRO
△1,　 　 　 　 　時 〕

,〔 運賃 〕,〔 車両 コー ド〕,〔 回答期 限 〕

(b}求 車 の 場 合

　 　 　 　 　 〔協同組合等コー ド〕,〔 組合員 コー ド〕,〔 発地 〕,〔 着地 〕,〔 発月 日時〕PRO△2
,　 　 　 　 　 〔運賃 〕

,〔 品名 コー ド〕,〔 総重量 〕,〔 回答期限 〕

　　　　 ここで入 力す る回答期限(月 日時)は 斡旋 情報検索処理 の対象 とな

　　　 る情報 か否か とい う目安 になる情報 である。回答期限 は必ず入 力 しな

　　　 ければ な らない情報 では な く,入 力されない場合 は発 月日時 あるいは

　　　空車月 日時を回答期限 と見 な して処理 を行 う。

　　　　 この登録 処理 を した場合,当 システ ム より受付番号が画面 に表示 さ

　　　 れるので,配 車担当者 は求荷 あるいは求車依頼伝票等 に この受付番号

　　　 を記載 しておかなければ な らない。受付番号 は以後 の処理 のキー とな

　　　 るものである。

④ 斡旋成立(REC)

　　配車担当者 は端末装 置 に表示 された斡旋情報 を選択 した場合,直 ちに選

　訳 した協同組合等へ電話連絡 を行い,積 込場所,積 込手段,要 員,運 賃等

　 の詳細 事項 を詰 める。双方 の話合いで斡旋 が成立 した場合,こ のRECを

　 用いて,成 立 した 旨中央 セン ターへ連絡す る必要 が ある。

lREC△ 〔求荷受付番号 〕,〔 求車鮒 番号 〕1

なな,協 同組合等同志 の話合 いで斡旋 が不成立 に終 った場合 は,他 の斡
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　 旋 情 報 を選 択 す るか,条 件 を変 更 す るか,登 録す るか,あ るい は斡 旋処 理

　 を中止 す るか の い ず れ か の処 置 を と る必 要 が あ る。

⑤ キ ャン セ ル(CAN)

　　 す で に登 録 さ れ てい る未 斡 旋 成 立情 報 に 関 して,キ ャ ンセル す る場 合 に

　 この コ マ ン ドを使 用 す る。

　　 す で に斡 旋 が 成 立 し,ド ッキ ン グ フ ァ イル に移 行 した情 報 に関 しての キ

　 ャン セル は原 則 と して認 め ない。 協 同組 合 等 と中央 セ ン ター で電話 連 絡 な

　 どを行 い,運 用 で カバ ー す る よ う配 慮 す べ きで あ る。

lCAN△ 　 〔受付番号 〕1

⑥ 輸送状況入力(TSI)

　　共 同輸送 の斡旋成立後 の輸送状況 を中央 センターで一括把握 す るため,

　貨物提供 協同組合等 は車両が発地 を出発 した時点で,車 両提供協 同組合等

　は車両 が着地 に到着 し,輸 送が完了 した時点 でそれぞ れの端末装置 よ り輸

　送状況 を入 力す る必要 が ある。

　　 この処理 に よって得 られた輸送状況情報 は,輸 送確認 のために使用 され

　 るとともに,輸 送状況照会処理 で利用 され る。

　　{a}　 「車両 が発地 を出発 した」情報 を入 力す る場合

lTSI△1,〔 受付番号 〕1

(b}　 「輸送 が完 了 した」 情報 を入 力す る場 合

　 lTSI△2,〔 受付番号 〕1

　 以 上 の共 同 輸送斡 旋 に関 す る処 理 の流 れ を図示 す る と次 の よ うに な る。
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図2-6　 共 同 輸 送 斡 旋 処 理 手 順 図

　ま た,端 末 装 置 へ の 表 示,端 末 か らの入 力,人 間 に よ る作 業 等 の関連

を も含 め た形 の斡 旋 手 順 を図 示 す る と次 の通 りで あ る。
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⑦ 斡 旋 状 況 照会(RES)

　 　 共 同 輸 送 の斡 旋 状 況 に関 して照 会 の た め に使 用 す る コマ ン ドで あ り,5

　 種 類 の 回 答 を得 る こ とが で きる。

　 {a}登 録 され て い ない。

　 {b}斡 旋 待 の状 態 で あ る。

　 (c)す で に斡 旋 が成 立 して い る。

　 (d)期 限 切 れ の た め斡 旋 洩 れ で ある。

　 (e)キ ャ ン セル され て い る。

　 　　 　 lRES△ 　 〔受付番号 〕1

⑧ 輸 送状 況 照会(TRS)

　 　斡 旋 が成 立 した情 報 に関 しての 輸送 状況 の 照会 の た め に使用 す る コマ ン

　 ドで あ り,3種 類 の 回答 を得 る こ とが で き る。

　 (a}車 両 は現 在 発地 に 向 っ てい る。

　 　　 (斡 旋 が成 立 して か ら,発 地 を 出発 す る ま での 期 間)

　 (b)発 地 を出発 して お り輸送 中 で あ る。

　 　　 (発 地 を出 発 して か ら,輸 送 が完 了 す る ま で の期 間)

　 {c}共 同 輸送 を完 了 した。

　 　　 (輸 送 完 了以 降)

　 　　 　　 TRS△ 　 〔受付番号 〕
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3.シ ス テ ム の 詳 細

3.1　 共 同輸 送業 務

　 3.1.1　 共 同輸 送 斡 旋 処 理

　 3.1.2　 共 同輸送 照会 処 理

　 3.1.3　 共 同輸送 管 理 資 料 作成 処 理

3.2　 協 同組 合 等 及 び組 合 員 の 各種 業 務

　 3.2.1　 協 同組 合 等業 務処 理

　 3.2.2　 組 合 員 業務 処 理



■



3 シ ス テ ム の 詳 細

　 この第3章 は,各 処理 ごとに シス テ ム ・フ ローチ ャ ー ト.ブ ロ ック ・フ ローチ

ャ ー ト,並 び に プ ログ ラム概 要 説 明 を中心 と して構 成 さ れ てい る。

　 本 シス テ ムは前 記 した よ うに,大 き く分 け て共 同輸 送業 務 と協 同組 合 等 及 び組

合 員 の 各種 業務 とが あ る。前 者 は 更 に,共 同 輸送 斡 旋 処理,共 同 輸 送 照 会 処 理,

並 び に共 同輸 送 一 括 処 理 に分 け られ.後 者 は,協 同組 合等 業 務 処 理.組 合 員 業 務

処 理 に 分 け られ て い る。

　 本 シス テ ムで使 用 す る プ ロ グ ラ ムの 名 前 は6桁 で構 成 され て お り,上3桁 は.

以 下 に示 す 略 英字 を用 い,下3桁 は10毎 の 連番 で あ る。

(1)

(2)

(3)

共 同 輸 送 斡 旋 処 理(RCT)

Recommendation　 of　 Cooperative　 T　ransportation

共 同 輸 送 照 会 処 理(ICT)

Inquiry　 of　 Cooperative　 Transportation

共 同 輸 送 一 括 処 理(BCT)

Batch　 procedure　 of　 Cooperative　 Transportation

(4)　協同組合等業務処理(CST)

(5)

Cooperative　 Society　 Task

組 合 員 業 務 処 理

Cooperative　 Partner　 Task

　 シス テ ム ・フ ロ ーチ ャ ー トは,処 理 の 流 れ を機 能 単位 に展 開 した もの で あ り,

コ ン ピ ュータ に よる処 理 と手 作業 に よる処 理 の 両 方 を含ん で い る 。

　 ブ ロ ック ・フ ロ ーチ ャ ー トは,フ ローチ ャー トの うち,コ ン ピ ュ ー タに よる処

理 を プ ログ ラ ム単 位 に 展 開 した もの で あ り,シ ス テム ・フ ローチ ャ ー トの1単 位

は ブ ロック ・フ ローチ ャ ー トの1単 位 以上 か ら構成 され て い る。

　 プ ログ ラム概 要 説 明は,プ ログ ラム単 位 に処 理 の概 要 を説 明 した もの で あ り,
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これに よ り各 プ ログ ラム で行 って い る処 理 内容 を概 略的 に把 握 す る こ とが で き る。

　 なお.シ ス テ ム ・フ ロー チ ャー トと ブ ロ ック ・フ ローチ ャー トの 関係 を図示 す

る と次の よ うに な る。
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シ　ス　テ　ム　・　 フ　ロ　ー　チ　ャ　 ー　 ト 処理サイクル 説　　　　明

日　　　次

売上日報(共 同購入)

売 上 伝 票

売上フ。イル　 　 　 1
　(OLD) /

売上情報
声

9 作成一
　売上伝票を基 に入力

される売上情報から売

上 日報(共 同購入)を

作成するとともに,売

上ファイルの更新を行

う。

売上 日報作成 　品　名
　マスター

一

組合員
百 タ一

一＼
一 ●

♀
売上　日報

一
売上ファイル

　(NEW)

　 (a) 売上日報作成　　　　　　　　　　　　　 1

処　　 理　　　の　　 流　　　れ プログラムNα 処理 サイクル 処 理 概 要

○
組 合員

マスター

, /
売上情報

○
品　名

　マスター

CSTO10 日　　　次

　入力 され た売上情 報

のデータチェ ックを行

い,エ ラーの ある場合

はエラー リス トを作成

する。

入 力 デ 一 夕

チ　ェ　 ッ　ク

エラーリス ト

〔 ○
売　上
旬1

-

　　1
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3.1　 共 同 輸 送 業 務

　 共 同輸 送 業務 を大 き く分 類 す る と,協 同 組合 等 の 端 末 装置 と中 央 セ ンタ ーの

コン ピ ュー タ を通信 回線 で 接続 して行 う即 時 処 理 と,即 時処 理 で得 られ た 情報

か ら管 理 資料 を 作成 す る一括 処理 とに 大 別 され る。

(1)共 同輸 送 即 時処 理

　 　 共 同輸送 即 時処 理 に 関 す る プ ログ ラ ムは,お おむ ね 次 の よ うに 体 系 付 け る

　 こ とが で きる 。端 末 装 置 との 連 結等 に つ い て は メー カー提 供 の オ ン ラ イン制

　 御 プ ログ ラ ムが 行 う。

「

共
同即智
輸時理　 　 o

送処召
　理z
　　z

共
同斡
輸旋ブ
迷霧
　　ム

苔斡
輸旋 プ'

送麗
　　 ム

端末装置 一
一 ー ー ー ー 一 一 一 一

一 ー 一 一 ー ー 一 一

共
同照
輸会プ
送影
　　ム

共
同照
輸会プ
送㌶
　　 ム

図3.1-1

共
同
輸
送
斡
旋
処
理

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　共
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　同
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　輸
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　送
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　照
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　会
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　処
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　理
　 　 　 　　 　 L_________________」

共 同輸送即時処理 プログ ラム体系図

　共 同 輸送 即 時 処 理管 理 プ ログ ラムは,即 時 処 理 の 中核 的 な役 割 を 担 うもの

で あ り,次 の よ うな機 能 を持 って い る 。

。　 端末 装 置 との 情報 の 送 受信(RCTO10)

　 　端 末 装 置 か ら入 力 され て くる情 報 の 受信,他 プ ログ ラムか ら送 られ て く

　 る 情報 の 端 末装 置へ の 送 信 を行 う。

。　 端 末 装 置 の 状 態 管理(RCTO20)

　 　 中央 セ ン ターの コ ン ソ ール か らの 指令 に よ り端 末 装置 との 接 続 及 び 解 除
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　 を行 う。 ま た端 末 装 置 が現 在 どの よ うな状態 に あ るか.つ ま り端 末装 置 が

　 ロ ック状 態,中 央 セ ンタ ー との や り と り可 能 状態,処 理 状 態 の いず れ の状

　 態 に あ るか を管 理 す る。

。　 他 プ ログ ラムの制 御(RCTO30)

　 　 他 プ ログ ラムへ の 情 報 の 受 け渡 し,他 プ ログ ラムか らの情 報 の受 け 取 り,

　 他 プ ログ ラムの 呼 び 出 し等 の制 御 を行 う。

。　 フ ァイ ルの 入 出力 管 理(RCTO40)

　 　 共 同輸 送 即 時 処理 で使 用 す る各 フ ァイル の入 出力管 理 を行 う。

。　 メ ッセ ー ジ編集(RCTO50)

　 　 端 末 装 置 に表 示 す る メ ッセ ー ジの 編集 を行 う。各 処 理 に お い て 発 生 した

　 エ ラー の識別 及 び エ ラ ー メ ッセ ー ジの編 集 も行 う。

。　 コマ ン ドの識 別(RCTO60)

　 　 共 同 輸 送 斡旋 管 理 プ ログ ラ ム又 は 共 同輸 送 照会 管理 プ ログ ラムに処 理 及

　 び 情 報 を受け 渡 す た め に,コ マ ン ドの識 別 を行 う。

　 共 同輸 送 即時 処 理 管 理 プ ログ ラム以 外に つ い ては,「3.L1共 同輸 送斡 旋

処 理」及び 「3.1.2共 同 輸送 照 会 処 理 」 で 詳細 に記 述 した の で,こ こでは 省

略 す る。

　 な お,図3.1-2に お い て,共 同輸 送即 時 処 理 の詳 細 な プ ログ ラム体系 図

を載 せ た 。
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図3.1-2　 共 同 輸送 即 時 処 理 プ ログ ラム 体 系詳 細 図
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　 次 に,共 同輸 送 即時 処 理 で使 用 す る フ ァイル に つ い ての 説 明 を行 う。共 同

輸送 即 時 処 理 で は6つ の フ ァイ ル を使 用 す る。 求荷 に 関す る情 報 を保 存 して

お く求 荷 フ ァイ ル,求 車 に 関 す る情 報 を保存 して お く求 車 フ ァイ ル,求 荷 と

求 車 の ドッキ ン グ情 報 を保 存 して お く ドッキ ン グ フ ァイ ル,照 会 に 関す る情

報 を保 存 して お く照会 フ ァイル,当 シス テ ムの共 同 輸送 に参加 して い る協 同

組 合 等 及 び組合 員 に関 す る情報 を保 存 してお く参 加事 業 体 マ ス ター,共 同輸

送 を実 施 す る に当 た って 実 際 に輸 送 を行 う車 両(主 に組合 員 が保 有 して い る)

に関 す る情 報 を保 存 して お く車両 マス ターの6種 類 で あ る。

　 これ らの 各 フ ァイル の 使 用 方 法,形 式 等 は 次 の 通 りで あ る。

。　 求荷 ファイル

　　端末装置 より入 力された求荷情報 を保 存 してお くファイル であ り,求 車

情報が入 力され た場 合 に参照される。また求荷 に関す る登録 情報が入力 さ

れた場合 に当 ファイルに追加 される。

受 協 組 輸送区間 輸送 日時 車 運 キ 回

付
同
組 會 発 着 年 両 膓 答
合 貝 セ

番 等 情 月 時 情 ノレ 期
情 標

号 報 報 地 地 日 報 賃 識 限

図3.1-3求 荷 フ ァ イ ル

。　 求車 ファイル

　　端末装 置 よ り入力された求車情報 を保存 してお くファイルであ り,求 荷

情報が 入力 され た場合 に参照 され る。また求 車に関する登録情報が入 力さ

れ た場合 に当 ファイルに追加 され る。
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受 協 組 輸送区間 輸送 日時 貨 運 キ 回
同 △ ヤ

付 墾
口

口

員
発 着 年 物

ζ
答

番 等 情 月 時 情 ル 期
情 標

号 報 報 地 地 日 報 賃 識 限

図3.1-4　 求 　車 　フ 　 ァ 　 イ 　 ル

。　 ドッ キ ン グ ファ イル

　 求 荷 情 報 と求 車情 報 との ドッキ ン グ情 報 を保 存 して お くフ ァ イル で あ る。

斡 旋 成 立 情報 が 端末 装置 か ら入 力 され た場 合 に 追加 され る 。

求　荷　情　 報 求　車　情　 報 輸

送

区

間

輸

送

日

時

ド

ッ

キ

ン

グ

日

輸

送
状
況
フ

ラ
ッ

グ

受
　
付
　
番
　
号

協
同
組
合
等
情
報

組

合

員

情

報

車

両

情

報

受

付

番

号

協
同
組
合
等
情
報

組

合

員

情

報

貨

物

情

報

図3.1-5　 ド ッ キ ン グ フ ァ イ ル

。　 照会 プ アイ ル

　 　端末 装 置 よ り入 力 され た照 会 情 報 を保 存 してk・ くフ ァイ ル で あ り,1日

の 照 会 処 理終 了後,照 会 日報 を 作成 して ク リア ーす る。 この フ ァイ ルは 協

　同組合 等 単位 に構 成 され て お り,内 容 は 照 会 内 容(斡 旋 状 況 及 び 輸送 状況)

毎 の 照 会 件数 で あ る 。

協
同
組
合
等
コ

ー

ド

照　会　内　容

斡旋状況 輸送状況

件

数

件

数

図3.1-6　 照 会 フ ァ イ ル
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。　 参加事業体マス ター

　　当 システムの共 同輸送業務 に参加 している協同組合等及び組合員 の各種

情報 を保存 してお くファイルであ り,斡 旋情報検索処理 にお いて条件に合

致す る情報 があ った場合 に参照 され,協 同組合等の名称,担 当者名,組 合

員の名称な どが端末装置に表示 され る。

協 同組 合 等情報 組　合　員　情　報

コ
　
　
ー

　
　

ド

名

称

郵
便

番

号

住

所

担

当

者

名

コ

|

ド

名

称

郵
便

番

号

住

所

担

当

者

名

図3.1-7　 参 加 事 業 体 マス タ ー

。　 車両 マス ター

　 共同輸送を実施す るに当たって.実 際に輸送 を行 う車両 に関す る情報 を

保存 してお くファイル であ り,斡 旋 情報検索処理 において条件に合致す る

情報があ った場合に参照 され.最 大積載量等が端末装置に表示 され る。

協
同
組
合
等
コ

ー

ド

組

合

員
コ

1

ド

車　　 両　　 情　　　報

車

両
コ

1

ド

最
大

積

載
量

ボ
デ

;
長
さ

形

体

ア

オ

リ

幌

図3.1-8　 車 両 マ ス タ ー

(2)共 同輸送一括処理

　　共同輸送一括処理は,即 時処理で得 られた共 同輸送に関す る各種情報を基

　に して協 同組合等及び組合員 に有効 な管理資料 を作成す る。 プ ログラムの本

　数は17本 であ る。

　　 プログラム体系は次 の通 りである。
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CTB130

CTBl40

(共 同輸送ファイル作成)

(斡 旋情報日報作成)

(斡 旋成立日報作成)

(斡 旋情報月報作成)

(斡 旋成立月報作成)

(分 　　　類)

(方 面別斡旋月報作成)

(分　　　類)

(品 目別斡旋月報作成)

(分 　　　類)

(協 同組合等別運賃精算表作成)

(分 　　　類)

(分 　　　類)

(組 合員別運賃精算表作成)
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(分 類)

(照 会日報作成)

(照 会月報作成)

3.1.1　 共同 輸送斡旋 処理

　　共同輸送斡旋 処理の 目的は,協 同組合等 か らの求荷あるいは求車依 頼情報

　を整備 ・蓄積す ることに より,全 国的 な規模 での斡旋作業の円滑化 を図 り,

　共同輸送 を迅速かつ適切に実現 し,協 同組合等及び組合員の運行計 画 あるい

　は輸送計画 に寄与す る ことである。

　　共 同輸送斡旋処 理の入 出力概要 図は次の通 りで ある。

車　両

マスター

参　加
事業体
唱 歩一

ド ッ キ

ン グ

ファイル

求　車

ファイル

図3.1-9　 共 同輸送 斡 旋 処 理 入 出力 概要 図
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　 共 同輸送 斡 旋処 理 に お け る プ ログ ラムに は,共 同輸 送 斡 旋 管 理 プ ログ ラム

と共 同輸 送 斡 旋処 理 プ ロ グ ラ ム とが あ る。

(1)共 同輸 送 斡旋 管 理 プ ログ ラ ム(RCT100)

　 　 この プ ログ ラ ムは,端 末 装 置 か ら入 力 され た 求荷 ・求 車情 報(共 同輸 送

　 即 時処 理 管 理 プ ログ ラ ム よ り受 け 渡 され る)に つ いて,デ ー タの チ ェ ック

　 を行 う。 つ ま り.TRE.COC,PRO,REC,CAN,TSIの 各

　 コ マ ン ドに対 す る入 力方 法 が 正 し く行 われ た か ど うか を チ ェ ックす るわけ

　 で あ る。

　 　 チ ェ ック方法 は 次の 通 りで あ る。

　 ① 　項 目の桁 数,内 容

項　　目　 名 タイプ 桁　数 そ の 他 の チ ェ　ッ　 ク

協同組合等 コー ド 数　字 4 上2桁:01～47

組 合 員 コ ー　ド 〃 3

発　　　　　　地 〃 2 01～47

着　　　　　　地 〃 2 01～47

月　　　日　　 時 〃 6 月:01～12,日:01～31,時:01～24

運　　　　　　賃 〃 6

品 名　コ　ー　 ド 〃 2

車 両 コ　ー　 ド 〃 4

総　　 重　　 量 〃 5

受　付　番　 号 〃 10 上6桁:年 月 日

② 項 目の並 び,項 目間 の繋 ぎ

　 　項 目の 並 び,項 目間 の 繋 ぎの チ ェ ッ クは,「2.　 3シ ス テ ム操 作手 順 」

　 に従 って行 う。

　 以 上 の ① 及 び② の チ ェ ック段 階 で エ ラ ーが 発生 した場 合 は,エ ラー コ ー

ドを共 同 輸送 即 時処 理管 理 プ ログ ラ ムに受 け渡 す 。 共 同輸 送 即 時 管 理 プ ロ

グ ラムで は,受 け 渡 さ れ た エ ラー コ ー ドに基 づ い て端 末 装 置 に エ ラ ーメ ッ

セ ー ジ を表 示 し,正 しい 情報 の入 力 を促 す 。

　 ① 及 び② の チ ェ ック に お い て エ ラ ーが無 い場 合 は,各 コマ ン ドに よ り,
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RCT200か らRCT250ま での 各 プ ログ ラムへ 情 報 及 び 処 理 を受 け

渡 す。 つ ま り,共 同輸 送 斡 旋 処 理 プ ログ ラム の処 理が 開始 され るわ け で あ

る 。
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求 荷 依 頼 伝 票 伝票Na

協 同組合等 コー ド 共　　同　 組　 合　 等　　名

受 付 月 日時 月　　　　 日　　　　時

受付担当者名

組合員 コー ド 組　　　 合　　　 員　　　 名

囲

囲

一
車 両 の 空 く 場 所

希 望 運 賃(円)

車　 両　　ナ　　ン　 バ　　ー 運　　 転　　 者　　 名

一

車　種 形　体 幌 アオ リ 装　備

図3.1-10　 求 荷 依 頼 伝 票
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求 車 依 頼 伝 票 伝票Na

協 同組合等コ ー ド 共　 同　 組　 合　 等　　名

|11

受付 月 日時 月　　　　日　　　　時

受付担当者名

組合員 コー ド 組　　　 合　　　 員　　　 名

ll

一 コ
発　地 発　 地　　名　 及　　び　 連　　絡　 先

着　地 着　　地　　名　　及　　び　 連　　絡　　先

1

発　　月　　 日 発 時 運 　　 賃(円)

品 名 コー ド 品　　　　　　　　　名 総　 重　 量　 (Kg)

希望車種 形　　体 ア オ リ 装　　備 要　　員 そ の 他

図3.1-11　 求 車 依 頼 伝票

一47一



(2)共 同 輸 送斡 旋 処理 プ ログ ラム

　① 斡 旋 情 報 検 索(RCT200)

　 　 　 コマ ン ドTREが 入 力 され た場 合 に処 理 され る プ ログ ラム で あ り,求

　 　荷 〔TRE　 1,… … 〕情報 の場 合 と求 車 〔TRE　 2,… … 〕情 報 の 場合

　 　 とが あ る。

　 　 (a)求 荷 情報 の 場 合

　 　 　 　求 車 フ ァイル をす べ て参 照 して,次 の 各条 件 に 従 って 斡旋 情 報 を 探

　 　 　 し出す 。

　 　 　 　求 荷 情報 の 中 で 斡旋 の条 件 とな る もの は,発 地,着 地,空 車 月 日時,

　 　 　車 両 コ ー ドの4項 目であ り,運 賃 は 条件 の対 象 か らはず した 。

　 　 　 　 また 着 地 に つ い て は,入 力 して きた場 合 のみ 条 件 判定 を行 い,入 力

　 　 　 して こ ない場 合 は無 条 件 に着 地 の 条件 が成 立 した もの と見 なす 。

　 　 　 　各 項 目の条 件判 定 は 次 の よ うに して 行 う。

　 　 　 。　 発 地,着 地

　 　 　 　 　入 力 され た 求荷 情 報 の 発 地.着 地 と,す でに 登 録 され て い る求 車

　 　 　 　 フ ァイル の発 地,着 地 とが等 しいか ど うか判 定 す る。 また 隣 接県 に

　 　 　 　つ い て も表3.1-1の 隣 接県 一覧 表 に基 づ い て判 定 を行 う。

表3.1-1　 隣 接県 一 覧 表

県 コ ー ド 県　　　　　名 隣　　　　接　　　　県　 (コ ー ド)

01 北　　　海　　　道 02

02 青　　　森　　　県 01 03 05

03 岩　　　手　　　県 02 04 05

04 宮　　　城　　　県 03 05 06 07

05 秋　　　田　　　県 03 04 06 02

06 山　　　形　　　県 04 05 07 15

07 福　　　島　　　県 04 06 08 09 10 15

08 茨　　　城　　　県 07 09 11 12

09 栃　　　木　　　県 08 10 11
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県 コ ー ド 県　　　　　名 隣　　　　接　　　　県　 (コ ード)

10 群　　　馬　　　県 07 09 11 15 20

11 埼　　　玉　　　県 08 09 10 12 13 19 20

12 千　　　葉　　　県 08 11 13

13 東　　　京　　　都 11 12 14 19

14 神　 奈　　川　　県 13 19 22

15 新　　　潟　　　県 06 07 10 16 20

16 富　　　山　　　県 15 17 20 21

17 石　　　川　　　県 16 18 21

18 福　　　井　　　県 17 21 25 26

19 山　　　梨　　　県 11 13 14 20 22

20 長　　　野　　　県 10 11 15 16 19 21 22 23

21 岐　　　阜　　　県 16 17 18 20 23 24 25

22 静　　　岡　　　県 14 19 20 23

23 愛　　　知　　　県 20 21 22 24

24 三　　　重　　　県 21 23 25 26 29 30

25 滋　　　賀　　　県 18 21 24 26

26 京　　　都　　　府 18 24 25 27 28 29

27 大　　　阪　　　府 26 28 29 30

28 兵　　　庫　　　県 26 27 31 33

29 奈　　　良　　　県 24 26 27 30

30 和　 歌　　山　　県 24 27 29

31 鳥　　　取　　　県 28 32 33 34

32 島　　　根　　　県 31 34 35

33 岡　　　山　　　県 28 31 34

34 広　　　島　　　県 31 32 35

35 山　　　口　　　県 32 34 40

36 徳　　　島　　　県 37 38 39

37 香　　　川　　　県 36 38

38 愛　　　媛　　　県 36 37 39

39 高　　　知　　　県 36 38

40 福　　　岡　　　県 41 43 44 35

41 佐　　　賀　　　県 40 42

42 長　　　崎　　　県 41
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県 コ ー ド 県　　　　　名 隣　　　　接　　　　県　 (コ ー ド)

43 熊　　　本　　　県 40 44 45 46

　

44 大　　　分　　　県 40 43 45

45 宮　　　崎　　　県 43 44 46

46 鹿　 児　　島　　県 43 45 47

47 沖　　　縄　　　県 46

。　 空 車 月 日時

　 求 車 フ ァ イルの 輸 送 月 日時 と次 の判 定 の 行 う。

　 　 空 車 月 日時 ≦輸 送 月 日時(求 車 フ ァイル)

。　 車両 コ ー ド

　 入 力 さ れ た 車両 コー ドを基 に 車 両 マ ス タ ー を読 み,車 両 トン数,

　車 種 を 車 両 マ ス ター よ り持 って くる。 こ の車両 トン数,車 種 を次 の

条件 で判 定す る 。

　 　 車 両 トン数 ≧貨 物 総 重 量(求 車 フ ァイ ル)

　 　 　 　 　 　 Pt　一 品 名 コー ドの 上1桁(求 車 フ ァイ ル)

(　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〆 品名 コー ド

1

2

う
0

4

に
U

　　　　　　//一 一 ⊃ 、
一 　　　般 　　　　　　　　　 12

練 保存車一(》 ～▲

。ンク 。一 リー/-3～ 、
　　　 　　　　　　　　　　　32

トレー ラー-4～ 、
　　　 　　　　　　　　　　　42
そ　の　他 一一5～1

　　　　　　　　　　　　　　5～2

　 以上 の 斡旋 条 件 をま とめ た もの が,次 に 示 す表 で あ る。

　 これ らの条 件 に合 致 した情 報 を端 末装 置 の 画 面 に 表示 す べ く,

RCT100へ 受 け 渡 す 。条 件 判 定 は 求 車 フ ァイルす べ て に つい て

行 う。
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求　荷　情　報 判　定 求 車 フ ァイ ル 備　　　　考

発　　　　　　　地 = 発　　　　　　　地 隣接県も条件に入れる

着　　　　　　　地 = 着　　　　　　 地 〃

空　車　月　 日　時 ≦ 輸　送　月　 日　時

車　両　 ト　 ン　数 ≧ 貨　物　総　重　量

車　　　　　　　種 = 品名 コー ド・上1桁

　 (b)求 車情 報 の場 合

　 　 　 参 照す る フ ァイ ルが 求 荷 ファイル に 変 わ るだ け で,条 件 の判 定 は求

　 　 荷 情報 の 場 合 と同 じで あ る。

② 条件 変 更(RCT210)

　 　 コマ ン ドCOCが 入 力 され た場 合 に 処理 され る プ ログ ラム で あ る。 こ

　 こで 言 う条 件 変 更 とは,端 末装 置 より入力 され た求 荷 あ るい は求 車情 報

　 を変 更 して 再 度 斡 旋 情報 検 索 処理(RCT200)を 実行 し,斡 旋 情 報

　 を画面 に表 示 す る こ とであ る。 これ らの 情報 の受 け 渡 し,プ ログ ラムの

　 呼 び 出 しは す べ てRCT100で 行 う。

　 　 RCT210で は,受 け渡 され た情 報 を基 に条 件 を変 更 して,変 更 情

　 報 をRCT100に 受け 渡す 役 割 を持 って い る 。

　 　 変 更 可 能 な条 件 は,輸 送区 間,輸 送 日時,貨 物 情 報,車 両 情報 で あ る。

③ 斡 旋 情報 登録(RCT220)

　 　 コマ ン ドPROが 入 力 され た場 合 に処 理 され る プ ログ ラ ムで あ る。入

　 力 され た情 報 が 求 荷 情 報 の 場合 は求 荷 フ ァイル へ,求 車 情報 の 場合 は 求

　 車 フ ァイル へ そ れ ぞ れ 蓄 え る。 この 場合,不 足 情報 は参 加 事業 体 マス タ

　 ー,車 両 マス ター を参 照 して 移送 す る 。

④ 斡 旋 成 立(RCT230)

　 　 コマ ン ドRECが 入 力 され た場合 に 処 理 され る プ ログ ラ ムで あ る 。 こ

　 の プ ログ ラ ムに受 け渡 さ れ る情 報 は,求 荷,求 車双 方 の 受 付番 号 で あ る

　 ため.当 該 受付 番 号 をキ ー と して求 荷 フ ァイ ル及 び 求 車 フ ァ イル を参 照

　 して必 要 な 情報 を検 索 した後,編 集 等 を行 っ て ドッキ ン グ フ ァイ ルへ の
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　 登 録 を行 う。

⑤ キ ャ ン セ ル(RCT240)

　 　 コマ ン ドCANが 入 力 され た場 合 に 処 理 さ れ る プ ログ ラム で あ る。 受

　 け 渡 され た 受 付 番号 をギ ー と して,求 荷 ファ イル あ るい は求 車 フ ァイ ル

　 を参 照 し,当 該 受 付 番号 の デ ータ の キ ャ ン セ ン標識 をオ ンにす る。

⑥ 輸 送 状 況 入 力(RCT250)

　 　 コマ ン ドTSIが 入 力 され た場 合 に処 理 され る プ ログ ラ ムで あ る。

　 「車両 が 発 地 を 出発 した 」情 報,つ ま り 〔TST　 1,… … 〕が入 力 され

　 た場 合 は ドッキ ング ファ イルの 輸 送状 況 フ ラ ッグ を1に し,「 輸 送 が 完

　 了 した 」情 報,つ ま り 〔TSI　 2,… … 〕が 入 力 された 場合 は ドッキ ン

　 グ ファイ ル の輸 送状 況 フラ ッグ を2に す る 。 輸 送状 況 フ ラ ッグの初 期 状

　 態 は0で あ る。

3.1.2　 共同輸送 照会処理

　　共 同輸送照会処 理の 目的は,協 同組合等,組 合員並びに荷主 な どか らの斡

　旋 状況,輸 送状況に関す る問合せに対 して,協 同組合等の端末装置 を介 して

　迅速 ・正確に回答 を行 うことである。

　　共同輸送照会処理の入 出力概要図は次の通 りである。

照　会

ファイル

ド ッキ

ン グ

ファイル

求 　車

ファイル

求　荷

ファイル

図3.1-12　 共 同輸 送照 会 処 理 入 出 力概 要 図
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　 共 同輸 送 照会 処 理 に お け る プ ログ ラ ムには,共 同輸 送 照会 管 理 プ ログ ラム

と共 同輸 送 照会 処 理 プ ログ ラム とが あ る。

(1)共 同 輸 送 照 会 管理 プ ログ ラム(ICT100)

　 　 この プ ログ ラ ムは,端 末 装置 か ら入力 され た 共 同輸 送 に 関 す る照 会 情報

　 (共 同 輸 送 即 時処 理 管 理 プ ログ ラ ム より受 け渡 され る)に つい て,デ ー タ

　 チ ェ ック を行 う。つ ま り,RES,TRSの 各 コマ ン ドに対 す る入 力方 法

　 が 正 し く行 われ た か ど うか をチ ェ ックす る わけ で あ る。

　 　 RES,TRSは 受 付 番号 だけ の 入 力 な の で,　 RES△ 〔受 付 番号 〕

　 あ るい は 　 TRS△ 〔受 付 番号 〕　 が正 しい繋 ぎで構 成 され てい るか をチ

　 ェ ック す る とと もに,受 付番 号 が 次 の よ うな形 に な って い るか をチ ェ ック

　す る。

[[[エ エエ]]]]]鮒 翻(・ ・桁)一 －
L－ 連酬 数字チエ。ク)

・　 　 年月日ξi{㌘)

　 チ ェ ッ ク段 階 で エ ラ ーが 発 生 した場 合 は.エ ラー コー ドを共 同輸 送 即 時処

理 管 理 プ ログ ラム に受 け 渡 す 。 共 同輸 送 即 時処 理管 理 プ ログ ラムで は,受 け

渡 さ れ た エ ラ ーコ ー ドに 基 づ い て端 末 装 置 に エ ラー メ ッセ ー ジを表 示 し.正

しい 情報 の 入 力 を促 す 。

　 エ ラー が無 い 場 合 は 各 コマ ン ドに よ り,ICT200及 びICT210の

プ ログ ラムへ 情 報 及 び 処理 を受 け渡 す 。

(2)共 同輸 送 照会 処 理 プ ロ グ ラム

　 ① 斡 旋 状 況 照 会(ICT200)

　 　 　 コ マ ン ドRESが 入 力 され た場 合 に処 理 さ れ る プ ログ ラム で あ る。

　 　 　 受 け 渡 さ れ た受 付 番 号 を キ ー と して,求 荷 フ ァイル,求 車 フ ァイ ル,
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　並 び に ドッキ ン グ フ ァ イル を参 照 して 以下 の処 理 を行 う。

　(a)受 け 渡 され た 受 付 番号 が どの フ ァイル に も存 在 しない 場合

　 　 　 「登録 され て い ない 」

　(b)求 荷 フ ァイル あ るい は 求 車 フ ァイル に存在 す る場 合

　 　 。　 処理 月 日時 〉 回答期 限

　 　 　 　 「期 限切 れの ため 斡 旋洩 れ で あ る 」

　 　 。　 キ ャ ンセ ル 標識 が1

　 　 　 　 「キ ャンセ ル され てい る 」

　 　 。　 上 記 以 外

　 　 　 　 「斡 旋 待 の 状態 で あ る 」

　 (c)　 ドッキ ング フ ァ イル に存 在 す る場 合

　 　 　 「す で に斡 旋 が 成 立 して い る 」

　 　 これ らの 回 答内 容 は コ ー ドに よ って共 同輸 送 即 時 処理 管 理 プ ログ ラム

　 に受 け 渡 さ れ た後,端 末 装 置 に表 示 さ れ る。

② 輸送 状 況 照会(ICT210)

　 　 コマ ン ドTRSが 入 力 され た 場 合 に 処 理 さ れ る プ ログ ラム で あ る。

　 　 受 け渡 され た 受 付 番号 をキ ー と して.ド ッ キ ング フ ァイル を参 照 し,

　 ドッキ ング フ ァイル 内 の 輸送 状 況 フ ラ ッグ を判 定 して.回 答情 報 を共 同

　 輸 送 即 時処 理 管 理 プ ログ ラ ムへ受 け渡 し,端 末装 置 に表 示 す る。 なお.

　 当該 受 付番 号 が ドッキ ン グ ファ イル に無 い 場 合 は エ ラー とす る。

　 (a)　輸 送状 況 フ ラ ッグが0の 場 合

　 　 　 「車 両 は 現在 発 地 に 向 って い る 」

　 (b)輸 送状 況 フ ラッグが1の 場 合

　 　 　 「発 地 を 出発 して お り輸 送 中 で あ る 」

　 (c)輸 送 状 況 フ ラ ッグが2の 場 合

　 　 　 「共 同輸 送 を完 了 した 」

　 　 なk-,当 シス テ ム では.RESの 入 力 が あ って,し か も当該 受 付 番 号

　 が ドッキ ン グ フ ァイ ル に存 在 した 場合 は,自 動 的 にTRSの 処 理 つ ま り
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ICT210を 実 行 す る よ うに な ってい る。 した が っ て,RESか ら

TRSま での 一連 の 流 れ を図 示す る と,次 の 図 の よ うに な る。

登録されて

　いない

在

つ

現
向
は
に
る

両
地
い

車
発
て

発
輸
る

出
り
あ

を
お
で

地
て
中

発
し
送

受付番号

入　　力

求荷ファイル

にあるか

求車ファイル

にあるか

1ンキング7ア イル

に あ る か

輸送状況

ラッグ:0

輸 送状況

ラッグ:1

共同輸送

を完了した

斡旋待の状

態である

キ ャンセル

され ている

纏縫9

図3.1-13　 共 同輸 送 照会処 理の 流れ
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3.1.3　 共同輸送管理資料作成処理

　　共 同輸送管理資料作成処理の 目的 は,共 同輸送斡旋処理及び共 同輸送 照会

　処理 において.協 同組合等の端末装置 より入 力された各種情報 を整備 ・加工

　する ことに より,協 同組合等及び組合員 に有効 な管理資料を作成す ることで

　ある。

　　共 同輸送管理資料作成 処理 の入出力概要 図は次の通 りである。

参　加
事業体
頑 ター

　　　　　車

求　荷　 アイル

ファイル

方面別
斡旋月報

協同組合等別
運賃精算表

照会管理 フ ァイル

共同輸送管理 ファイル

斡旋情報月報 斡旋成立月報 品目別
斡旋月報

組合員別
運賃精算表 画

図3.1-14　 共 同輸 送 管 理 資 料 作成 処 理
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(1)　 シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

シ　ス　テ　ム　 ・　 プ　ロ チ　ャ ト

共同輸送管
理ファイル

共同輸送管
理 ファイル

斡旋 日報作成

斡旋成立 日報

斡旋情報日報

共同輸送管理 ファイル

○

幹旋月報作成

斡旋成立月報

斡旋情報月報

_(

へ

ド ッキ

ン グ

ファイル

月

処理サイク

日

次

説 明

幹旋日報作成

　求荷 ファイル,求 車

フ ァイル並び に ドッキ

ングファイルよ り斡旋

情報 日報,斡 旋成立 日

報 を作成す るとともに,

共 同輸送管理 ファイル

の更新 を行 う。

』
　共同輸送管理ファイ
ルより幹旋情報月報及

び斡旋成立月報を作成

する。

一57一



シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

共同輸送管理ファイル

方面別斡旋
月報作成

方面別斡旋
月報

共同輸送管理 ファイル

品目別幹旋
月報作成

品目別斡旋
月報
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処理朔 クル

月

月

次

次

説 明

方面別幹旋月報作成

　共同輸送管理ファイ

ルより方面別斡旋月報

を作成する。

　品目別斡旋月報作成

　共同輸送管理ファイ
ルより品目別斡旋月報

を作成する。



シ　ス 　 テ　 ム　 ・　 プ　 ロ チ　ャ ト

共同輸送管理ファイル

運賃精算表
作成

組合員別運賃　　表

協 同組合等
別運賃精算表

参　加

事業体
マスクー

照会管理 ファイル

照会 日報作成

参　加

事業体
マスター
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処理朔 クル

月

日

次

次

説 明

運賃精算表作成

　共同輸送管理ファイ
ルを基にして,協 同組

合等別運賃精算及び組

合員別運賃精算表の作

成を行 う。

照会 日報作成

　照会 フ ァイル,参 加

事業 体マス ターよ り照

会 日報を作成する とと

もに,照 会管理 ファイ

ルの更新 を行 う。



照会管理 ファイルよ

り照会月報 を作成 する。
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(2)　 ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

①　斡旋 日報作成

処 理 の 流 れ

共同輸送管

理 ファイル

共同輸送管
理ファイル

共同輸送ファ
イル作成

共同輸送

フ ァイル

斡 旋 情 報
日 報 作 成

幹旋情報 日報

共同輸送

フ ァイル

ド ッキ

ン グ

ファイル

斡 旋 成 立
日 報 作 成

斡旋成立日報

フbグ ラムNa

CTBO10

CTBO20

CTBO30

処 理サイニ勿レ

日

日

日

次

次

次

処 理 概 要

　求荷 ファイル,求 車

フ ァイル並びに ドッキ

ングフ ァイルを読み込

み,協 同組合等 コー ド,

組 合員 コー ド,受 付番

号順に分類 し,共 同輸

送 フ ァイル を作成す る。

　共同輸送 フ ァイル よ

り当 日分 の斡旋情報 日

報 を作成する。 また当

該 フ ァイルの情報 を共

同輸送管理 フ ァイル に

集積 する。

　共同輸送ファイルよ

り当日分の幹旋成立 日

報を作成する。
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②　斡旋月報作成

処 理　　　の 流

共同輸送管理ファイル

斡旋情報月報
作成

斡旋情報月報

共同輸送管理 ファイル

斡旋成立月報
作成

斡旋成立月報

れ プログラムぬ

CTBO40

CTBO50

処理朔 クル

月

月

次

次

処 理 概 要

　共同輸送管理ファイ
ルを基にして,斡 旋情

報月報の作成を行 う。

　共同輸送管理ファイ
ルを基にして,幹 旋成

立月報の作成を行う。
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③ 方面別斡旋月報作成

処　　理 の 流 れ

共同輸送管理ファイル

方 面 別

フ ァイル

方面 別斡 旋

月報作成

方面 別 斡 旋

月報

プログラ.t"9a

CTBO60

CTBO70

処 理 サイクル

月

月

次

次

処 理 概 要

　共同輸送管理 フ ァイ

ルを発地 コー ド,着 地

コー ド順 に分類 し,方

面別 ファイル を作成 す

る。

　分類済方面別ファイ
ルより方面別斡旋月報

を作成する。
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④ 品 目別斡旋 月報作成

処　　理 の 流 れ

共同輸送管理 ファイル

品 目 別

フ ァイル

品 目別斡 旋

月報作成

品 目別 幹旋

月報

プ ログラムNa

CTBO80

CTBO90

処理 サイクル

月

月

次

次

処 理 概 要

　共同輸送管理 フ ァイ

ル を品名コー ド順 に分

類 し,品 目別フ ァイル

を作成する。

　分類済 品 目別 フ ァイ

ルを基 にして,品 目別

斡旋月報の作成 を行 う。
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⑤ 運賃精算表作成

処 理 の 流 れ

共同輸送管理ファイル

参 加

事業体
マヲ～歩一

協同組合等別
運賃精算表
作成

協同組合等別
運賃精算表

プログラムNa

CTB100

CTB110

処理 サイクル

月

月

次

次

処 理 概 要

　共 同輸送管理 フ ァイ

ル を求荷 側の協 同組合

等 コー ド,求 軍側 の協

同組 合等 コー ド順 に分

類 し受取 フ ァイル を作

成する。また求車側 の

協同組 合等 コー ド,求

荷側 の協同組合等 コー

ド順 に分類 して,支 払

フ ァイル を作成する。

　受取 ファイル,支 払

フ ァイル,並 びに参加

事業体マス ターより協

同組合等別運賃精算表

の作成 を行 う。
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処　　理　 　の　　流　　れ

一)

受　取
ファイル

Y
分　　　　類

△
受　　取
ファイル皿

一
ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一1
1

支 払

ファイル

分 類

受 　 　取

ファイル 皿

支 　 　払

フ ァイル 皿

組合員別運賃

精算表作成

組合員別運賃

精算表

参 加

事業体
マスター

プログラムNa

CTB120

CTB130

CTB140

処理 サイクル

日

月

月

次

次

次

処 理 概 要

　 受取 ファイル を求荷

側協同組合等 コー ド,

組 合員 コー ド順 に分類

し,受 取 ファイル皿を

作成す る。

　支払 フ ァイルを求車

側協同組合等コー ド,

組 合員 コー ド順 に分類

し,支 払 ファイル皿を

作成す る。

　 受取 ファイル 皿,支

払 ファイル 皿,並 びに

参加 事業体 マス ターよ

り,組 合員別運賃精算

表 を作成す る。
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⑥

処

照会管理
フ ァイル

1
　|

　

1
　
　
　
　
　

|

　

　

L

照会管理
フ ァイル

照会 日報作成

理　　　の　　　流　　　れ プログ ラムNa 処理桝 クル 処 理 概 要

一一
照　会
ファイル

＼ ノ

照会 ファイルを協同

組合等 コー ド順 に分類

分　　　　類 CTB150 日　　　次 し,照 会 日報 ファイル

を作成する。

管理 ○ 一一
イル 照会日報 参　加

事業体
ファイル
ー

マスター

照会 日報 ファイル よ

り照会日報を作成する

照会 日報作成 CTB160 日　　　次 とともに,照 会管理 フ

アイルの更新 を行 う。

照 会　日 報

一
理
ル
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⑦　照会月報作成

処　　理　　 の 流 れ

照会管理 フ ァイル

照会月報作成

プログラムNα

CTB170

処 理 洲 ク・レ

月 次

処 理 概 要

　照会管理 ファイルを

基 に して,照 会 月報 の

作成 を行 う。
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(3)　 プ ログ ラ ム概 要説 明

　 ① 　 斡 旋 日報 作 成

　 　 (a)共 同輸送 フ ァ イル 作 成(CTBO10)

　 　 　 　 求 荷 フ ァイ ル を読 み 込 み,識 別 コー ド(登 録,キ ャ ンセ ル,斡 旋 洩

　 　 　 れ,成 立 の識 別 を表 わ した コ ー ド)を1に して ワ ーク フ ァイル に 出力

　 　 　 す る。 キ ャン セル 標 識 が オ ンに な ってい る場 合 は,識 別 コ ー ドを2に

　 　 　 して ワー ク フ ァ イル に 出力 す る。 また回路 期 限 が 切 れて い る場 合 は,

　 　 　 識 別 コー ドを3に して 出力 す る。

　 　 　 　 次 に求 車 ファ イル を読 み 込 み,上 記求 荷 フ ァイル と同様 の 処 理 を行

　 　 　 う。

　 　 　 　 最 後 に ドッキ ング フ ァイル を読 み込 み,識 別 コー ドを4に して ワ ー

　 　 　 ク フ ァイ ル に 出力 す る わけ で あ るが,こ の場 合 求 荷 側 の協 同組 合 等 及

　 　 　 び 求 車側 の 協 同 組合 等 の2レ コ ー ドを出 力す る。

　 　 　 　 出 力の終 った ワー ク フ ァイ ル を協 同組 合等 コ ー ド,組 合 員 コー ド,

　 　 　 受 付 番号(以 上 求 荷 側),協 同組 合等 コー ド(求 車側)順 に分 類 し,

　 　 　 共 同輸送 フ ァイ ル を 作成 す る。

　 　 (b)斡 旋 情 報 日報 作 成

　 　 　 　 共 同輸送 フ ァイ ル(形 式 は 共 同輸送 管 理 ファ イル と同 じ)を 読み,

　 　 　 協 同 組 合等 ご とに斡 旋 情 報 日報 を作成す る。登 録,キ ャ ン セル,斡 旋

　 　 　 洩 れ,斡 旋 成 立 の 区別 は,識 別 コー ドよ り判 断す る 。(CTBO10

　 　 　 を参 照 の事 。)

　 　 　 　 斡 旋 情報 日報 を 作成 す る時 点 で,同 時 に共 同輸 送 管 理 フ ァ イルの 更

　 　 　 新 処 理 を行 う。 更新 は,識 別 コー ドが1か ら3の デ ー タに 関 しては 協

　 　 　 同組 合 等,日 付 単位 に行 い,識 別 コー ド4の デ ー タに 関 して は1件 毎

　 　 　 に 行 う。
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図3.1-15　 共 同 輸 送 管 理 フ ァ イ ル

斡 旋 情 報　日　報　(昭 和Z9年Z9月Z9日)

協　同

組合等

コー ド

協　同　組　合　等　名

求　 荷　 情　 報 求　 車　　情　 報

登　　録 キキンセル 斡旋洩れ成　　立 計 登　　録 キャンセル 斡旋洩れ成　　立 計

××× ××××××××××××××× ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9

合　　　　　　　計 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9

図3.1-16　 斡 旋 情 報 日 報

(c)斡 旋 成 立 日報 作成(CTBO30)

　 　 共 同輸 送 フ ァイ ル を読 み 込 み.斡 旋 が 成 立 してい る デ ー タ(識 別 コ

　 ー ドが4の デ ー タ)を 抽 出 して,斡 旋 成 立 日報 を作 成 す る。

② 斡 旋 月報 作 成

(a)　斡 旋 情 報 月報 作成(CTB　 40)

　 　 共 同輸 送 管理 フ ァイル を基 に して,協 同 組 合等 ご と,日 付 ご とに斡

　 旋 情 報 月報 を作成 す る。 登録,キ ャ ンセ ル.斡 旋 洩 れ,斡 旋 成 立 の 判

　 断 は 識 別 コー ドに よ り行 う。
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ご

ー

斡 旋 成 立 日 報(昭 和Z9年Z9月Z9日)

求　　　　 荷　　　　 情　　　　 報 求　　　　　　車　　　　　　情　　　　　　報 輸 送

区　間
運　　賃

受付番号 協同組合等 コー ド及び名称 組 合 員 コー ド及 び 名 称 車両Na 受付番号 協同組合等 コー ド及び名称 組合 員 コー ド及 び 名 称 品名チ ド 総 重 量

ZZ9 ×××× ×××

×××× ZZ9

×××× ××× ×× 2Z,ZZ9 ××一×× ZZZ,ZZ9

合計件数　ZZ9 合計運賃　 ZZ,ZZZ,ZZ9

図3.1-17斡 旋 成 立 日 報



斡 旋 情 報 月 報(昭 和Z9年Z9月 分)

協 同

艦

コード

協 同 組 合 等 名

日

付

求　　荷　 情　 報 求　 　車　　情　 報

登　　録 ヨhrンセル 斡旋洩れ 成　　立 計 登　　録 キャンセル 斡旋洩れ成　　立 計

××× Z9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9 ZZ9

合　　　　　　　計 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,2Z9 Z,ZZ9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9

図3.1-18　 斡 旋 情 報 月 報

(b)斡 旋 成 立 月報 作成(CTBO'50)

　 　共 同輸 送 斡 旋 フ ァイ ル を読 み 込み.斡 旋 が成 立 して い るデ ー タ(識

　 別 コ ー ドが4の デ ー タ)を 抽 出 して,斡 旋成 立 月報 を作成 す る。
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斡 旋 成 立 月 報(昭 和Z9年Z9月 分)

昭和Z9年Z9月Z9日

目　 　付
求　　　　　荷　　　　　情　　　　　報 求　　　　　　車　　　　　　情　　　　　　 報 輸　　送

区　 間
運　　　賃

受付番号 協同組合等=←ド及P名称 組合員コー ド及び名称 車両Nα 受付番号 協同組合コート等及び名称 組合員コー ド及び名称 品 名 コード 総 重量

Z9/Z9 ZZ9 ×××× ××× w ZZ9 ××××

　 　 　 v

××× ×× ZZ,ZZ9 ××一×× ZZZ,ZZ9

合計件数エ 合計運賃　.ZZZ,ZZZ.ZZ9

図3.1-19斡 旋 成 立 月 報

e



③ 方面 別 斡 旋 月 報 作成

　 (a)分 類(CTBO60)

　 　 　共 同 輸 送 管 理 フ ァ イル を読 み込 み,識 別 コー ドが4の デ ー タ(斡 旋

　 　が 成立 して い る デ ー タ)に つ いて,発 地 コー ド,着 地 コ ー ド順 に分 類

　 　 し,方 面 別 フ ァ イル を 作成 す る。

　 (b)　方 面別 斡 旋 月報 作成(CTBO70)

　 　 　分類 済 方面 別 フ ァイ ル を読 み,同 一 の 発 地 コ ー ド,着 地 コ ー ドの デ

　 　 ー タにつ い て,件 数,総 重 量,運 賃 合計 を加算 し,発 地 コ ー ド,着 地

　 　 コ ー ドが 変 った段 階 で方 面 別 斡 旋 月報 に 出力 す る 。す べ て の 出 力が 終

　 　了 した段 階 で,上 記3項 目の 合計 を求 め て 出 力 す る 。

方 面 別 斡 旋 月 報(昭 和Z9年Z9月 分)

発　　　　地 着　　　　地
件　数 総　重　量 運　賃　合　計

コー ド 名　　　称 コ ー ド 名　　　称

×× ×××××××× ×X ×××××××× ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　　　　　　　　計 ZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.1-20　 方 面 別 斡 旋 月 報

④ 品 目別 斡 旋 月 報作 成

　 (a)分 類(CTBO80)

　 　 　共 同 輸送 管 理 フ ァイ ル を読 み 込 み,識 別 コ ー ドが4の デ ー タ(斡 旋
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　 が 成 立 して い るデ ー タ)に つ い て,品 名 コ ー ド順 に分 類 し.品 目別 フ

　 ァ イル を作成 す る 。

(b)品 目別 斡旋 月報 作成(CTBO90)

　 　 分 類済 品 目別 フ ァ イル を読 み,同 一 の品 名 コー ドを持 つ デ ー タに つ

　 い て,件 数,総 重 量,運 賃 合 計 を加算 し,品 名 コ ー ドが 変 った 時点 で

　 方 面 別 斡 旋 月 報 に 出力 す る 。す べ て の 出 力が 終 った段 階 で.上 記3項

　 目の合 計 を求 め て 出力 す る 。

品 目 別 斡 旋 月 報(昭 和Z9年Z9月 分)

品 名 コード 品　　名 件　　数 総　 重　 量 運 賃 合 計

× × ××××××××

I

　 ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

I

ZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.1-21　 品 目 別 斡 旋 月 報

⑤ 運 賃 精算 表 作成

　 (a)分 類(CTBlOO)

　 　 　共 同輸 送 管 理 フ ァイ ル を読 み込 み.識 別 コー ドが4の デ ー タ(斡 旋

　 　 が 成立 して い る デ ー タ)を 抽 出 して,求 荷側 の協 同組 合 等 コ ー ド,求

　 　 車側 の 協 同組 合 等 コー ド順 に 分類 し受取 フ ァイル を作 成 す る。 また 同

　 　 様 に して,求 車側 の 協 同組 合 等 コ ー ド,求 荷側 の 協 同組 合 等 コ ー ド順

　 　 に 分 類 し支払 フ ァイ ル を作成 す る。
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受 取 ファ イル,支 払 フ ァイル の並 び は,し たが って 次 の よ うに な る。

求単側協同組合等コード

受取ファイル 支払 プアイル

1

A B B A

A B B A

A C B A

A D C A
A D C
A D D A

B C E A

B C C B

D B
・ .

1 1
求荷側協同組合等コー ド

(b) 協 同 組合 等別 運 賃 精 算 表 作成(CTBllO)

処理 手 順 は 次 の通 りで あ る。

　 受 取 フ ァ イルの 求 荷側 協 同組 合 等 コー ドと支 払 フ ァイル の 求 車側

協 同組 合 等 コー ドと を比 較 す る。

　 前 者 〉 後 者 の場 合 に は.支 払 フ ァイル の 求 車側 協 同組 合等 コ ー ド

を キ ー と して協 同 組 合等 別 運 賃 精 算 表 を作成 す る 。 この場 合 す べ て

支 払 金 額 で あ り・差 引金 額 は マ イ ナス と な る。 ま た,協 同 組合 等 別

運 賃精 算 表 の 出力 は.求 車側 協 同 組 合等 コー ドが 変 る まで,求 荷 側

協 同 組 合 等 単位 に行 う。

　 前 者 く 後者 の場 合 には,受 取 フ ァ イル の求 荷 側 協 同 組合 等 コ ー ド

をキ ー と して 協 同組 合 等 別運 賃 精 算表 を作 成 す る。 この場 合 す べ て

受 取 金 額 であ り,差 引 金額 は プ ラス とな る。 協 同組合 等 別 運賃 精 算

表 の 出 力 は ・求 荷 側 協 同組 合 等 コー ドが 変 る まで.求 車側 協 同組 合

等 単 位 に行 う。

　 前 者 一後 者 の 場 合 に は.受 取 フ ァイ ル と支 払 フ ァイル を交互 に 参

照 しなが ら,協 同組合 等別 運 賃 精 算 表 を作成 す る 。 つ ま り,CTB
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100で 示 した受 取 フ ァイ ル と支 払 フ ァイ ル の構 成 例 の 場 合 で考 え

てみ る と,受 取 フ ァ イルの 求 荷側 協 同組 合 等 コ ー ド(A)と 支 払 フ

ァイル の 求 車側 協 同 組合 等 コー ド(A)と は 等 しい。 次 に受 取 フ ァ

イル の 求 車側 協 同組 合等 コー ド(B)と 支 払 ファイ ル の求 荷 側 協 同

組 合 等 コ ー ド(B)と が 等 しいの で,Bの それぞ れの 金 額 をBが 変

る まで 累計 し,最 終 的 に受 取 と支 払 の差 額 を計算 して 出 力 す る。 こ

の作 業 は受 取 フ ァ イル 及び 支 払 フ ァイル の コー ド(例 の場 合 で はA)

が変 る ま で続 け られ る 。

　 す べ て の 出力 が 終 了 した段 階 で,受 取 金 額,支 払 金額,差 引 金 額

の合 計 を求 め て 出力 す る 。
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協 同 組 合 等 別 運 賃 精 算 表(昭 和Z9年Z9月 分)

昭和Z9年Z　 9月Z9日

　

　
●コート
協 同 組 合 等 名 〒

ド

協 同 組 合 等 名 受 取 金 額 支 払 金 額 差 引 金 額

× × ××××××××××××××× × × ××××X× ×××X××××× Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　　　　　　　　　　　 計 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.1-22　 協 同組 合 等 別 運 賃 精 算 表



(c)分 類(CTB120)

　　 受 取 フ ァイル を求 荷側 協 同組 合 等 コ ー ド.組 合 員 コー ド順 に分 類 し,

　 受取 フ ァ イル 皿を 作成 す る。 した が って.受 取 フ ァイル 皿の並 び は 次

　 の通 りで あ る。

受取 ファイル 皿

A　 　A1

A　 　A1

A　 　A1

A　 　A2

A　 　A2

A　 　A3

A　 　A4

B　 　B1

B　 　B2

巳=諜 ㌫.

(d)分 類(CTB130)

　　 支 払 フ ァ イル を求 車側 協 同組 合 等 コー ド,組 合 員 コ ー ド順 に分 類 し,

　 支 払 フ ァイ ル 皿を作成 す る。 支 払 フ ァ イルnの 並 びは 次 の通 りで あ る。

支払フ ァイル皿

A A1

A A2

A A2

A A2

A A4

B B2

B B3

L求
求

L櫛 組合員,一ド

　　　 求軍側協同組合等コード

(e)組 合 員 別 運 賃 精 算表 作成(CTB140)

　 　 処 理手 順 はCTB110と 同様 の方法 で行 い,お おむ ね 次 の 通 りで
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あ る。

　 受取 フ ァイル の 求 荷側 協 同組 合 等 コー ド及 び 組合 員 コ ー ドと.支 払

フ ァイル の求 車側 協 同 組 合等 コー ド及 び 組 合 員 コ ー ドとを比較 す る 。

　 前者 〉 後者 の場 合 に は,受 取 フ ァイ ルの 求 荷側 協 同組 合 等 コー ド及

び 組合 員 コ ー ドを キ ー と して組 合 員 別 運 賃精 算表 を 作成 す る 。 キ ーが

変 る ま で金 額 を加 算 して 出 力す る 。 この場 合 す べ て受 取 金額 であ る。

　 前者 く 後 者 の 場合 に は.支 払 フ ァイル の求 軍側 協 同組 合等 コー ド及

び組 合 員 コ ー ドを キ ー と して組 合 員 別 運 賃精 算 表 を 作成 す る 。 キ ーが

変 るま で金 額 を加算 して 出 力す る。 この場 合 すべ て支 払 金額 で あ る。

　 前 者=後 者 の場合 に は,キ ーが 変 る まで双 方 の金 額 を加算 して い き,

受 取 フ ァイ ルの 場合 は 受取 金 額 へ,支 払 フ ァイ ル の場合 は 支払 金 額 へ

移 送 し,最 後 に受取 金額 と支 払 金 額 との差 額 を求 めて 差 引 金額 へ 移 送

して,組 合 員 別 運 賃 精 算表 を 出 力す る。

　 す べ て の 出 力が 終 った段 階 で.受 取 金額,支 払 金 額,差 引金 額 の 合

計 を求 め て 出力 す る。

　 なお,協 同組 合等 名及 び 組 合 員 名 は,参 加 事 業 体 マス タ ー よ り検 索

す る。
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一
組 合 員 別 運 賃 精 算 表(昭 和Z9年Z9月 分)

ー

oo
－

一

昭和Z9年Z　 9月Z9日

〒
ド

協 同 組 合 等 名 ↑
ド

組　 合　 員　 名 受 取 金 額

1

支 払 金 額 差 引 金 額

× × ××××××××××××××× × × ××××〉◇く××X× ××××× ZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

合　　　　　　　　　　　　　計 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.1-23　 組 合 員 別 運 賃 精 算 表

　 A



⑥ 　 照会 日報 作成

　 (a)分 類(CTB150)

　 　 　 照会 フ ァイル を協 同組 合 等 コー ド順 に分 類 し,照 会 日報 フ ァ イル を

　 　 作 成 す る 。

　 (b)　照 会 日報 作成(CTBl60)

　 　 　照 会 日報 フ ァイル より照 会 日報 を作 成 す る と共 に,照 会 管 理 フ ァ イ

　 　 ル の 更新 を行 う。 更新 は協 同組 合 等 コー ド,日 付 をキ ー と して行 う。

　 　 協 同組 合 等 名 は 参加 事 業体 マス タ ー を参 照 して移 送 す る。

照 会 日 報(昭 和Z9年Z9月Z9日)

協 同組合

等コー ド
協 同 組 合 等 名

照　 会　　件　　数

斡 旋 状 況 輸 送 状 況

× × ××××××××××××××× ZZ9 ZZ9

合　　　　　　　　計 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9

　 　 　 　 　 　 　 　図3.　1-24照 会 日 報

⑦ 　照 会 月 報 作成

　 (a)照 会 月 報 作成(CTBl70)

　 　 　 照 会 管 理 フ ァ イル より照 会 月報 を作成 す る。

協
同
組
合
等
コ

ー

ド

日

付

照　会　内　容

斡旋状況 輸送状況

件

数

件

数

図3.1-25　 照 会 管 理 フ ァ イ ル
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照 会 月 報(昭 和Z9年Z9月 分)

昭和Z9年Z9月Z9日

協同組合

等 コー ド
協 同 組 合 等 名 日　　付

照　 会　　件　　数

斡　旋　状　況 輸　送　状　況

× × ××××××××××××××× Z9/Z9 ZZ9 ZZ9

合　　　　　 計 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

図3.1-26照 会 月 報
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3.2　 協 同 組 合 等 及 び 組 合 員 の 各 種 業 務

　当 システ ムでは,協 同組合等 の コン ピュータを用 いて,協 同組合等 及び組合

員の各種業務 を処理す る形態 を採 ってい る。協同組合等処理は,売 上 管理処理,

経営管理処理か ら,組 合員業務処理は.売 上 管理処理,運 行管理処 理,経 営管

理処理か らそれぞれ構成 され てい る。

協 同 組 合等 及 び組 合 員 の各種 業 務 処理

/
協同組合等業務処理 組合員業務 処 理

売　　　　　経 売　　運 経
上 営 上 行 営
管 管 管 管 管
理 理 理 理 理
処 処 処 処 処

巴 ④ ∀ & 巴
図3.2-1　 協 同組合等 及び組合員の各種業 務

　　　　　　 処理概要図

　 協 同組 合 等 及 び 組合 員 の 各種 業 務処 理 は61本 の プ ロ グ ラム よ り構 成 されて

い る。 協 同組 合等 業 務 処 理 は28本 であ り,内 売上 管 理 処 理 が26本,経 営 管

理 処理 が2本 で あ る 。 組合 員 業 務 処 理 に は33本 の プ ログ ラムが あ り,内 売 上

管理 が19本,運 行 管 理 処 理 が8本,経 営 管理 処理 が6本 で あ る。

　 プ ログ ラ ム体系 を示 す と次 の 通 りで あ る。
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CST120

CST130

(入 力データチェック)

(売 上日報作成)

(売 上ファイル集積)

(請 求明細書作成)

(高 速ファイル作成)

(高速明細書作成)

(高 速請求書作成)

(貸 付ファイル作成)

(分　　　類)

(返済状況一覧表作成)

(相 殺ファイル作成)

(分 　　　類)

(相 殺明細書作成)
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入　金　処　理

CST140

CST150

CST160

±

入金状況一覧表作成

CST170

品 名 マス ター登録

CST180

CST190

CST200

プ レ ー トマ ス タ ー登 録

CST210

CST220

CST230

組 合員 マスター登録

CST240

CST250

CST260

(入 金 ファイル作成)

(分 　 　　類)

(入 金 日報作成)

(入 金 状況一覧表作成)

(品 名 マス ターフ ァイル1作 成)

(分 　 　 　類)

(品 名 マスター更新)

(プ レー トマス ターフ ァイル1作 成)

(分 　 　 　類)

(プ レー トマスター更新)

(組 合員 マス ターフ ァイル1作 成)

(分 　 　 　類)

(組 合員マスター更新)

経営管理処理
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月間組合利用状況一覧表作成

CST270　 (月 間

年間組合利用状況一覧表作成

CST280　 (年 間

(月 間組合利用状況一覧表作成)

(年 間組合利用状況一覧表作成)

組合員業務処理

売上管理処理

売上 日報作成

CPTO10

CPTO20

請求明細書作成

CPTO30

CPTO40

請求合計書作成

CPTO50

入金日報作成

CPTO60

CPTO70

.CPTO80

(分 　　　類)

(売 上日報作成)

(分 　　　類)

(請求明細書作成)

(請求合計書作成)

(入 金データ作成)

(分　　　類)

(入 金日報作成)
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入金状況一覧表作成

CPTO90

荷主別売上実績表作成

CPT100

CPTllO

車両別売上実績表作成

CPT120

CPT130

荷 主 マス ター登録

CPT140

CPT150

CPT160

車 両 マス ター登録

CPT・7・1

CPT180

CPT190

(入 金 状況一覧表作成)

(分 　 　　類)

(荷 主 別売上実績表作成)

(分 　 　　類)

(車 両別売上実績表作成)

(荷 主 マスターフ ァイル1作 成)

(分 　 　　類)

(荷 主 マス ター更新)

(車 両 マス ターファイル1作 成)

(分 　 　 　類)

(車 両 マス ター更新)

運行管理処理

輸送区間別輸送実績表作成

CPT200

CPT210

　 　-88一

(分 　　　類)

(輸 送区間別輸送実績表作成)



車両別輸送実績表作成

CPT240 (

(CPT250

運転者別輸送実績表作成

CPT260 (

(CPT270

経営管理処理

年間売上推移表作成

CPT280

荷主別売上推移表作成

CPT290

車種別営業実績表作成

CPT300

CPT310

運 転 日報 フ ァイル更新

CPT320

CPT330

(分 　　　類)

(車 両別輸送実績表作成)

(分 　　　類)

(運 転者別輸送実績表作成)

(年 間売上推移表作成)

(荷 主別売上推移表作成)

(分 　　　類)

(車 種別営業実績表作成)

(分 　　　類)

(運 転 日報ファイル更新)

3.2.1　 協同組合等業務処理

　　協 同組合等業 務処理に は,売 上 管理 と経営管理処理 とがあ る。売上 管理処

　理は,共 同購 入等事業の売上に関する各種情報 を的確 に管理す ることに より,

各種 管理 資料 ・請求書等 を作成 する とともに,売 掛金の管理 も同時に行 う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -89一



売上管理処理の入 出力概要図 は次の通 りである。

員

一
驚
名

'

品

題

ト

=

売 上 日報

供 同購入)

高速道路通

行明細書

貸付金返済

状況一覧表

高速道路通行
利用⊇ 書

高速道路利用ファイル

請求明細書

供 同購入)

入 金 状 況
一覧表

図3.2-2　 売上 管理 処理 入 出 力概 要 図

　経営管理処理 は,売 上管理処理で整備 ・蓄積 されたデ ータを加工 して,協

同組合等の経 営管理に有効 な管理資料 を作成する。作成す る帳票 は,月 間組

合利用状況一覧表,年 間組合利用状 況一覧表 の2表 であ り,協 同組合等 の各

種 事業 が組合員 に どの ように利 用されたか を把握する 目的に使用 され る。

　経 営管理処理 の入 出力概要 図を以下 に示す。
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売上管理 ファイル

売上マスター

年間組合利用

状況一覧表

図3.2-3　 経 営 管理 処 理 入 出力概 要 図
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(1)売 上 管 理 処 理

① シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

売上 ファイル

　 (OLD)

売 上 伝 票

売 上 情 報

売上 日報作成

　 売上ファイル

　 　 (NEW)

…回 綱 報

3
し

組合員

マスター

売上マカL
　(OLD)

'売上
マス'

　 (NEW)

請 求 明 細書
　作　　成

請 求 明細 書
(共同購入)

一92一

処理 サイクル

日

締

次

日

説 明

売上日報(共同購入)

　作成

　売上伝票を基に入力

される売上情報から,

売上日報(共 同購入)

を作成するとともに,

売上ファイルの更新 を

行 う。

請求明細書(共 同購

　入)作 成

　最新の売上ファイル

より組合員毎の請求明

細書(共 同購入)を 作

成する とともに,売 上
マスターの更新処理 を

行 う。



1

シ ス　テ　ム　 ・　 フ　ロ　ー　チ　ャ　 ー　ト 処理 サイクル 説　　　　明

売上 マスター

　(OLD)

高　速
道　路
プアイル

プ アイル変換

　高速 道路利用 ファイル

締　　　日

高速料金請求処理

・x工■
　高速道路公 団よ り借

り受けた高速道路フ ァ

イル をフロッピー ・デ

ィスクに変換 し,高 速

道路通行明細書,高 速

道路通行利用料金請求

書 を作成す る。 また同

時 に売上マスターの更

新処理 を行 う。

○

高速料金請求
　処　　理

　　　　フレート

組合員　畝 ター

マスター　)/

売上マカー
　(NEW)

高速道路通行

高速道路通行
明 細 書

帰 料金請求書

口
口上マスター

　 OLD)

売上 マスター

　(NEW)

貸 付 情 報

貸 付 処 理

貸 付 金 返済
状況一覧表

組合員 随

貸付処理

　　 貸付票か ら入力され

　 る貸付情報を基 にして

時 貸付金返済状況一覧表

　 を作成するとともに,

　 売上マスターの更新を

　 行 う。

一93一



シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

売上マスター

　 (OLD)

相　 殺　 票

売上 マスクー

　(NEW)

相 殺 情 報

相 殺 処 理

相 殺 明細 書

組合員

売上マ炉 一

　 〇LD)

入 金 伝 票

1売上 マスター

　 (NEW)

入 金 情 報

入 金 処 理

一94一

処理づイクル

縞

目

日

次

説 明

　相殺処理

　相殺票を基 に入力さ

れる相殺情報から相殺

明細書を作成するとと

もに,売 上マスターの

更新処理を行 う。

　入金処理

　入金伝票か ら入力さ

れる入金情報を基にし

て入金日報を作成する

とともに売上マスター

の更新 を行 う。



シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

売上マ培 一

入金状況一覧
表作成

入金状況一覧表

一夕スマ
票
名
録
品
登

品名マス ター

登録情報

品名マスター

登録

一95一

処理洲クル

随 時

発 生 時

説 明

入金状況一 一表作成

　 コンソールか らの作

成指示情報及び売上 マ

スターか ら入金状況一

覧表 を作成 する。

品名マス ター登録

　品名 マス ター登録票

を基 に入力され る品名

マスター登録情 報によ

り,品 名マスターの更

新処理 を行 うとともに

プル ーフ リス トを作

する。

{



シ　ス　テ　ム　 ・　 フ　ロ　ー　チ　ャ　 ー　 ト 処理 サイクル 説　　　　明

発　生　時

発　生　時

プ レー トマス ター登 録

　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 ;
4

フレートマスター

登　録　票

ソ ー
プレートマスター

登 録 情 報

　 プレー トマスター登

録票 より入 力されるプ

レー トマスター登録情

報 を基に して,プ レー

トマスターの更新処理

を行 うとともに,プ ル
ーフ リス トを作成する

。

　 組合員マスター登録

プレートマスク』

登 　　録

　　　　○
　 　 　 　 フレート■r　　　　　　　一口

　 　 　 　 マス ター

　 　 　 　 一

プルーフ リ フ ト

組合員マスター
登　録　票

　 　i

　 　…

組合 員マスター

登 録 情 報

　　　　一　　　　一

　　　　 組合員
鴎■目　　　　　　　　ヨ■ロ

　 　 　 　 マスター

組合員 マスター登録

票 を基 に入力され る組

合員 マス ター登録情報

により,組 合員 マスタ

ーの更新処理 を行 うと

と もに,プ ルーフ リス

トを作成 する。

組合員マスター

登　　録

一
フフレープ リス ト
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② ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

(a)　 売上 日報 作成

処 　 　理 　 　の　 　 流　 　れ

組合員

マスター

売上 日報

供 同購入)

売 上 情 報

タ

ク

ー

ソ

デ

、

カ

ェ

入

チ

冗 　上

テ「aヂ　1

売 上 日 報

　作 成

冗　上

ヂ タn

売上ファイル

(OLD)

売上 ファイル

集 積

　 名

マスター

売上ファイル

(NEW)

プログ ラムNa

CSTO10

CSTO20

CSTO30

処 理 サイクレ

日

日

日

次

次

次

処 理 概 要

　入 力された売上情報

のデータチェ ックを行

い,エ ラーのある場合

はエラー リス トを作成

す る。

　チ ェック済 の売上情

報 を組合員 コー ド,年

月日,品 名 コー ド順に

分類 し,売 上 日報(共

同購入)を 作成す る。

上記分類済売上情報

を基にして,売 上ファ

イルの更新処理を行 う。
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(b)請 求明細書 作成

処　　 理 の 流 れ

売上マスター

(OLD)

売 上マスター

(NEW)

請求明細書

(共同購入)作成

請求明細書

(共同購入)

組合員

マスター

プログ ラムNa

CSTO40

処理 サイクレ

縞 目

処 理 概 要

　売上 フ ァイルを入力

し,請 求 明細書を作成

する とともに売上マス

ターフ ァイル の共同購'

入請求額 を更新す る。

一98一



(c)高 速料金請求処 理

処 理 の 流 れ

請 求 年 月

高速道路利用 ファイル

売上マスター

(OLD)

売上 マスづ一

(NEW)

高速ファイル

　作　　成

筒　　速

ファイル1

高 速 明 細 書

　作　　成

局　　速

ファイル皿

高速請求書
　作　　成

高速道 路 通行

利用料金請求書

フレート

マスター

組合員

マスター

高速 道 路

通行明細書

組合員

マ ター

プログラムNa

CSTO50

CSTO60

CSTO70

処理 サイクル

緒

締

縞

目

日

日

処 理 概 要

　高速道路利用フ ァイ

ルを読み,デ ータチ ェ

ック を行 い,エ ラーデ
ータはエ ラー リス トに

出力す る。

　エラーのないデータ

はプ レー トマス ターフ

ァイル よ り組合員コー

ドを付加 して高速 フ ァ

イル1を 作成す る。

　高速 ファイル1を 組

合員 コー ド,路 線区分

コー ド,日 付,プ レー

トNaで 分類 し,高 速道

路通行明細書 を作成 す

るとともに,路 線別 の

合計 を計算 して,高 速

フ ァイル 皿を作成す る。

　組合員別に高速道路

通行利用料金請求書を

作成するとともに,売

上マスターファイルの

高速料金請求額を更新

する。
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(d)貸 付 処 理

処　 　理 　　 の 流

売上マスター

(OLD)

売 上マスづ一

(NEW)

貸 付 情 報

貸付ファイル

　作　　成

貸 　 　付

ファイル1

貸 　 　付

ファイルH

返 済 状 況
一 覧 表 作 成

貸 付 金返 済

状況一覧表

れ プ ログ ラムNa

CSTO80

CSTO90

CST100

処理朔 クル

発 生 時

発　生 時

発　生 時

処 理 概 要

　 コンソールよ り入力

された貸付情報 のデ ー

タチ ェック を行 い,エ

ラーデータはエラー リ

ス トに出力する。エ ラ

ーのないデータは貸付

ファイル1に 出力す る。

　貸付フ ァイル1を 組

合員 コー ド順 に分類 し,

貸 付 ファイル 皿を作成

する。

　貸付 ファイル 丑を基

に して,貸 付金返済状

況一覧表を作成 すると

ともに売上 マス ターの

貸付金額を更新す る。
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(e)相 殺 処 理

処　　 理　　　の　　 流　　　れ プログ ラムNα 処理祈 クル 処 理 概 要

相 殺 情 報

CST110 締　　　日

入力された相殺情報

のデータチ ェックを行

い,エ ラーのある場合

はエラー リス トを作成

相殺ファイル

作　　成

/

エラー リス ト

相　 　殺

ファイル1

し,エ ラーのない場合

は相殺 ファイル1を 作

成する。

分

'

l

l

l

ー

ー

1

一

類

売上マスター

(OLD)

○
相 　 　殺

ファイル皿

組合員

マスター

相 殺 明細書

　作 　　成

CST120締

↓

相 殺 明 細書

CST130締

　 　 相殺 ファイル1を 組

　 合員 コー ド順に分類 し,

日 相殺 ファイルllを 作成

　 する。

○

　 　 相殺 ファイルHと 組

　 合員マスター並び に売

　 上 マスター とか ら.稲

臼 殺 明細書 を作成す る と

　 ともに,売 上 マス ター

　 の当月請求額 の更新等

　 を行 う。

売上マスター

(NEW)
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(f)入 金 処 理

処　　理 の 流 れ

売上マスター

(OLD)

売 上マスター

(NEW)

入 金 情 報

入金ファイル

　作 　　成

人 　 　金

ファイル1

入 　 　金

ファイル1

類

入金日報作成

組合員

マスター

プログ ラムNa

CST140

CST150

CST160

処理朔 クル

日

日

日

次

次

.

次

処 理 概 要

入金情報のデータチ

ェックを行い,入 金 フ

ァイル1を 作成 する。

　入金 ファイル1を 組

合員 コー ド順 に分類 し,

入金 フ ァイル皿を作 成

す る。

　売上マス ターよ り当

月請求額 を抽出 し,入

金 フ ァイル 皿の入金額

と共 に残高 を計算 し,

入 金 日報 を作成す る。

また売上マス ターの入

金額,残 高 を更新する。
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(g)入 金 状 況一 覧 表 作 成

処 　 　理 　 　の 　 　流 　 　 れ

売上マスター

入金状況一覧

表作成

入 金 状 況
一覧表

組合員

マスター

フ'ログラムNa

CST170

処理祈 クル

随 時

処 理 概 要

　 コンソールか らの指

示 に より売上マスター,

組 合員 マスターを参照

して入金状況一覧表 を

作成す る。
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(h)　品 名 マ ス タ ー登 録

処 　 　理 　 　の 　 　流 れ

L_______

品 名 マスター

登 録 情 報

品名 マス ター

ファイル1作 成

品 名

マスター

ファイル1

　 名
マスター

ファイノ唖

品名 マス ター

　更 　 新

プログ ラムNa

CST180

CST190

CST200

処理祈 クル

発 生 時

発 生 時

発 生 時

処 理 概 要

対話形式 で品名マス

ター登録 ・更新データ

を入力 し,品 名マス タ
ーフ ァイル1を 作成す

る。

　 品名マス ターファイ

ル1を 品名 コー ド順 に

分類 し,品 名マス ター

フ ァイル 皿を作成する。

　品名マスター ファイ

ル 皿を基に して,品 名

マスターの登録 ・更新

処理 を行 い,結 果 をプ

ルーフ リス トに出力す

る。
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(i)　 プ レ ー トマ ス タ ー登 録

処 理 の 流 れ

プレートマスター

登 録 情 報

フレ ー トマスター

ファイル1作 成

プ レ ー ト

マ ス タ ー

ファイル1

プ レ ー ト

マ ス タ ー

フ ァイル 豆

類

プレートマスター

　更 　 　新

フツレープリス ト

フbグ ラムNα

CST210

CST220

CST230

処理 サイクル

発　生 時

発　生 時

発　生 時

処 理 概 要

　対話 形式 でプレー ト

マス ター登録情報 を入

力 し,プ レー トマス タ
ー フ ァイル1を 作成す

る。

　 プ レ ー トマ ス タ ー フ

ァ イ ル1を プ レ ー トNa

順 に分 類 し,プ レ ー ト

マ ス タ ー フ ァイ ル 江 を

作 成 す る 。

　 プ レー トマス ターフ

ァイル 皿を基 に してプ

レー トマス ターの登録・

更新処理 を行い,結 果

をプル ーフ リス トに出

力する。
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(j)組 合 員 マ ス タ ー登 録

処 　 　理 　 　の 　 　流 　 　れ

組合員マスター

登 録 情 報

組合員マスター

ファイル1作 成

組 合 員
マス ター

ファイル1

組 合 員
マス ター

ファイル兀

組合員マスづ一

　更 　 新

組 合 員

マス ター

プログ ラムNa

CST240

CST250

CST260

処理 サイクレ

発 生 特

発 生 時

発 生 時

処 理 概 要

対話形式で組合員マ

ス ター登録情報 を入力

し,組 合員マスターフ

ァイル1を 作成 する。

組合員 マス ターファ

イル1を 組合員 コー ド,

荷 主 コー ド順 に分類 し,

組 合員マス ターフ ァイ

ルIIを 作成す る。

組合員 マス ターファ

イル 皿を入力 し,組 合

員マス ターの登録 ・更

新処理を行 い,結 果 を

プルーフリス トに出力

する。
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③ プ ログ ラ ム概 要 説 明

　 (a)売 上 日報(共 同購 入)作 成

　 　 。　 入 力 デ ー タチ ェ ック(CSTO10)

　 　 　 　 売上 伝 票 を基 に して,コ ン ソール タ イ プ ライ ター装 置 よ り入 力 さ

　 　 　れ た共 同購 入 に 関 す る 売上 情 報 の デ ー タ チ ェ ック を行 う。

　 　 　 　 チ ェ ック 方法 は デ ー タの タイ プ,桁 数 であ るが,組 合 員 コー ド,

　 　 　品 名 コー ドに つ い ては,各 々組 合員 マ ス タ ー,品 名 マ ス タ ー との 照

　 　 　合 も行 う。 これ らの チ ェ ック に よ リエ ラーが 検 出 され た場 合 は 速 や

　 　 　か に コ ン ソー ル に表 示 して,正 しい デ ー タの入 力 を促 す 。

　 　 　 　組 合 員 マス ター を参 照 した 際 に は組 合 員 名 を,ま た 品 名 マス ター

　 　 　 を参 照 した 際 に は品 名,原 単 価,単 価 をそ れぞ れ 付 加 して,売 上 デ

　 　 　 一 夕1を 作 成 す る。

売　上　 伝　票

組合 員コード 組　合　員　名 支払方法

L即 　 2樹

間
昭和口 年[コ月白 日

品名 コ ー ド 品　　　　　名 単　　価 数　量 金　　　額

合　　　　　　　　　　　計

図3.2-4売 上 伝 票

品 品 原 単

名

コ 単

1

ド 名 価 価

図3.2-5 品 名 マ ス タ ー

　 　 　 　 図3.2-6

組 荷 組 郵 住 担 電 締 登

合

員

主
倉

2 便 当 話 録

コ
( 年

コ 荷 番 者 番

1
1 主 月

ド ド
色 号 所 名 号 日 日

組 合員 マス ター(荷 主 マス ター)
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。　 売上 日報(共 同購 入)作 成(CSTO20)

　 デ ー タ チ ェ ック済 の売 上 デ ー タ1フ ァ イル を組 合 員 コー ド,年 月

　日,品 名 コ ー ド順 に分 類 す る 。

　 分 類 済 売上 デ ー タを基 に して次 の各 計 算 を行 い,売 上 日報(共 同

購入)を 作成 す る 。

　 　 　 売 上 一 単 価 × 数 量

　 　 　 原 価 一 原 単価 × 数 量

　 　 　 粗 利益 一 売 　 上 一 原 　 価

　 次 に 売上 デ ー タ1に 売上 情 報 を付加 して売 上 デ ー タ 皿を 作成 す る。

売　 上　 日　 報

(共 同 購 入)
昭和Z9年Z9月 　 　 ZZ9ベ ージ

品名}ド 品　　 名 数　量 売　　　　 上 原　　　　 価 粗　　利　　益

××× ×××××××××× ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　計 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.2-7　 売 上 日報(共 同購 入)

。　 売 上 フ ァ イル集 積(CSTO30)

　 売 上 デ ー タllフ ァ イル を入 力 し,組 合 員 コー ド.年 月 日,品 名 コ

　ー ドに よ り売上 フ ァ イル との 併 合 処理 を行 う。 売 上 フ ァ イル は 組合

員 別 に フ ァイ ル され て い る。
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組 年 品 品 数 単 売 支

合
口

名
払

貝
月 コ

コ

方
| |

ド 日 ド 名 量 価 上 法

図3.　 2-8　 売 上 フ ァ イ ル

(b)請 求 明 細 書(共 同購 入)作 成

　 。　 請 求 明細 書(共 同購入)作 成(CSTO40)

　 　 　 売 上 フ ァイル を読 み,支 払 方 法 が 即 金 の場 合 は 読 み飛 ば し,即 金

　 　 以 外 の デ ー タを対 象 と して 請 求 明 細 書(共 同購 入)を 作成 す る。 こ

　 　 の請 求 明 細書 を 作成 す る際,組 合 員 コー ドに よって 組合 員 マス タ ー・

　 　 フ ァ イル か ら組 合 員 名 を付 加す る。

請　求　 明　 細　書

(共 同 購 入) 昭和Z9年Z9月Z9日

××××××××××××××× 様

日　付 品名}ド 品　　　　名 数　量 単　　　　　価 金　　　　　額

Z9.Z9 ××× ××××××X× 〉◇く ZZ　9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9

合　　　　　計 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ　 9

図3.2-9　 請 求 明細 書(共 同購 入)
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　 　 次 に売上 マ ス ター ・フ ァ イル の該 当 す る組 合員 の 共 同購 入 請 求額 欄

　 に,計 算 した合 計 金 額 を 移送 す る。

(c)高 速道 路 料 金 請 求 処 理

　 。　 高速 フ ァイル 作成(CSTO50)

　 　 　 高 速 道路 公 団(実 際 に は(財)道 路 厚生 会)よ り借 受 け た 高速 道路

　 　 利用 フ ァ イル(現 状 で は磁 気 テ ープ しか借 受 で き ない の で,前 処 理

　 　 と して磁 気 テ ープ を フ ロ ッ ピ ー ・デ ィス クに 変換 す る 必要 が あ る)

　 　 を読み.デ ー タの 項 目チ ェ ック及 び プ レー ト ・マス タ ー フ ァ イル と

　 　 の 照合 チ ェ ック を行 う。 も しこの 段階 に おい て エ ラーデ ー タが 発生

　 　 した場 合 は,エ ラ ーデ ー タ及 び エ ラーの 内容 を エ ラー リス トに表 示

　 　 す る。

　 　 　 エ ラ ーの あ っ た デ ー タは修 正 を行 って再度 入 力す る。

　 　 　 エ ラ ーの ない デ ー タは プ レー ト肱 を キ ー と して プ レー ト ・マ ス タ

　 　 ー フ ァ イル を読 み,組 合員 コー ドを付加 して 高速 ファ イル1を 作成

　 　 す る。

組 路 日 プ 車 金

合
口

線

区
レ

貝 分 |
コ
　

ー

　ド

コ

1

ド 付

ト

Nα 種 額

図3.2-10　 高 速 フ ァ イル1

路 線 区 分 コ ー ドは2桁 で あ り,次 の よ うに分 類 され て い る。
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表3.2-1　 路 線 区 分 コ ー ド

路 線 区 分 コ ー ド 路 名

01 東 名 ● 名 神

02 中 央

03 新 空 港

04 東 名 阪

05 東 北

06 北 陸

07 関 越

08 中 国

09 関 門 地 区

10 九 州

　 なお,高 速 道路 公 団 か ら磁 気 テ ー プの借 受 が 諸 事 情 に より困 難 な場

合 には,高 速 道路 公 団 よ り送 付 され て くる別 納 明細 書 を基 に して フ ロ

ッ ピー ・デ ィス クに 変 換 す る必要 が あ る。

別 　 納 　 明　 細　 書

Na 昭和 　 年 　 月分 頁

日 車　種 通 行 区 間 金　額 備　考 日 車　種 通行 区 間 金　額 備　考

高速道路公団

図3.2-11　 別 納 明 細 書
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。　 高速 明 細書 作成(CSTO60)

　 高速 フ ァイ ル1を 組 合 員 コ ー ド,路 線 区分 コー ド,日 付,プ レ ー

　 ト翫 で分 類 す る 。

　 　この 分 類済 高 速 ファ イル1と 組 合員 マス タ ー とを組 合 員 コ ー ドを

　キー と して 照合 し,組 合 員 マ ス ター か ら組 合 員名 を付 加 し,組 合 員

別 ・路 線 別 の高 速 道路 通行 明細 書 を作成 す る 。路 線 名 は プ ログ ラ ム

　内 に 持 って い る 路 線 区分 コー ド表 を路線 区分 コー ドに よ り参 照 して

抽 出 す る。

高 速 道 路 通 行 明細 書

ZZ9ペ ー ジ

組合員名

路 線 名

×××X× ××××XX× ×××

XX×X× ×XX×XX×X× × 昭和Z9年Z　 9月

目　　付 フレートNα 車種 通 行 区 間 金　　　　　額 備　　　　　考

Z9.Z9 ××× × × ×一 ×× ZZZ,ZZ　 9

路 線 合 計 ZZ,ZZZ,ZZ9

組合員合計 ZZZ,ZZZ,ZZ　 9

　図3.2-12　 高速 道 路 通 行 明 細 書

　高 速 道 路 通 行 明 細 書 を作成 す る際 に計 算 す る路 線 別 の合 計 を蓄 積

して お き,組 合 員 コ ー ドが 変 った時 点 で高 速 フ ァ イルnを 作成 す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -112一



組 東 中 新 東 東 北 関 中 関 九

合

員

名
・通

名

通 空通 名通 通 通 通 通
門

地通
通

コ
神行 央行 港行 阪行 北行 陸行 越行 国行 区行 州行

| 料 料 料 料 料 料 料 料 料 料

ド 金 金 金 金 金 金 金 金 金 金

皿ノレ

 

イ
アフ速高図3.2-13

。　 高 速 請 求 書 作 成(CSTO70)

　　高 速 フ ァイル 皿を読 み,高 速 道路 通 行 利 用 料金 請 求書 を作成 す る。

組 合 員 に対 して 利 用額 に応 じた 割 引 を行 って い る場 合 に は,プ ログ

　ラ ム 内に 持 って い る割 引率 に よって割 引額,差 引額 を計 算 して,高

速 道 路 通 行 利 用 料 金請 求書 を作 成 す る 。

　　また 組 合 員 コ ー ドをキ ー と して売 上 マ ス タ ー を読 み,計 算 した差

引 支 給 額 を売 上 マス ター(NEW)の 高 速 料 金請 求 額 欄 に移 送 す る。
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高 速 道 路 通 行 利 用 料 金請 求 書

㍗

〒 ×××一×××

住 所 　 ××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××X×X

××××××××××××××× 様

組 合 員 コ ー ド=× ××

組 　 合 　 名

昭和Z9年Z9月 分

路　線　名 通　行　料　金

東 名 ・ 名 神 Z,ZZZ,ZZ9

中　　　　　央 Z,ZZZ,ZZ9

新　　空　　港 Z,ZZZ,ZZ9

東　　名　　阪 Z,ZZZ,ZZ9

東　　　　　北 Z,ZZZ,ZZ9

北　　　　　陸 Z,ZZZ,ZZ9

関　　　　　越 Z,ZZZ,ZZ9

中　　　　　国 Z,ZZZ,ZZ9

関　門　地　区 Z,ZZZ,ZZ9

九　　　　　州 Z,ZZZ,ZZ9

合　　　　　計 ZZ,ZZZ,ZZ9

割　　引　　額 ZZ,ZZZ,ZZ9

差 引 支 給 額 ZZ,ZZZ,ZZ9

割 引Pt　==Z9.9%

図3.2-14　 高速 道路 通 行 利 用 料金 請 求書

(d)貸 付処 理

　 。　 貸 付 フ ァ イル 作成(CSTO80)

　 　 コ ン ソ ール タ イ プ ライ タ ー装 置 よ り貸付 票 を基 に入 力 さ れた 貸 付

　 情報 に 関 して デ ー タチ ェ ック を行 い.エ ラー の あ る場 合 は そ の都 度

　 　 メ ッセ ー ジ を表 示 し,正 しいデ ー タの 入 力 を促 す 。 エ ラーの ない デ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー114一



一 夕 は 貸 付 フ ァ イ ル1に 出 力 す る
。

貸 付 票

組合員コ→' 組　　合　　員　　名 返 済 方 法

4
据置 期 間 返 済 期 間 返 済 間 隔 返済 回数1

1

貸　付　金　額 初回分返済 金 額 2回 以降返済金額

伝票Na

1　 一括返済

2　 分割返済

貸 付 年 月

昭和　　年　　月

図3.2-15貸 付 票

　 　入 力 す る貸 付 情 報 は 貸 付 票 の 太線 枠 で 囲 んだ10項 目で あ る。 つ

　ま り.組 合 員 コ ー ド.返 済 方 法,据 置期 間,返 済 期 間,返 済 間 隔,

返 済 回数 ・貸 付 年 月,貸 付 金 額.初 回分 返 済 金額,2回 以 降返 済金

額 であ る。

。　 分 類(CSTO90)

　 貸 付 フ ァイル1を 組合 員 コ ー ド順 に分 類 し,貸 付 フ ァ イルllを 作

成 す る。

。　 返済 状 況一 覧 表 作成(CST100)

　 貸 付 フ ァ イルllと 売 上 マ ス ター ・フ ァイル とを入 力 し,最 新 の 貸

付金 返済 状況 を表 わ した 貸 付 金返 済 状 況 一覧 表 を 作成 す る。

　 返済 され て い る場 合 に は.返 済 状 況欄 に返 済 され て い る 旨の表 示

を行 う。返 済 され てい るか ど うかの 判定 は,当 月 につ い て は貸 付 フ

　ァ イルllの 情報 を参 照 し.当 月以 外 につ い て は 売上 マ ス タ ー ・ファ

イル の返 済 コ ー ド(1が 返 済 され て い る場 合 で あ る)を 参 照 す る。

　 貸 付金 返済 状 況 一 覧 表 を 作成 す る 際.同 時 に売 上 マス ター ・フ ァ

イ ルの 更新 処 理 を行 う。貸 付 ファイル 皿の 貸 付年 月.貸 付 金 額 を売
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　 　上 マス タ ー ・フ ァイル の貸 付 年 月欄,貸 付 金額 欄 に入 れ るわ け で あ

　 　 るが.返 済 方 法 が一 括 か分 割 か に よって次 の よ うな処 理 を行 う。

　 　 ☆　 一 括 返 済

　 　 　 　貸 付 年 月 と据 置期 間 とか ら返 済 日 を計 算 し,売 上 マス タ ー ・フ

　 　 　 ァイ ル の返 済 月 の返 済 金 額 欄 に 初 回分 返 済 金 額 を移送 す る 。

　 　 ☆　 分割 返 済

　 　 　 　 貸付 年 月 と据 置期 間 とか ら最 初 の返 済 月 を計 算 し,初 回分 返 済

　 　 　金 額 を売上 マ ス タ ー ・フ ァイル の該 当 す る月の 返 済 金額 欄 に 移 送

　 　 　 す る 。 最 初 の返 済 月 と返 済 期 間 とか ら次 の 返済 月 を計 算 し,2回

　 　 　 以 降 の 返 済 金額 を売 上 マス タ ー ・フ ァイ ルの 該 当す る月 の 返 済 金

　 　 　 金 欄 に移 送 す る 。

　 　 　 　 売 上 マス タ ー ・フ ァイ ル の返 済 金額 欄 に移 送 す る 毎に 返 済 回数

　 　 　 を 減 ら し,返 済 回数 が0に な った ら処 理 を終 え る。

(e)　 相 殺処 理

　 ・　 相殺 フ ァイ ル(CST110)

　 　 　 相 殺 票 を基 に 入 力 された 相 殺 情 報 に 関 して デ ータ チ ェック を行 う。

　 　 チ ェッ ク内 容 は デ ー タの タイ プ,桁 数 で あ る。 も し誤 った デ ー タが

　 　 発 生 した 場 合 は そ の都度 メ ッセ ー ジ を コン ソ ール に表 示 し,正 しい

　 　 デ ー タ の入 力 を促 す。

　 　 　 正 しい デ ー タにつ いて 相殺 フ ァイル1を 作成 す る。

相 殺 票

請 求1

共同輸送 積 立 金 賦 課 金 その他の請求1

1

昭和　　年　　月　　日

図3.2-16相 殺 票
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貸 付 金 返 済 状 況 一 覧 表

昭和Z9年Z　 9月Z9日 現 在

組合員

コー ド
組　合　員　 名 貸付年月 貸　付　金　 額

苛
貸　付　期　 間

返　済

回　数
返　済　状　 況

××× ××××××××××××××× Z9.Z9 ZZ,ZZZ,ZZ9 Z9.Z9-Z9.Z9 Z9

図3.2-17　 貸付 金 返 済 状 況 一覧 表



　 入 力す る項 目は,相 殺票 の 太線 枠 で 囲 まれ た 項 目で あ り.組 合 員

　コ ー ド,請 求金 額(共 同輸送,積 立 金,賦 課 金.そ の他 の 請求),

支 払 金額(共 同 輸送,そ の他 の支 払)の 合 計7項 目で ある。

。　 分 類(CSTl20)

　　相 殺 フ ァイ ル1を 組合 員 コー ド順 に 分類 し,相 殺 ファ イル 皿を 作

成 す る。

　　相 殺 フ ァイ ル1及 び 相殺 フ ァイル 皿の情報 は.入 力 した7項 目で

　あ る。

。　 相殺 明細 書 作成(CST130)

　　相 殺 フ7イ ル 皿と売上 マス ター ・フ ァ イル を組合 員 コー ドで照合

　 し.売 上 マス タ ー ・フ ァイ ル の更新 を行 う。

　　 更新 内 容 は 次 の通 りで あ る。

　☆　 相殺 フ ァイ ルllの 情報 に基 づ いて.相 殺 情報 を最新 の もの にす

　　 る。但 し.相 殺 フ ァイル 皿に 当該 組 合員 コー ドが 無 か った場 合.

　　 つ ま り相 殺 情 報 が入 力 され なか った場 合 に は.前 月の情 報 をそ の

　　 ま ま残 して お く。

　 ☆　 次 の各 項 目を ゼ ロク リア ーす る。

　　 。共 同 輸 送請 求 額

　　 。共 同 輸送 支 払額

　　 ・共 同購 入 請 求 額

　　 。入 　 金 　 額

　　 。値 　 引　 額

　　 。残 　 　 　高

　 ☆　 当 月差 引額(請 求 額合 計 一支 払 額 合 計)の 計 算 を行 い.結 果 を

　　 当 月請 求 額欄 へ 移 送す る。

　　 売 上 マ ス タ ー ・フ ァイルの 更新 後.組 合 員 マス タ ー を参 照 して,

　 相 殺 明 細書 を 作成 す る。
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相　 殺　明　細 　書

　 〒 ×××一 ××

住 所 　 ××x× ××××××××××××××××

××××××××××××××××××××

××××××××××××××× 様

組 合 員 コ ー ド=× ××

項　　　目 組 合に支払 う金 額

共 同 輸 送 ZZ,ZZZ,ZZ9

共 同 購 入 ZZ,ZZZ,ZZ9

高速 料 金 ZZ,ZZZ,ZZ9

借入金返済 ZZ,ZZZ,ZZ9

積　立　金 ZZ,ZZZ,ZZ9

賦　課　金 ZZ,ZZZ,ZZ9

そ　の　他 ZZ,ZZZ,ZZ9

前　月　残 ZZ,ZZZ,ZZ9

計 ZZZ,ZZZ,ZZ9

組 　 　合 　 　名

昭和Z9年Z9月Z9日

頃　　　　目 組合か ら受取る金額

共 同 輸 送 ZZ,ZZZ,ZZ9

そ　の　他 ZZ,ZZZ,ZZ9

前　月　残 ZZZ,ZZZ,ZZ9

計 ZZZ,ZZZ,ZZ9

・…」・]・・clL」-iの差引額ZZZ,ZZZ・ZZZ・ 円・組合{㌶ 翼 下・い

図3.2-18相 殺 明 細 書

(f)入 金 処 理

　 。　 入 金 フ ァイ ル 作成(CSTl40)

　 　 　入 金 伝 票 を基 に 入 力 さ れた 入 金 情 報に 関 して デ ー タチ ェ ック を行

　 　 う。 チ ェ ック の 内 容 は デ ー タの タ イ プ,桁 数 で あ る。 もしデ ー タの

　 　 チ ェ ック で誤 りが 発 生 した場 合 は そ の都 度 メ ッセ ー ジ を コ ン ソ ール

　 　 に表 示 し.正 しい デ ー タの 入 力 を促 す。
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入　　金　　伝　　票
伝票番号

組 合員 コー ド 組 合 員 名 飴 ・ 一 ・1

1

1.貸 付 に対

　 す る入金

2.そ の他の

　 入金
圏

値　引　額 入　金　額 入金 方 法1

1

込

金

手

形

金

磁

切

口
現

小

手

即

工

2

3

4

5

ー

　　 　 　 　図32-19入 金 伝 票

　 入 力 す る項 目は,入 金 伝 票 の 太線 枠 で 囲 ま れ た 項 目で あ り,組 合

員 コ ー ド,貸 付 コー ド.入 金 年 月,値 引 額,入 金 額,入 金 方法 の6

　項 目 であ る。

　　正 し く入 力 され た デ ー タにつ い て入 金 フ ァ イル1を 作成 す る 。

・　 分 類(CST150)

　 入 金 フ ァ イ ル1を 組 合員 コー ド順 に分 類 し,入 金 フ ァイ ルllを 作

成 す る。

。　 入 金 日報 作 成(CST160)

　 分類 後 の 入 金 フ ァイルHを 読 み 込 み,入 金 日報 を作成 す る と と も

に 売 上 マ ス タ ー を更新 す る 。

　　処 理 手 順 は 次 の 通 りで あ る。

　 入 金 フ ァ イルllと 売 上 マ ス ター と を組 合 員 コ ー ドで 照合 し,一 致

　した デ ー タに つ い て 次 に示 す処 理 を行 い,一 致 しない デ ー タにっい

　て は コ ン ソー ル に メ ッセー ジを 出力す る。
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☆　 以 下 の よ うに して入 金 日報 を作成 す る。

入金 日報の項 目名 作　　　成　　　方　　　法

組 合 員 コ　ー　 ド 入金フ ァイルの組合員 コー ドを移送す る。

組　　合　　員　　名 組合員 マスターか ら移送する。

入　 金　　方　　法
1 コ ウザ プ リ コ ミ コー ドを名称 に変

換 して移送する。2 ゲンキン

3 コ ギ ッテ

4 テ ガ タ

5 ソ ッキ ン

当　月　請　求　額 売上 マスターの残高 を移送す る。

入　　　金　　　額 入金 フ ァイルの入金額を移送 する。

値　　　引　　　額 入金 ファイル の値引額を移送する。

残　　　　　　　高 次の計算結果を移送する。

　 当月請求額　一　値　引　額　一　入　金　額
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声
N
N

入 　　 金 　　 日 　　 報 　 　 　 ZZ9頁

昭和Z9年Z9月Z9日

組合員

コー ド
組　合　 員　名 入 金 方 法 当 月 請 求 額 入　　金　　額 値　　引　　額 請　求　残　額

××× ×××××××X××××××× ×××××××× ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　　　計 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.　 2-20入 金 日 報



　　☆　 次の よ うに して 売上マス ター を更新す る。

　　　◎　入金額(新 売上 マスター)一 入金 額(旧 売上 マス ター)+入

　　　　金額(入 金 ファイル)

　　　◎　　値 引額(　　　　　 〃　　　　　　)-f直 引額(　　　　　 〃　　　　　　)+値

　　　　引額(　 　 〃　　　 )

　　　◎ 　残高 を売上 マス ターの残高 に移送 す る。

　　　◎ 　貸 付 コー ドが1,す なわ ち貸付 に対する入金の場合 には'該

　　　　当月 の返済 コー ドに1を 入れ る。

(g)入 金状況一覧表 作成

　 。　 入金状況一覧表 作成(CST170)

　　　売上 マス ター より入金状況一覧表 を作成す る。 この処理は何時 で

　　 も実行 す ることが で き,最 新 の入金状況 を把握 する ことが できる。

　　 また コンソール より組合員 コー ドを指定 する ことに より,特 定の組

　　合員 の入金状 況一覧表 を作成す ること も可能である。
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入　金　状　況 覧　表 　　　　　　　ZZ9頁

昭和Z9年Z9月Z9日

組合員

コー ド
組　合　 員　 名 前月請求残高 当 月 請 求 額 値　　引　　額 入　　金　　額 残　　　　　高

××× ××X×××××××××××× ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　　　　　　　計 ZZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.2-21　 入 金 状 況 一 覧 表



(h)品 名 マ ス ター登 録

　 。　 品 名 マ ス タ ー フ ァ イル1作 成(CST180)

　 　 　品 名 マ ス タ ー登 録票 を基 に コ ン ソ ール よ り対 話形 式 で入 力 され た

　 　 品 名 マ ス ター登 録 情 報 につ い て デ ー タチ ェ ック(デ ー タの タ イ プ,

　 　桁 数)を 行 い,正 しい デ ー タで あれ ば 品 名 マ ス タ ー ファ イル1に 出

　 　 力 し,誤 った デ ー タで あれ ば メ ッセ ー ジ を コン ソール に表示 し再 度

　 　デ ー タの 入 力 を促 す 。

　 　 　品 名 マ ス ター登 録 処 理は,新 規 登 録 処 理,修 正 処 理,削 除 処 理 の

　 　 3つ に 分 け られ,入 力す る項 目 もそ れ ぞ れ 異 なる。

　 　 　新 規 登録 の 場 合 は,区 分,品 名 コー ド,品 名,原 単 価,単 価 を,

　 　修 正 の 場 合 は,区 分,品 名 コー ド,修 正 項 目 を,削 除 の場 合 は,区

　 　分,品 名 コー ドをそ れ ぞ れ入 力す る。

1=登 録

2二 修正

3=削 除

品 名 マ ス タ ー 登 録 票

昭和　 　年　 　月　　日

区　分 品 名 コ ー ド 品　　　名 原　単　価 単　　　　価

図3.2-22　 品 名 マ ス タ ー登 録 票

。　 分 類(CST190)

　 品 名 マ ス タ ー フ ァ イル1を 品 名 コ ー ド順 に 分 類 し,品 名 マ ス タ ー
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　 　 ファ イル 皿を 作 成 す る。

　 o　 品 名 マ ス タ ー更 新(CST200)

　 　 品 名 コー ド順 に 分類 され た 品名 マ ス ター フ ァ イル 皿を読 み,次 の

　 　各処 理 を行 う。

　 　☆ 　 新 規 登 録 処 理

　 　 　 　品 名 マ ス ター に 登録 され て い な い 品名 等 を新 た に登 録 す る場 合

　 　 　で,品 名 マ ス タ ー登 録 票 の 区 分 が1の デ ー タに つ い て行 う。

　 　☆ 　修 正 処 理

　 　 　 　品 名 マ ス タ ーに 既 に登 録 され て い る品 名情 報 につ い て,品 名 マ

　 　 　 ス タ ー登 録 票 に 記 入 された 項 目の 修 正 を行 う。区 分が2の デ ー タ

　 　 　に つ い て この 処 理 を行 う。

　 　☆ 　 削 除 処 理

　 　 　 　品 名 マ ス タ ー登録 票 の 区 分が3の デ ー タに つ い て,品 名 マ ス タ

　 　 　 ーに 登 録 され てい る品 名 情 報 の削 除 を行 う。

　 　 　 なお,以 上 の3つ の 処 理 の 中 で,新 規 登 録 処 理 に つ い ては 既 に 品

　 　名 マス ター に登 録 さ れ てい る場 合,修 正 処 理,削 除処 理 につ い ては

　 　 品 名 マ ス ター に登 録 さ れ てい ない場 合 はそ れ ぞ れ エ ラーデ ー タ とす

　 　 る。

　 　 　 エ ラ ーの 有無 に かか わ らず 処 理結 果 を プル ー フ リス トに 出 力す る 。

(i)　 プ レー トマ ス タ ー登 録

　 。　 プ レ ー トマ ス タ ー フ ァ イル1作 成(CST210)

　 　 　 プ レ ー トマ ス タ ー登録 票 を基 に コ ン ソール よ り対 話 形 式 で入 力 さ

　 　 れ た プ レー トマ ス タ ー登録 情 報に つ いて デ ー タチ ェ ック(デ ー タの

　 　 タ イプ,桁 数)を 行 い,正 しい デ ー タであれ ば プ レー トマス ター フ

　 　 ァ イル1に 出 力 し,誤 った デ ー タで あれ ば メ ッセ ー ジを コン ソール

　 　 に表 示 し再 度 デ ー タの 入力 を促す 。

　 　 　 プ レー トマ ス ター登 録 処 理 は,新 規 登 録 処 理,修 正 処理,削 除 処

　 　 理 の3つ に 分 け られ,入 力す る項 目 もそ れ ぞれ 異 な る。
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　 新規 登録 の 場 合 は,区 分,プ レー トNa,組 合 員 コ ー ドを,修 正 の

場 合 は,区 分,プ レー トNa,組 合 員 コー ドを,削 除 の 場合 は,区 分,

プ レー トNaを そ れ ぞ れ 入 力す る。

1=登 録

2=修 正

3=削 除

プ レ ー トマ ス タ ー 登 録 票

区　分 プ　レ　 ー　 Nα 組　 合　 員　 コ　 ー　　ド

図3.2-23　 プ レ ー トマ ス タ ー 登 録 票

。　 分類(CST220)

　 　プ レ ー トマ ス ター フ ァ イル1を プ レー トNa順 に 分 類 し,プ レ ー ト

　マ スタ ー フ ァ イ ル 皿を作 成 す る。

。　 プ レー トマ ス ター更 規(CST230)

　 　プ レー トNa順 に分 類 され たプ レー トマ ス ター フ ァ イル 皿を読 み込

　み,次 の 各処 理 を行 う。

☆ 　 新 規 登 録 処 理

　 　 プ レ ー トマ ス ター に登 録 され てい ない プ レー トNa等 を新 た に登

　 録 す る場 合 で,プ レ ー トマ ス ター登 録 票 の区 分 が1の デ ー タに つ

　 　い て行 う。
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　 　☆ 　 修 正 処 理

　 　 　 　 プ レ ー トマ ス タ ーに既 に 登 録 され て い る情 報 につ いて,組 合 員

　 　 　 コ ー ドの 修 正 を行 う。区 分 が2の デ ー タに つ い て この 処 理 を行 う。

　 　☆ 　 削 除 修 正

　 　 　 　 プ レー トマ ス ター登 録 票 の 区 分 が3の デ ー タにつ い て,プ レ ー

　 　 　 トマ ス ターに 登 録 され てい る情 報 の 削 除 を行 う。

　 　 　 なお,以 上 の3つ の処 理 の 中 で,新 規 登録 処 理 に つ いて は 既 に プ

　 　 レー トマ ス タ ーに 登録 され て い る場 合,修 正 処 理,削 除処 理 に つ い

　 　 て は プ レー トマ スタ ーに登 録 され て い ない 場 合 は それ ぞれ エ ラーデ

　 　 一 夕 とす る 。

　 　 　 エ ラ ー有 無 に か か わ らず 処 理 結 果 を プ ル ー フ リス トに 出力 す る 。

(j)組 合 員 マ ス ター登 録

　 。　 組 合 員 マス ター ファ イル1作 成(CST240)

　 　 　 組 合 員 マ ス ター登 録票 を基 に コ ン ソー ル よ り対 話形 式 で入 力 され

　 　 た 組 合 員 マス ター登録 情 報 に つ い て デ ー タチ ェ ック(デ ー タの タ イ

　 　 プ,桁 数)を 行 い,正 しいデ ー タで あれ ば組 合 員 マ ス ター ファ イル

　 　 1に 出 力 し,誤 っ たデ ー タで あれ ば メ ッセ ー ジを コン ソール に 表 示

　 　 し再 度 デ ー タの 入 力 を促す 。

　 　 　 組 合 員 マ ス タ ー登録 処理 は,新 規 登 録 処 理,修 正処 理,削 除 処 理

　 　 の3つ に 分け られ,入 力す る項 目 もそ れ ぞ れ 異 なる 。

　 　 　 新 規 登録 の場 合 は,区 分,組 合 員 コ ー ド,荷 主 コー ド,組 合 員 名

　 　 (荷 主 名),郵 便 番 号,住 所,担 当者 名,電 話 番 号,続 目,登 録 年

　 　 月 日を,修 正 の場 合 は,区 分,組 合 員 コ ー ド,荷 主 コー ド,修 正 項

　 　 目を,削 除 の場 合 は,区 分,組 合 員 コ ー ド,荷 主 コー ドをそれ ぞ れ

　 　 入 力す る。

　 。　 分 類(CST250)

　 　 　 組 合 員 マ ス タ ー フ ァイル1を 組 合 員 コ ー ド,荷 主 コー ド順 に分 類

　 　 し,組 合 員 マ ス タ ー フ ァイル 皿を作 成 す る。
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o　 組 合 員 マス タ ー更新(CST260)

　 　組 合 員 マ ス タ ー フ ァ イル 皿を読 み込 み,次 の 各処 理 を行 う。

　☆ 　 新 規 登録 処 理

　 　 　組合 員 マ ス タ ーに登 録 され て い な い情 報 を新 た に 登録 す る場 合

　 　で,組 合 員 マ ス タ ー登 録票 の 区 分 が1の デ ー タに つ い て 行 う。

　☆ 　 修 正 処 理

　 　 　組 合 員 マ ス タ ー に既 に登 録 され て い る情 報 につ い て,組 合 員 マ

　 　ス タ ー登 録 票 に記 入 され た項 目の修 正 を行 う。 区 分 が2の デ ー タ

　 　につ い て この 処 理 を行 う。

　☆ 　 削 除処 理

　 　 　組 合 員 マ ス タ ー登録 票 の 区 分が3の デ ー タに つ い て,組 合 員 マ

　 　 ス ター に登 録 され て い る情 報 の削 除 を行 う。

　 　な お,以 上 の3つ の処 理 の 中 で,新 規 登録 処 理 に つ い ては 既 に組

　合 員 マ ス タ ーに 登録 され てい る場合,修 正 処 理,削 除処 理 に つ い て

　は 組合 員 マ ス タ ーに 登 録 され て い な い場 合 は それ ぞれ エ ラ ーデ ー タ

　 とす る 。

　 　 エ ラーの 有 無 に か か わ らず 処 理結 果 をプ ル ー フ リス トに 出力す る。
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一
〇〇
〇

1二 登 録

2=修 正

3　・=削 除

組 合 員 マ ス タ ー 登 録 票 昭和 　 　年　 　月　　日

区分 組合員コー ド 荷 主 コ ー ド 組合員名(荷主名) 郵便番号 住　　　　所 担当者名 電話番号 締　日 登録年月日

図3。2-24　 組 合 員 マ ス タ ー登 録 票



(2)経 営 管理 処 理

① シ ス テ ム ・フ ロチ ャ ー ト

シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

売上管理

ファイル

L

売　　上

マス ター

売上管理

フ ァイル

月間組合利用状況
一覧表作成

月間組合利用状況
一覧表

組 合 員

マスター

売上管理

フ ァイル

年間組合利用状況
一覧表作成

年間組合利用状況
一覧表

組 合 員

マス ター
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処理サイクル

年

年

次

次

説 明

月間組合利用状況一

覧表作成

　 売上マス ターよ り当

月分の月間組合利用状

況一覧表 を作成する と

ともに、 売上 管理 ファ

イルの更新処理 を行 う。

年間組合利用状況一覧

拠

　売上管理ファイルを

基にして年間組合利用

状況一覧表 を作成する

とともに売上管理ファ

イルを更新する。



② ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

(a)　月間組 合利用状況 一覧表 作成

処　　理 の　　 流 れ

売上管理
ファイル

売上 マス ター

売上管理

フ ァイル

月間組 合 利 用

状況一覧表作成

月間組合利用

状況一覧表

組合員

マスター

プログ ラムNα

CST270

処理 サイクル

月 次

処 理 概 要

　売上 マス ターよ り当

月分 の月間組合利用状

況一覧表 を作成す ると

ともに,売 上管理 フ ァ

イルの更新 処理 を行 う。
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(b)年 間組合利用状況一覧表 作成

処　　 理 の 流 れ

売上 管理 フ ァイル

売上管理

フ ァイル

年 間組合 利 用

状況一覧表作成

年間組合利用

状況一覧表

組合員

マスター

プログ ラムNa

CST280

処理洲 クル

年 次

処 理 概 要

　売上管理 ファイルを

基 にして年間組合利用

状況一覧表を作成する

とともに,売 上管理 フ

ァイルの更新処理を行

う。
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③ プ ログ ラム概要説 明

(a)　月間組合利 用状況一覧表作成

　 。　 月間組合利用状況一覧表作成(CST270)

売上 マスター より当万分の組合活動の利用状況を表わ した 月間組

合 利 用状 況一 覧 表 を作 成す る。 ま た売 上 管理 フ ァ イル と組 合 員 コー

ドで照 合 し,当 月 分売 上 デ ー タ及 び 当年 分 売 上 累 計デ ー タの 更 新 を

行 う。

組 処 当 月 分 売 上 デ ー タ 当年 分 売 上 デ ー タ

合 共 共 共 高 貸 そ 共 共 共 高 貸 そ

口 理 同 同 速 同 同 速
貝

輸 輸 同
道
路

輸 輸 同
道
路

コ
　
　

ー

年
送

請

送

支
購 通
行

の 送

請

送

支
購 通
行

の

求 払 利 求 払 利

ド 月 額 額 入 用 付 他 額 額 入 用 付 他

図3.2-25　 売 上 管 理 フ ァ イル
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(昭 和Z9年Z9月 分)　 　　　　 ZZ9頁

　　　　　　　　　 昭和Z9年Z　 9月Z9日

月 間 組 合 利 用 状 況 一 覧 表

組合員

コー ド 組　合　員　名
共 同 輸 送

請　求　額

共 同 輸 送

支　払　額
共 同 購 入

高 速 道 路

通 行 利 用
貸　　　付 そ　 の　 他

XX× ×××XX×X× ×XX× ××X ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　　　　　計 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

月間組合利用状況一覧表図3.2-26

 

一

品

m
ー



(b)年 間組合利用状況一覧表作成

　 。　 年間組合利用状況一覧表作成(CST280)

　　　売上管理 ファイル より当年 分の組合 活動 の利 用状況 を表わ した年

　　間組合利用状況一覧表 を作成する とともに,売 上 管理 ファイルの売

　　上欄 をゼ ロク リアーす る。
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o。
↓

年 間 組 合 利 用 状 況 一 覧 表 　 (昭 和Z9分) 　 　 　 ZZ9頁

昭 和Z9年Z　 9月 乞9日

組合員

コー ド
組　合　員　名

共 同 輸 送

請　求　書
共 同 輸 送

支　払　額
共 同 購 入 高 速 道 路

通 行 利 用
貸　　　付 そ　 の　他

×X× ××X× ××XXXX×X×XX ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　　　　計 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.2-27　 年 間組 合 利 用状 況 一 覧 表



3.2.2　 組合員業 務処 理

　　組合員業務処 理には,売 上 管理処理,運 行 管理処理,並 びに経 営管理処理

　とがあ る。売上 管理処理は,運 転情報 を基に した迅速 ・正確 なる請 求書等の

　発行,管 理資料の作成,及 び入金情報 を基に した売掛金 の的確 な管理 を行 う。

　売上管理処理の入 出力概要図は 次の通 りである。

車　両

マスター 荷　主

　 　 　 マスター

荷主別売上

実績表

運転 日報データ

運 転 日報 ファイル

車両別売上

実績表

入 金 状況
一覧表

請求合計書 画
図3.2-28　 売上 管 理 処 理 入 出力概 要 図

　運行管理処理は,的 確 な輸送実績 を把握 し,運 転考 及び車 両の管理 を充実

させ,よ り効率の 良い輸 送 を行 うために,各 種実績表の作成 を行 う。

　運行 管理処 理の入出力概要 図 を以下 に示す 。
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車　両

マスター

輸送区間別

輸送実績表

車両別輸送

実績表

運 転 者 別

輸送実績表

図3.2-29　 運 行 管理 処 理入 出 力概要 図

　経 営管理処理は,売 上管理処理,運 行管理処理で蓄積され たデ ータを整備 ・

加工 して組合 員の経営管理 に有効 な各種管理資料 を作成す る。

　経営管理処理の入 出力概要図は次の通 りである。

荷　主

マスター

年 間売 上

推移表

荷主別売上

推移表

　 運行 フ ァイル

売上マス ター

車種別営業
実績表

図3.　2-30　 経 営 管理 処 理入 出 力概要 図
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(1)　 売上 管 理処 理

① シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

シ ス ァ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

荷 　主

マスター

組合員

マスター

運転 日報データ

売上 日報作成

売 上 日 報

運転 日報

フ ァイル

運転 日報

フ ァイル

　　　　　　{
　 　 　 　 　 _1「 一 一ー ー ー ー一

1

|

1

締

荷 　主

マスター

組 合員

マスター

運転 日報

ファイル

請求明細書

　作 成

請求明細書

売上 マスター

一一1

__1

売上マス ター
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処理サイクル

日

締

次

説 明

売上日報作成

　 運転 日報データ を基

に して、売上 日報 を作

成す るとともに、運転

日報 ファイルの更新 を

行 う。

請求明細書作成

　 　運転日報 ファイルを基'

日　に して、コンソールより

　 入 力された締 日に該 当

　 する荷主 を対象 と して

　 請求書 を作成す るとと

　 もに、 売上マス ターの

　 更新処理 を行 う。



シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

請求合計書

作 　 成

請求合計書

　 　 　 荷 主

組合員 　 マスター

マスター

入 金 伝 票

荷 主

マスタ

入 金 情 報

組合員　　入金日報作成
マスター

入 金 日 報

売上 マス タ一

一

ー

1

一

一

一

一

一

一

1

ー

ー

1

一

一

ー

l

l

l

」

売上 マス ター

処理サイクル

締 　 　 日

目 次

説 明

請求合計書作成

　 コンソールより入力さ

れた縞目に該当する荷主

を対象 として、売上マ

スターよ り請求合計書

を作成す る。

入金日報作成

　 コンソール よ り入力

された入金情 報を基に

入金 日報 を作成す ると

ともに、売上マスター

の更新処理 を行 う。
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シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

荷　主

マスター

組合員　　入金状況一覧
マスター　 表作成

入 金 状 況
一覧表

売上マスター

荷　主

マスター

運転 日報

フ ァイル

　　　　 荷主別売上実

組合員　 績表作成
マスター

荷主別売上実

績表

革　両

マスター

運転 日報

フ ァイル

　　　　　車両別売上実

組合員　　 績表作成
マスター

車両別売上実

績表

売上 マスター

(OLD)

売上 マスター

(NEW)
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処理サイクル

随

月

月

時

次

次

説 明

入金状況一覧表作成

　売上マスターよ り、

コンソールか ら指定の

あった組合員に対 して

入金状況一覧表 を作成

する。

荷主別売上実績表作成

　運転 日報 ファイルよ り

荷主別売上実績表 を作成

す るとともに、売上 マス

ターの更新 を行 う。

車両別売上実績表作

座

　 運転 日報 ファイル よ

り車両別売上実績表 を

作成する とともに、売

上マス ター の更新処理

を行 う。



シ ス テ ム ・ フ ロ チ ャ ー ト

荷主 マスター登録票

荷主マスター

　　　　 登録情報

荷主マスター登録

車両マスター登録票

荷　主

マスター

車両マスター

　　　　 登録情報

車両マスター登録 車　両

マスター
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処理サイクル

発　生　時

発　生　時

説 明

荷主マスター登録

　荷主マスター登録票

よ り入力され る荷主 マ

スター登録情報 を基 に

して,荷 主 マス ターの

更新処理 を行 うととも

に,プ ル ーフ リス トを

作成する。

車両マス ター登録

　車両マス ター登録票

よ り入力され る車両 マ

スター登録情報 を基 に

して,車 両マスターの

更新処理 を行 うととも

に,プ ル ーフ リス トを

作成する。



② ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

(a)　売 上 日報 作成

処　　 理 の 流 れ

運転 日報テ「Lタ

荷主
マス　組 合員

ター　 マスター

運 　転

アー タ

運転 日報

ファイル

運転 日報

ファイル

プ ログラムNa

CPTO10

CPTO20

処 理 サイクル

日

日

次

次

処 理 概 要

　運転 日報 データを組

合員 コー ド,年 月 日,

車 両 コー ド順 に分類 し

運転デ ータを作成する。

　運転 データか ら売上

日報 を作成 するととも

に運転 データの内容 を

運転 日報 フ ァイルに累

積す る。
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(b)請 求 明細書作成

処 　　理　　 の　　 流 れ

締

運転 日報

フ ァイル

類

運転 日報

ファイル

荷主
マス　　　　　　 請求明細書

ター　組合員　 　　　 　　　 　作 成

　 　 マスター

請求明細書

上

ヂ

　

ス

売

マ

上

一

売
W

－
一
　

ー

　

　

l

　

　

　

l

　

　

　

　

l

　

　

　

　

ー
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ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

プ ログラムNa

CPTO30

CPTO40

処 理 サイクレ

緒

締

日

日

処 理 概 要

　運転 日報 ファイルを

組合員 コー ド,荷 主コ
ー ド,年 月 日順 に分 類

する。

　荷主 マス ター ・フ ァ

イル に登録 され てい る

各荷主の縞 目とコンソ
ール より入力された縞

目とを照合 し,一 致 し

た荷主 に対 して分類済

運転 日報 ファイルか ら

請求 明細書 を作成す る

とともに売上 マスター

の更新 を行 う。

一145一



(e)請 求 合 計 書 作成

荷主
マス　組合員　　 請求合計書
ター　マスター　 　 作 成

請求合計書

上

一

売
榔

処 理 概 要

　 コンソールよ り入力

された縞 目と荷主マス

ターに登録 され ている

各荷主の締 日とを照合

し,一 致 した荷主に対

して売上 マス ターか ら

請求合計書 の作成 を行

う。
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(d)　 入 金 日報 作 成

処　　理 の　　 流 れ

入 金 情 報

タ一
成

デ金

作

入)
肇

主

ス

一

荷

マ
タ

入 　金

データ1

入 　金

データn

入金 日報作成

売上マスター

(OLD)

売 上マスター

(NEW)

プログラムNα

CPTO60

CPTO70

CPTO80

処理祈 クル

日

日

日

次

次

次

処 理 概 要

　 コンソールよ り入 力

された入金情報 に関 し

てデ ータチ ェックを行

い,入 金デ ータ1を 作

成 する。

　 入金デー タを組合員

コー ド,荷 主 コー ド,

年 月 日順に分類 し,入

金 データ皿を作成す る。

　入金デー タ1を 読 み

込み,入 金 日報を作成

する とともに売上マス

ターの該当項 目の更新

を行 う。
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(e)入 金 状 況 一 覧 表 作 成

処　　理 　　 の　　流 れ

売上マスター

主

ス

一

荷

マ
タ

組 合員コード

組合員　　入 金 状 況
マスター　　 一覧表作成

入 金 状 況
一覧表

プログラムNa

CPTO90

処 理 サイクル

随 時

処 理 概 要

　 コンソールよ り組合

員 コー ドを入力 し,売

上 マス ターより全組合

員又は特定の組合員の

入金状況一覧表の作成

を行 う。
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(f)荷 主別売上 実績表 作成

処　　 理 の 流 れ

運転 日報

ファイル

運転 日報

ファイル

荷主
マス　組合員　　荷主別売上実
ター　マスター　　績表作成

荷主別売 上
実績表

売上マスター

(OLD)

回

〇 一」

売上涙 ター

(NEW)

プログラムNa

CPT100

CPT110

処 理 サイクレ

月

月

次

次

処 理 概 要

　運転 日報 ファイルを

組合員 コー ド,荷 主 コ
ー ド,年 月 日順 に分類

する。

　分類済運転 日報フ ァ

イル か ら荷主別売上実

績表 を作成 する ととも

に売上マス ターの更新

を行 う。

一149一



　　　　　　　　　　　　　　　　一(g)　車両別売上実績表

1

処　　 理　　　の　　 流　　　れ プログラムNα 処理 サイクル 処 理 概 要

○
車両

　コード 組合員

　　　 コード㌧

転 日報

ファイル

CPT120

CPT130

月　　　次

月　　　次

　運転 日報 ファイル を

組合員 コー ド,車 両 コ
ー ド
,年 月 日順 に分類

する。

　分類済運転 日報フ ァ

イルか ら車両別売上実

績表の作成 を行 う。

分　　　　類

一
運転日報
ファイル

¥
車 両別 売上
実 績表 作成

車両別売上
実績表
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(h)荷 主 マ ス ター登録

処 　 　理 　 　の　　流 れ

荷主マスター

登 録 情 報

荷主マスター

ファイル1作 成

荷 　 　主
マス ター

ファイル1

荷 　 　主
マス ター

ファイル皿

荷主 マスター

　更 　 　新

荷 　 　主

マス ター

プログ ラムNa

CPT140

CPT150

CPT160

処理祈 クル

発 生 時

発 生 時

発 　生 時

処 理 概 要

対話形式で,荷 主 マ

スター登録情報 を入 力

し,荷 主 マス ターフ ァ

イル1を 作成す る。

　荷主 マス ターフ ァイ

ル1を 組合員 コー ド,

荷 主 コー ド順に分類 し,

荷 主 マス ターフ ァイル

llを 作成す る。

　 荷主マスターフ ァイ

ル 皿を入力 し,荷 主マ

ス ターの登録 ・更新 処

理 を行い,結 果 をプル

ーフ リス トに出力す る
。
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(i)　車 両 マス タ ー登録

処 　　理 　　 の　 　流 れ

車両マスター

登 録 情 報

車両マスター

ファイル1作 成

車 　 　両
マスター

ファイル1

車 　 　両
マス ター

ファイル皿

車 両マス ター

　 更 　 　新

|________車 　 両

　 　 　 　 　 　 　 マ ス タ ー

フ石グ ラムNa

CPT170

CPT180

CPT190

処理洲 クル

発　生 時

発 生 時

発 生 時

処 理 概 要

　 対話形式 で車両マス

ター登録情報 を入力 し,

車 両マスターフ ァイル

1を 作成す る。

　車両マスターファイ

ル1を 組合員コー ド順

に分類 し,車 両 マス タ

ーフ ァイル 皿を作成す

る。

　車両 マス ター ファイ

ル 皿を入 力 し,車 両マ

ス ターの登録 ・更新処

理 を行 い,結 果 をプル

ーフ リス トに出力する
。
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③ プ ログ ラム概 要 説 明

　 (a)売 上 日報 作 成

　 　 。　 分類(CPTOlO)

　 　 　 運 転 日報 デ ー タを組 合 員 コー ド,年 月 日,車 両 コ ー ド順 に 分 類 し,

　 　 運 転 デ ー タ を作 成 す る 。

　 　 。　 売 上 日報 作 成(CPTO20)

　 　 　 分 類 済 運 転 デ ー タフ ァイル を読み 込 み,必 要 な項 目を取 り出 して

　 　 売 上 日報 を作 成 す る。組 合 員 名及 び 荷 主 名 は,組 合 員 コー ド,荷 主

　 　 コー ドで照 合 して 組合 員 マ ス タ ー,荷 主 マ ス ターか ら移 送 す る。

　 　 　 また,運 転 デ ー タ フ ァイル の 内容 を運 転 日報 フ ァ イル に 累積 す る。

組 年 車 運 稼 荷 輸 発 着 輸 走 実 所 運 料 実 運 支
合
員

両 転
者 動

主
送 送 行 車 要 賃 払

コ コ
コ

ー

月
|
コ

1
時 1 品

ト

ン
キ キ 時 合 方

ド 日 ド ド 間 ド 名 地 地 数 口 口 間 賃 金 費 計 法

図3.2-31　 運 転 日報 フ ァ イ ル
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m
ふ

売 　 上 　 日 　 報

組 合 員 コー ド　 X× ×　 　 組 合 員 名 　 ×××X× ×X×XX× ×XXX

　 　 　 ZZ9頁

昭和Z9年Z　 9月Z9日

車　両

コー ド
荷　　　主　　　名 輸送品名

輸　送　時　間 所　要

時　間

走　行

キ　　ロ

実　車

キ　　ロ

輸　送

トン数
運　　賃 料　　金

運　　賃

金　　計

支払

方法発　　地 着　　　地

×XX× YXγ 、:X×X× ××X× ×X× X× ×××XX× ××××××XX ×××XX× ×X Z9:99 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z9.9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ×

合　　　　　　計 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 zzg,9 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

図3.2-32売 上 日 報



(b)請 求 明細 書 作 成

　 。　 分類(CPTO30)

　 　　 運 転 日報 フ ァ イル を組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日の キ ー で

　 　 分 類 を行 う。

　 。　 請 求 明 細書 作 成(CPTO40)

　 　　 コン ソール よ り入 力 され た締 日 と荷主 マ スタ ーに 登録 され て い る

　 　 各荷 主 の締 日と を照 合 し,一 致 した荷 主 に 対 し分 類 済 運 転 日報 フ ァ

　 　 イル の該 当デ ー タ(前 月縞 目の 翌 日か ら当 月締 日ま で)に よ り請 求

　 　 明 細 書 の作 成 を行 う。

　 　　 そ の 際,荷 主 ご とに,運 賃,料 金,実 費 及 び 運賃 合 計 の そ れ ぞ れ

　 　 を累 計 して請 求 明 細 書 の最 下 欄 に表 示す る。

　 　　 支 払 方法 が 即金 の デ ー タにつ いて は累 計 も行 わず,請 求 明細 書 に

　 　 出 力 も しない で,運 転 日報 フ ァ イル を読 み飛 ば す 。

荷主マスター 運 事云日報 フ ァ イ ノレ 請求明細書

力された縞 目

　 　 20

荷　主 縞 目

荷主Aの データ
一
荷主A

A 20 一

B 15
一 一
　 合　計

C 25

－rニ ニニ=　 　 　～

一
荷主D

　 　 口

荷主Dの データD 20 一

E 25
=こ 計
〔一 ＼

図3.2-33　 請 求 明細 書 作 成手 順 図
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㌫

①

請　求　明　細　書 (昭 和Z9年Z　 9月 分)

　　組合員名　 ×X×XX× ×××××××X×

ZZ9頁

XX× ××XX×XXXX×X× 　様

輸　送

月　 日

車　両

コー ド

輸　 送　 区　 間
輸 送 品 名

輸　送

トン数
運　賃 料　金 実　 費 運賃合計

発　　　地 着　　　地

Z9/Z9 ×XXX ×X×X× ××× XXX× ×X× × X×X× ×X× × Z9.9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9

合　　　計 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

図3.2-34請 求 明 細 書



　 なお,荷 主 名 及 び 組合 員 名 は荷 主 コー ド,組 合 員 コ ー ドに よ り,

荷 主 マ ス タ ー,組 合 員 マ ス ターか ら移 送 す る。

　 次 に 下 記 の 各 計 算 を行 って 売上 マ スタ ーの 更 新処 理 を行 う。

　 　 　 当 月売上 額=当 月運 賃 合 計

　 　 　 当 月請 求 額=当 月運 賃 合 計+請 求 残 額

組

合

員

コ

ー

ド

荷

主
　
コ

　
ー

　

ド

請

求

残

額

当

月

売

上

額

当

月

請

求

額

入

金

額

値

引

額

年

間

輸

送

ト

ン

数

1　 　 月
r

12　 月

売　上　額 延稼動台数 売　上　額 延稼動台数

前年 当年 前年 当年 前年 当年 前年 当年

図3.　 2-35　 売 上 マ ス タ ー

(c)請 求 合 計 書 作 成

　 。　 請 求 合 計 書 作 成(CPTO50)

　 　 　 コン ソール よ り入 力 され た 縞 目 と荷 主 マ ス タ ーに登 録 され て い る

　 　 各 荷 主 の縞 目と を照 合 し,一 致 した 荷 主 に 対 して売 上 マ ス タ ーか ら

　 　 必要 項 目 を取 り出 して 請求 合 計 書の 作 成 を行 う。

　 　 　 コ ン ソ ール よ り締 日 とと もに組 合 員 コ ー ドを入 力す る こ とに よ り,

　 　 特 定 の 組 合 員 だ け の 処 理 も行 え る。

　 　 　 組 合 員 名 は 組合 員 マ ス ター よ り,荷 主 名 及 び荷 主 住 所 は 荷 主 マ ス

　 　 ター よ りそれ ぞ れ 取 り出す 。
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一
〇
〇〇

請 求 合 計 書 　 (昭 和Z9年Z9月 分)

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和Z9年Z9月Z9日

口 口 ロ ー 口 口

　　住　所

様

組合員コー ド

組 合 員 名

×××

××X×X×XXXX× ×X× ×

前月請求残額 当月売上額 当月請 求額

Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

図3.2-36 請 求 合 計 書



(d)入 金 日報作 成

　 。　 入 金 デ ー タ作 成(CPTO60)

　　 　 入 金伝 票 を基 に コン ソー ル より入 力 され た 入金 情 報 に関 して,デ

　　 一 夕チ ェ ック(コ ー ドの正 誤,デ ー タの タイプ,桁 数)を 行い,正 し

　　 い デ ー タは 入 金 デ ー タ フ ァ イル1に 出力 し,誤 っ た デ ー タは コン ソ

　　 ール に メ ッセ ー ジ を表 示 して 再度 の デ ー タ入 力 を促 す 。

入　　金　　伝　　票

組合員 コー ド 荷 主 コ ー ド 荷　主　名

入　金　額 値　引　額 入金方法

伝 票 番号

圏

－il羅
図3.　 2-37入 金 伝 票

o　 分 類(CPTO70)

　　入金 デ ー タ フ ァイル1を 組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日順 に

　分 類 し,入 金 デ ー タ ファ イル 皿を作 成 す る。

。　 入金 日報作 成(CPTO80)

　　分 類 済 入金 デ ー タ フ ァ イル 皿を読 み 込み,次 の 各 処 理 を行 う。

　☆ 　入 金 方法 が 即 金 の場 合 は,入 金 デ ー タの 内容 だ け を入金 日報 に

　　出力す る。

☆　 入金 方法 が 即 金 以 外 の 場合 は,売 上 マス ターか ら組合 員 コー ド,

　 荷主 コー ドが 入 金 デ ー タ と等 しい レ コー ドを読 み 込 み,こ の レ コ

　　ー ド上 の 入 金 額 を調 べ て 次 の処 理 を行 う。
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　 *　 入金額が零の場 合は,売 上 マスターか ら当月請 求額 を取 り出

　　 し,入 金デ ータの入金額 と値引額 を加えた値を減 じて請 求残額

　　 を求め,入 金デー タファイルnの 内容 とともに入金 日報に出力

　　す る。

　　　　 請求残額=当 月請求額 一(入 金額+値 引額)

　 *　 入金額が零でない場合 は,売 上 マスターの請求残額 を当月請

　　 求額 と し,こ れ ら入金デ ータファイル 皿の入金額 と値引額 を加

　　 えた値 を減 じて請 求残額 として入金 デ ータフ ァイルnの 内容 と

　　 と もに入金 日報に 出力す る。

　　　　請 求残額=請 求残額 一(入 金額+値 引額)

　入金 日報に 出力 した入金額及び値引額 を売上 マ スターの該当欄 に

加え,請 求残額 を該 当欄に移 送 して 更新 を行 う。

　 なお,入 金 日報に表示す る組合 員名,荷 主名は組合 員 マスター,

荷主 マスターか らそれぞれ取 り出す。
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一
2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　金　　　日　　　報

組合員コード　×××,　　　 組合員名　 xxx×x×x×xx× ××××　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和Z　9年Z　 9月Z9日

荷　主

コー ド
荷　　 主　　 名 入金方法 当 月請求 額 入　　金　 額 値　　引　 額 請 求 残 額

×X× XX× ××××××X×X× ×× ×X× ××××× ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

・

ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

合　　計 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

図3.2-38　 入　 　金 　　日　 報



(e)入 金状況一 覧表作成

　 。　 入金 状況一覧表作成(CPTO90)

　　　売上 マスターを読み込み,必 要項 目を取 り出 して入金状況一覧表

　　 の作成を行 う。

　　　 コン ソールか ら組合 員名 コー ドを入力す ることに より,特 定 の組

　　合員だけの入金状況一覧 表を作成す ることがで きる。

　　　　前 月請求残額=当 月請 求額 一当月売上額

　　　　当 月請求残額=売 上 マスターの請求残額

　　　 組合 員名及 び荷主名 は,組 合員 マ スター,荷 主 マスターか らそれ

　　 ぞれ取 り出す 。

　　　 入金 状況一覧表の使用 目的は,当 月請求額があった荷主の入金状

　　 況及び売掛金 回収状況 を把握 す ることである。
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一
Φ
ω

組合員 コー ド　 x× ×　　 組合員名

入 金 状 況 一 覧 表 　　 (昭 和Z9年Z9月Z9日)

X× ×XX× ×××××××××

荷　主

コー ド
荷　　主　 名 前月請求残額 当月請求額 入　 金　 額 値　 引　 額 当月請求額

×X× X× ×××X× ×X× ×X×X× Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

合　　　　　　 計 ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.2-39入 金 状 況 一 覧 表



(f)荷 主別売上実績表作成

　 o　 分類(CPT100)

　　　運転 日報 ファイルを組合員 コー ド,荷 主 コー ド,年 月 日順 に分類

　　す る。

　 。　 荷主別売上実績表作成(CPTllO)

　　　 分類 済運転 日報 ファイルを読み込 み,対 象 となる月間の運 賃,料

　　金,実 費,並 びに運賃合計のそれぞれ を荷主 ご と及び組合 員 ごとに

　　 累計 し,荷 主別売上実績表 を作成す る。 この と き売上 マスター更新

　　 のため,輸 送 トン数累計 と延稼動台数 も求める。

　　　 売上 マスターの更新は荷主 ごとに次の ように行 う。

　　 ☆　累計 した輸送 トン数 を年 間輸送 トン数欄 に加 える。

　　 ☆　処理 対象月 と対応す る月の売上 額及び延稼動 台数 を当年の欄か

　　　 ら前 年の欄 に移 送す る。

(売 上 マス ター)

当　　　　　月

売　上　額 延稼動台数

前年 当年 前年 当年

4■唱 ≒ 一

☆　累計 した運賃合計 を売上 額 と し,延 稼動台数 とと もに該当す る

　当年 の欄 に移 送 して更新 を行 う。
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(売 上 マスター)

当　　　　　月

売　上　額 延稼動台数

前年 当年 前年 当年

A

}
運賃合計 延稼動台数

荷 主 別 売 上 実 績 表 (昭 和Z9年Z　 9月 分)

組 合員 コー ド　×XX　 　 組合員名　 XX× ××XX×XX× ズ×X×

荷　主

コー ド 荷　　主　　名 運　　 賃 料　　　金 実　　　費 運 賃 合 計

××X ×××XXXX× ××XX× × ZZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9

合　　　　　　計 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9

図3.2-40　 荷 主 別 売 上 実績 表

(g)車 両 別 売上 実 績 表作 成

　 o　 分 類(CPT120)

　 　 運 転 日報 フ ァ イル を組合 員 コー ド,車 両 コー ド,年 月 日順 に分 類

　 す る。
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。　 車 両別 売 上 実 績 表作 成(CPT130)

　 　分 類 済 運 転 日報 フ ァ イル を読み 込 み,対 象 と な る月 の運 賃,料 金,

　実 費,並 び に運 賃 合計 の それ ぞれ を 車 両 ご とに集 計 し,車 両 別 売 上

　実績 表 を作 成 す る。組 合 員 ご との合 計 も求 め て表 示 す る。

　 　形 体及 び最 大積 載 量 は 車 両 コー ドに よ り車 両 マ ス ターか ら取 り出

　 して 出力 す る。

車 両 別 売 上 実 績 表 　 (昭和Z9年Z9月 分)

組合員コー ド　 XXX 組 合 員 名 　 X×XX× ×XXX×XX× ××

車　両

コー ド
形　　体

最　大

積載量
運　　賃 料　　金 実　　費 運 賃 合計

X×X XX× ×× Z9.9 ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9

合　　　　　計 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9

図3.2-41　 車 両別 売上 実 績 表

(h)荷 主 マ ス ター登 録

　 。　 荷 主 マ ス ター フ ァイル1作 成(CPT140)

　 　　 荷 主 マ ス タ ー登録 票 を基 に コン ソール よ り対話 形 式 で入 力され た

　 　 荷 主 マ ス ター登録 情 報 にっ い て デ ー タチ ェ ック(デ ー タの タイプ,

　 　 桁 数)を 行い,正 しい デ ー タで あれ ば 荷主 マ ス ター フ ァ イル1に 出

　 　 力 し,誤 った デ ー タで あれ は メ ッセ ー ジ を コン ソール に 表示 し再 度
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　デ ー タの 入 力 を促 す 。

　　荷 主 マ ス タ ー登 録 処 理は,新 規 登 録 処 理,修 正 処 理,削 除処 理 の

　 3つ に 分 け られ て お り,入 力す る項 目もそれ ぞれ 異 な る 。

　　新 規 登録 の 場 合 は,区 分,組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,組 合 員 名

　 (荷 主 名),郵 便 番号,住 所,担 当 者 名,電 話番 号,締 日,登 録 年

　月 日を,修 正 の場 合 は,区 分,組 合 員 コー ド,荷 主 コー ド,修 正 項

　 目を,削 除 の場 合 は,区 分,組 合 員 コー ド,荷 主 コー ドをそ れ ぞ れ

　入 力す る 。

o　 分 類(CPT150)

　　荷 主 マ ス ター ファ イル1を 組 合 員 コ ー ド,荷 主 コー ド順 に 分 類 し,

　荷 主 マ ス ター フ ァイル 皿を作 成 す る。

。　 荷 主 マ ス ター更 新(CPT160)

　　荷 主 マ スタ ー ファ イルllを 読 み込 み,次 の各処 理 を行 う。

　☆ 　 新 規 登 録処 理

　　 　荷 主 マ ス タ ーに登 録 され て い な い情 報 を新た に 登録 す る場 合 で,

　　荷 主 マ ス タ ー登 録票 の 区 分 が1の デ ー タについ て 行 う。

　☆ 　 修 正 処 理

　　 　荷 主 マ ス タ ーに既 に登 録 され て い る 情報 につ い て,荷 主 マ ス タ ー

　　 一登録 票 に 記 入 され た項 目の修 正 を行 う。区 分 が2の デ ー タに つ

　　い て この処 理 を行 う。

　☆ 　 削 除処 理

　　 　荷 主 マ ス ター登録 票 の 区分 が3の デ ー タにつ い て,荷 主 マス タ

　　ー に登 録 され てい る情 報 の削 除 を行 う。

　　なお,以 上 の3つ の処 理 の 中 で,新 規 登録 処 理 に つ い ては 既 に荷

主 マ ス ター に登 録 され て い る場 合,修 正 処理,削 除処 理 に つ い て は

荷 主 マ スタ ーに 登録 され て い ない場 合 はそ れぞ れ エ ラー デ ー タ とす

　る。

　　エ ラーの 有 無 に かか わ らず,処 理 結 果 をプル ーフ リス トに 出力 す る。
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H
O
oo

荷 主 マ ス タ ー 登 録 票 昭和　 　年 　　月　 　日

1=登 録

2二 修正

3=削 除

T
区分 組合員 コー ド 荷 主 コ ー ド 組合員名(荷主名) 郵便番号 住　　　　所 担当者名 電話番号 締　日 登録年月日

図3.　 2-42　 荷 主 マ ス タ ー 登 録 票



(i)車 両 マ スタ ー登録

　 。　 車 両 マ ス ター フ ァ イル1作 成(CPT170)

　 　 　 車 両 マ ス ター登録 票 を基 に コ ン ソール よ り対 話形 式 で 入 力 され た

　 　 車 両 マ スタ ー登録 情 報 につ い て デ ー タチ ェ ック(デ ー タの タ イプ,

　 　桁 数)を 行 い,正 しいデ ー タで あれ ば車 両 マ スタ ー フ ァ イル1に 出

　 　 力 し,誤 った デ ー タであれ ば メ ッ セー ジを コン ソール に表 示 し再 度

　 　 デ ー タの 入 力 を促 す 。

　 　 　 車 両 マ ス ター登 録 処 理 は,新 規 登 録 処 理,修 正 処 理,削 除処 理 の

　 　 3つ に 分 け られ て お り,入 力す る項 目 もそ れ ぞれ 異 な る。

　 　 　新 規 登録 の 場 合 は,区 分,組 合 員 コー ド,車 両 コー ド,最 大 積 載

　 　量,ボ デ ィの 長 さ,形 体,ア オ リ,幌 を,修 正の 場 合 は,区 分,組

　 　合 員 コ ー ド,車 両 コ ー ド,修 正 項 目を,削 除 の場 合 は 区 分,組 合 員

　 　 コ ー ド,車 両 コ ー ドをそれ ぞ れ 入 力 す る。

1=登 録

2=修 正

3=削 除
一 ＼/一

車 両 マ ス タ ー 登 録 票

区分 組合員コード 車両コー ド 最大積載量 ボデイの長さ 形　体 アオ リ 幌

図3.2-43　 車 両 マ ス タ ー 登 録 票
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。　 分 類(CPT180)

　　車 両 マ ス タ ー フ ァ イル1を 組 合 員 コー ド,車 両 コ ー ド順 に 分 類 し,

　車 両 マ ス ター フ ァ イル 皿を作 成 す る 。

。　 車 両 マ ス ター更 新(CPT190)

　　組 合 員 コ ー ド,車 両 コ ー ド順 に 分 類 され た 車両 マ ス ター フ ァ イル

　 皿を読 み 込 み,次 の各 処 理 を行 う。

　☆ 　 新 規 登 録 処 理

　　 　車 両 マ スタ ーに 登録 され て い な い情 報 を新 た に 登録 す る 場 合 で,

　　 車 両 マ ス ター登 録票 の 区 分 が1の デ ー タに つい て 行 う。

　☆ 　 修正 処理

　　 　 車 両 マ ス タ ーに 既 に登 録 され て い る車 両 情 報 につ い て,車 両 マ

　　 ス タ ー登 録票 に 記 入 され た 項 目の 修 正 を行 う。 区 分 が2の デ ー タ

　　 に つ い て この 処 理 を 行 う。

　 ☆　 削 除 処理

　　 　 車 両 マ ス タ ー登録 票 の 区 分 が3の デ ー タに つ いて,車 両 マ ス タ

　　 ーに 登 録 され て い る車 両 情 報 の削 除 を行 う。

　　 なお,以 上 の3つ の処 理 の 中 で,新 規 登録 処 理 に つ い て は既 に車

　 両 マ ス タ ーに登録 され て い る場 合,修 正 処 理,削 除 処 理 につ い て は

　 車 両 マ ス タ ーに登録 され て い ない場 合 はそれ ぞれ エ ラー デ ー タ とす

　 る。

　　 エ ラー の有無 に か か わ らず,処 理 結 果 をプ ル ー フ リス トに 出力す

　 る 。
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(2)　 運 行 管 理 処 理

　 ① シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

シ ス テ ム ・ ブ ロ ー チ ャ ー ト

組 合員

マスター

運転 日報

ファイル

輸送区間別輸送
実績表作成

輸送区間別輸送

実績表

組合員

マスター

運転 日報

フ ァイル

輸 送 実 績 表
　 作　　成

輸 送 実 績 表
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処理サイクル

月

月

次

次

説 明

輸送区間別輸送実績

表作成

　運転 日報ファイルよ

り輸送区間別輸送実績

表の作成を行 う。

輸送実績表作成

　運転 日報 ファイル よ

り輸送実績表の作成 を

行 う。



シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

車　両

マスター

運転 日報

ファイル

組合員　　車 両 別 輸 送

マスター　 実 績 表 作 成

車両別輸送
実績表

組 合員

マスター

運転 日報

フ ァイル

運転者別輸送

実績表作成

運 転者別

　輸送実績表

運行 フ ァイル

　 (OL、D)

回

運行 フ ァイル

　 (NEW)
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処理サイクル

月

月

次

次

説 明

車両別輸送実績表作

盛

　 違 云日報プアイルより

車両別輸送実績表の作成

を行 うとともに,運 行

ファイルを更新す る。

運転者別輸送実績表

作成

　運転日報ファイルよ

り運転者別輸送実績表

の作成を行 う。



② ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

(a)輸 送区間別 輸送実績表作成

処　　 理　　　の　　 流 れ

運転 日報

フ ァイル

運転 日報

ファイル

組 合員

マスター

輸送区間別輸
送実績表作成

輸 送 区間 別

輸送実績表

プログラムNa

CPT200

CPT210

処 理 サイクル

月

月

次

次

処 理 概 要

　運転 日報 ファイルを

組合員 コー ド,発 地,

着 地順に分類す る。

　分類済運転日報ファ

イルか ら輸送区間別輸

送実績表の作成を行 う。
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(b)輸 送実績 表作成

処　　 理　　　の　　 流　　　れ プログ ラムNα 処理ヴイクレ 処 理 概 要

一
一
運転日報
ファイル

ー

CPT220

CPT230

月　　　次

月　　　次

　運転 日報 フ ァイルを

組合員 コー ド,年 月 日,

車 両コー ド順 に分類 す

る。

　分類済運転 日報 フ ァ

イルか ら輸送実績表の

作成 を行 う。

分　　　　類

一
一

運転日報
ファイル

∀一一

組合員
マスター

一

輸送実 績表
　作　　成
一

輸送実績表

一
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(c)　車両別輸送 実績表作成

処　　 理　　　の　　 流　　　れ プログラムNα 処理サイクル 処 理 概 要

荷主
マス　組合員

ター　 　 　 マスター
＼ 　　苛

○
運転日報
ファイル

ー

運行ファイル

　 (OLD)

CPT240

CPT250

月　　　次

月　　　次

　運転 日報 ファイルを

組合員 コー ド,車 両 コ

ー ド順 に分類 する。

　 分類済運転 日報 プ ア

イルか ら車両別輸送実

績表を作成 するととも

に運行 ファイル の更新

を行 う。

分　　　　類

/

＼

　　∨
一

運転日報
ファイル

ノ 　 一 一

　　l

　　l

　　l

　　}
　　1

1輌 別輸送実

績表作成

＼
車両別輸送実

績表

運行 ファイル

　 (NEW)
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(d)　運転音別輸送 実績表 作成

処 理 の 流 れ

運転 日報

フ ァイル

組合員

マスター

運転 日報

プアイル

運転者別輸送

実績表作成

運転者別輸送

実績表

プログラムNa

CPT260

CPT270

処理 サイクル

月

月

次

次

処 理 概 要

　運転 日報 フ ァイル を

組合員 コー ド,運 転者

コー ド順 に分類 する。

　分類済運転 日報ファ
イルから運転老別輸送

実績表の作成を行 う。
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③ プ ログ ラム概要説 明

　(a)輸 送区間別輸送実績表作成

　 　 o　 分類(CPT200)

　 　　　運転 日報 ファイルを組合 員 コー ド,発 地,着 地順に分類す る。

　 　 。　 輸 送区間別輸送実績表作成(CPT210)

　 　　　分類済運転 日報 ファイル を読み込み,輸 送区間 ごとに輸送延 トン

　 　　　数,輸 送延車 両台数,走 行 キ ロ,実 車 キ ロ及 び運賃合計 をそれ ぞれ

　 　　　集計 して輸送区間別 輸送実績表の作成 を行 う。

輸 送 区 間 別輸 送 実 績 表 　 (昭和Z9年Z9月 分)

組合員コTド 　 ×X×　 組合員名　 ×X×××XX×XX× ×X××

輸　送　区　間 輸 送 延

ト ン 数

輸 送 延

車両台数
走 行 キ ロ 実 車 キ ロ 運 転 合 計

発　　地 着　　地

×××××XXX X× ×X×XX× Z,ZZ9:9 ZZ9 ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9

合　　　　計 ZZZ,ZZ　 99 ZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ　 9

図3.2-44　 輸 送 区 間別 輸 送 実績 表

(b)輸 送 実 績表 作 成

　 o　 分類(CPT220)

　 　 　 運 転 日報 フ ァ イル を組 合 員 コ ー ド,年 月 日,車 両 コ ー ドの キ ーに

　 　 よ り分 類 を行 う。

　 。　 輸 送実 績 表 作 成(CPT230)
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　　　 分類 済運転 日報 ファイルか らすぺての組合員 に対 して次の ように

　　 して輸 送実績表の作成 を行 う。

　　 ☆　 分類済 運転 日報 ファイルを読み込み,走 行キロにより日ごとの輸

　　　 送距離別輸 送回数の該当欄 に1を 加え,ま た車 両 コー ドに より最

　　　 大積載量 を車両 マスターか ら取 り出 し,そ れ に基づいて組合 員合

　　　 計欄 用に最 大積載量別(3.　 5ト ン迄 の もの と,3.5ト ンを越え る

　　　 もの との2種 類)の 輸送距離別輸送 回数の該当欄 に も1加 え る。

　　☆　実動車 両数 に1加 え,運 賃合計,輸 送 トン数及び走行キ ロを 日

　　　別用 と組合員合計用にそれぞれ累計す る。

　　☆　 日が変わ った ら日別の1日1車 当た りの運賃,輸 送 トン数及 び

　　　 走行 キ ロを求 めて他の項 目とともに出力す る。

　　☆　組合員 コー ドが変 わ った ら最大積載別に1日1車 た りの運賃,

　　　輸送 トン数及び走 行キ ロを求めて他の合計項 目 とともに出力す る。

　　　 1日1車 当た り運賃=1日 の運賃合計/1日 の実動車 両数

　　　 1日1車 当た りの輸 送 トン数=1日 の輸送 トン数 合計/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の実動車 両数

　　　 1日 の1車 当た りの走行 キ ロ=1日 の走 行キ ロ合計/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1日 の実動車両数

(c)車 両別輸送実績表作成

　 o　 分類(CPT240)

　　　運転 日報 ファイルを組合員 コー ド,車 両 コー ド順に分類 を行 う。

　 。　 車 両別輸送実績表作成(CPT250)

　　　分類済運転 日報 ファイル を読み込 み,車 両 ごとに月間の所要時間,

　　稼動 日数,走 行キ ロ,実 車キ ロ,輸 送 トン数並びに運賃合計 をそれ

　　ぞれ集 計す る。次に車両 コー ドに より車 両 マスターか ら形体及び最

　　大載量 を取 り出 し,当 該車両の実動率 を求め,他 の必要項 目ととも

　　に 車両別 輸送実績表に 出力す る。

　　　実動率=稼 動 日数/当 該月の休 日を除 く日数 ×100
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　 出 力 した 項 目の うち,走 行 キ ロ,実 車 キ ロ,輸 送 トン数,運 賃 に

つ いて は,合 計 を求 めて 出力 す る。

　 1車 両 の 出力 が終 った 時点 で運 行 フ ァ イル を読み,車 両 コー ドの

比 較 を行 って 次 の 各処 理 を行 う。

☆ 　 運 行 フ ァ イル 〈運 転 日報 プ アイ ル

　　 以 下 の条 件 に な る まで運 行 フ ァ イル を コピーす る 。

☆ 　 運行 フ ァイル=運 転 日報 フ ァイ ル

　　 集 計 した合 計走 行 キ ロ,合 計 実 車 キ ロ,運 賃合 計,並 び に稼 動

　 日数 に つ い て 運行 ファ イル の該 当欄 にそれ ぞ れ を加 え更 新 す る 。

☆ 　 運行 フ ァ イル 〉運 転 日報 フ ァ イル

　　 運行 フ ァ イル の更 新(レ コ ー ドの 追加)を 行 う。

組 車 形 最 合 合 運 稼

合

員
両 大 計

走

計

実 賃 動
コ 積

コ 行 車 △ 日

| 1 載 キ キ

口

ド ド 体 量 口 口 計 数

図3.2-45　 運 行 フ ァ イル
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輸 送 実 績 表 　 (昭和Z9年Z9月Z9日)

組 合員 コー ド　 ×XX　 　　 組合 員名　 XXX× ×XX×X×XXX× ×

日　付
輸　　送　　距　　離　　別　　輸　　送　　回　　数

運賃 合計
実　動

車両数

1　 日　 1　 車 当　た　 り

10・Km迄 30㎞ 迄 50Km迄 100Km迄 200Km迄 300K囮 迄 500K田 迄 500K血 煙 計 運　　　賃 輸送 トン数 走行キ ロ

zg Z9 Z9 Z9 Z9 Z9 Z9 Z9 Z9 ZZ9 Z,ZZ,zzg ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z9.9 Z,zzg

3.5迄

計
Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ　 9 Z,zzg Z,ZZ　 9 ZZ,zzg ZZ,ZZZ,zzg Z,ZZ　 9 Z,ZZZ,ZZ9 Z9.9 Z,ZZ9

3.5越

計
Z,ZZ9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,zzg ZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z9.9 Z,zzg

計 Z,ZZ　 9 Z,ZZ9 Z,ZZ　 9 Z,ZZ　 9 Z,zzg Z,ZZ9 Z,ZZ9 Z,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,zzg Z,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 Z9.9 Z,ZZ9

図3.2-46輸 送 実 績



H
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組 合員 コー ド　×××　　組 合員名

車 両 別 輸 送 実 績 表 　 　(昭 和Z9年Z9月 分)

××XX× ××××X× ××××

車両コー ド 形　　体 最大積載量 所要時間 稼動 日数 実 動 率 走 行 キ ロ 実 車 キ ロ 輸 送 トン数 運 賃 合 計

×××× ×XXX× Z99 ZZ9:99 Z9 ZZ9.9% ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9

合　計 Z,ZZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZ9 Z,ZZZ,ZZZ,ZZ9

図3.2-47　 車 両別 輸 送 実 績表



(d)運 転者 別 輸 送 実績 表作 成

　 。　 分 類(CPT260)

　　 　 運転 日報 フ ァ イル を組合 員 コー ド,運 転 者 コ ー ド順 に 分 類す る 。

　 。　 運 転者 別 輸 送 実績 表 作成(CPT270)

　　 　 分 類済 運 転 日報 フ ァイル を読 み 込 み,運 転 者 ご とに月 間 の 輸 送 延

　　 トン数,走 行 キ ロ,実 車 キ ロ,稼 動 時 間及 び運 賃合 計 を集 計 して 運

　　 転 者 別 輸 送 実 績表 の作 成 を行 う。

運 転 者 別 輸 送 実 績 表 　 　(昭 和Z9年Z9月 分)

組 合員 コー ド　 XXX　 　 組合員名 XXXXXXXX×XXXXX×

運転 者コー ド 輸送延 トン数 走　行　キ　ロ 実　車　キ　 ロ 稼動時間 運　賃　合　計

××× ZZ9 ZZ,ZZ9 ZZ,ZZ　 9 ZZ　9:99 Z,ZZZ,ZZ　 9

図3.　2-48　 運 転 者 別輸 送 実 績 表
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(3)経 営 管 理 処 理

　 ① シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

売上 マス ター

荷 　主

マスタ

組合員

マスター

上 マ ス タ ー

荷 主 別 売 上

推 移 表 作 成

荷主別売上推移

表

一183一

処理サイクル

月

年

次

次

説 明

年間売上推移表作成

壼

　売上マスターにより

年間売上推移表の作成

を行 う。

荷主別売上推移表作

匹

　売上マスターより荷

主別売上推移表の作成

を行 う。



シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

組合員

マスター

運行 フ ァイル

車種別営業

実績表作成

車種別営業
実績表

荷　主

マスター

運転 日報

フ ァイル

運 転 日　報

ファイル更新

運転 日報

ファイル

一184一

処理サイクル

年

月

次

次

説 明

車種別営業実績表作

匹

　 運行 ファイルより車

種別営業実績表の作成

を行 う。

運転 日報 ファイル更

逝

　運転 日幸艮フ ァイルか

ら不用 になったデータ

の削除 を行 う。



② ブ ロ ック ・フ ローチ ャー ト

　 (a)年 間 売上 推 移表 作成

処　　理　　の　　流 れ

売上マス ター

組合員

マスター

年間売上推移

表作成

年間売上推移

表

プログラムNa

CPT280

処 理 ヴイ勿レ

月 次

処 理 概 要

　売上マスターを基に

して年間売上推移表を

作成する。
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(b)荷 主別 売上 推移表 作成

処　　理　　 の　　流 れ プログラムNa処 理洲 クル　　 処 理 概 要

売上 マス ター

主

ス

一

荷

マ
タ
組合員

マスター

荷主別売上推

移表作成
CPT290年

　　 売上マスターを基に

次 して荷主別売上推移表

　 の作成を行 う。

荷主別売上推

移表

一186一



(c)　車種別営業実績 表作成

処　　 理　　　の　　 流 れ

運行 プ アイル

組合員

マスター

運 　行

ファイル

車種別営業実
績表作成

車種別営業実
績表

プログ ラムNa

CPT300

CPT310

処 理 サイクル

年

年

次

次

処 理 概 要

　運行 フ ァイルを組合

員コー ド,形 体,最 大

積載量順に分類する。

　分類済運行ファイル
から車種別営業実績表

を作成する。
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(d)運 転 日報 フ ァイ ル更 新

処　　 理 の　　 流 れ プログラムNa処 理 サイクル 処 理 概 要

運転 日報

ファイル

運転 日報 フ ァイルを

分　　　　類 CPT320 月　　　次 組合員 コー ド,荷 主コ
一 ド
,年 月 日順 に分類

す る 。

〔 ∨一
運転 日報

フ ァイ ル
、一

○ 組合員に関する月次

荷　主

マスター
,

運 転　日 報
プアイル更新

CPT330 月　　　次

処理の全実績表 を作成

した後,不 要 にな った

デ ータを運転 日報 ファ一 イルか ら削除す る。

一一
運転 日報

フ ァイ ル

一

一188一



③ プ ログ ラム概要 説 明

　(a)年 間売上推移 表作成

　　 。　 年 間売上推移表作成(CPT280)

　　　　売上 マスターか らすべての組合員 を対象と して,次 の ように年間

　　　売上推移表 を作成す る。

　　　☆　売上 マス ターの同一組合員の全荷主 データを順 に読み込み,延

　　　　稼動 台数及 び売上 額を月別,年 別にそれ ぞれ累計する。

　　　☆　処 理対象月が最 後になるように 出力順序 を決定 して,月,延 稼

　　　　動台数,並 びに売上額 をグラフに変更 した もの を順次 出力す る。

　　　　　売上 マス ターの売上額には当年欄 と前年欄 との2種 類であるが,

　　　　処理対象 月に よっては3年 分のデー タが入 る。図では処理対象月

　　　　が昭和55年9月 の例 を示 してあるが,こ の ときの売上 マスター

　　　　の状態は次 の ように なってい る。

　 1月 ～　 9月 の当 年欄:昭 和55年

　 　 　 　 〃　 　 　 前年 欄:昭 和54年

10月 ～12月 の 当年欄:昭 和54年

　 　 　 　 〃　　 　 前 年欄 　 昭和53年
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年 間 売 上 推 移 表 (昭 和55年 　 9月 分)

組 合員コー ド　 ××× 組合員名 X×XX×XXX× ××X×X× ZZ9頁

月 延稼動台数 売上額(万円) 2510万5010万7510万10?万12PO万

10
Z,ZZ9

Z,ZZ9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

→一十十十十　十十十十十　十十十十十

*******************

11

＼ 一

8

9
Z,ZZ9

Z,ZZ　 9

ZZ,ZZ9

ZZ,ZZ9

**********************

¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥

¥:55ネ ン

*:54ネ ン

+:53ネ ン

図3.2-49　 年 間 売上 推移 表
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(b)荷 主別売上推移表作成

　 。　 荷主別売上推移表作成(CPT290)

　　　売上 マスターを読み込み,各 荷主単 位に当年欄 の 月別稼動台数,

　　売上額 をグ ラフに変換 した もの を1月 か ら12月 まで順次出力 し,

　　各月の 延稼動 台数及 び売上額を累計す る。

　　　最後 に累計 した延稼動台数,売 上額 を年間輸送 トン数 とと もに 出

　　力す る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 荷 主 別 売 上 推 移 表 　　　(昭 和Z9年 分)

組 合員 コー ド2墜 　　　組合員名　 x×xxxxx× ×x× ××x× ,　　　　　　　　　 ZZ9頁

荷 　主 コー ド　 XX× 　 　 荷 主 名　 ×××XXX× ×XXX× ×××

月 延稼動台数 売上額(万円) 25万 　 50万 　 　 75万 　 　100万125万 一一一一一
1　　　　　　　 `　　　　　　　 `　　　　　　1　　　　　　{

1 ZZ9 Z,ZZ9 ××X× ×　××X×X　 ××

2

＼一 一

11

12

年間延稼動台数 年間輸送 トン数
1

　年間売上額

ZZ,ZZ9 ZZZ,ZZ9 ZZ,ZZZ,ZZ9

図32-50　 荷主別売上 推移表

　 　 　 　 一191一



(c)車 種 別 営 業 実 績 表 作成

　 。　 分 類(CPT300)

　 　 　 運 行 フ ァ イル を組 合 員 コ ー ド,形 体,最 大 積 載量 順 に分 類 す る。

　 。　 車 種別 営業 実 績 表 作 成(CPT310)

　 　 　 分 類 運 行 フ ァ イル を読 み 込 み,形 体,最 大 積 載量 ご とに延 稼 動台

数,合 計走 行キ ロ,合 計実車 キ ロ並びに合 計売上額 を集計 し,1台

当た りの売上額 を求め,車 種別営業実績表 を作成す る。

　 組合員 ご との各項 目の合計 も計算 して 出力す る。

組 合員 コー ド

車 種 別 営 業 実 績 表　　(昭 和Z9年 分)

X×X　 　 組合員名　 XXX×XXXX× ×XXX×

形　 体
最　大
積載量

延稼動台数 合計走行キロ 合計実車キロ 合計売上額
1台 当た り

の 売 上額

XX×X× Z9.9 Z,ZZ　 9 ZZZ,2Z　 9 ZZZ,ZZ　 9 Z,ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,ZZ　 9

合　　　　計 ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZ,ZZZ,ZZ　 9 ZZZ,Z乞Z,ZZ9 ZZZ,ZZ　 9

　 　 　　 　 図3.2-51　 車 種 別営 業 実 績表

(d)運 転 日報 フ ァ イル 更新

　 。　 分 類(CPT320)

　 　 　 運 転 日報 フ ァ イル を組 合 員 コー ト,荷 主 コー ド,年 月 日順 に 分 類

　 　 を行 う。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　-192一



。　 運 転 日報 フ ァ イル 更 新(CPT330)

　 　分類 済 運 転 日報 フ ァ イル を読み 込 み,荷 主 コ ー ドに よ り荷 主 マ ス

　タ ーか ら締 日 を取 り出 し,当 該 荷主 に 関す る最 初 の デ ー タか ら締 日

　ま での デ ー タ を削 除 し,次 の デ ー タか ら最 新 の デ ー タ まで を新運 転

　日報 ファ イル に 書 き込 む 。
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4.運 営 体 制

4.1　 運 営 機 能

　 4.1.1　 中 央 セ ン タ ー

　 4.1.2　 協 同 組 合 等

4.2　 シ ス テ ム経 費

4.3　 シ ス テ ム効 果

4.4　 利 用 手 順

4.5　 導 入 手 順



二



4.1　 運 営 機 能

4.運 　営　体 　制

4.L1　 中央 セ ン ター

　 　当 システ ムの 共 同輸 送 業 務 の 中心 的 な役 割 を担 う事業 体 で ある ため,少 な

　 くと も次 の よ うな条件 を持 った 事 業体 が 望 ま しい と思 わ れ る。

　 。　 電話 等に よる共 同輸 送 の 経 験 が 豊富 で あ る こ と。

　 。　 共 同輸 送 以 外 に も協 同組 合 等 の 業務全 般 に精 通 して い る こ と。

　 。　 協 同組 合 等及 び 組 合 員 に対 して指 導 力 が あ る こ と。

　 。　 シ ステ ム運 営 の た め の 人材 が 備わ って い るこ と。

　中央 セ ン ターの 機 能 と して は,次 の ような もの が あ る。

　 (1)経 営管 理

　 　 　中央 セ ン ター全 体 の 経 営 に 関す る業 務 及 び シ ステ ム全 体 の方針 ・政 策 等

　 　の計 画 ・立 案 を行 う。

　② 　 シス テ ムの 管 理 ・運 営

　 　 　即時 処 理,一 括 処 理 を含 め た シス テ ム全 体 の 管 理 ・運 営 を行 うと とも に,

　 　ハ ー ドウエ アの 故障,ソ フ トウエ アの障 害,各 種 トラブル,苦 情 等 に対 し

　 　て 迅速,適 切 なる処 理 を行 う。

　 　 　 また,コ ン ピ ュー タで は 処 理 不可 能 な例外 的 事項 に 関 して も,速 や か に

　 　対 処 で きる よ うにす る。

　 (3)シ ステ ム の啓 蒙

　 　 　種 々の情 報 伝達 媒 体 を駆 使 して シ ステ ムの 啓 蒙 を図 り,参 加 事 業 体 の 加

　 　入 を促 進 す る。 そ の結 果 と して,求 荷 ・求 車 等 の 輸送 情 報 量 が増 え,よ り

　 　効 率的 で 斡旋 率 の 高 い 共 同輸 送 を実 現 す る こ とが で きる。

　 (4)サ ー ビス活 動

　 　 　 あ らゆ る角 度 か ら情 報 を収 集 ・交 換 ・分 折 す る こ とに よって,新 需要 の

　 　 開拓 ・喚 起 を促 し,参 加 事業 体 への サ ー ビス活 動 を展 開す る。
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㈲ 　 シ ステ ム監 査

　 　 シ ステ ム が正 常か つ 効 率 良 く行 わ れて い る か,あ らゆ る観 点 か ら監 査 し,

　 必 要 に応 じて シ ステ ム の改 善 を行 う。

⑥ 　 シ ステ ムの 教 育 ・指 導

　 　 参加 事業 体 に 対 して シス テ ムの 教 育 を行 い,人 材 を育成 す る。 ま た参 加

　 事 業体 か らの相 談 に対 して適 切 なる ア ドバ イ ス,指 導 等 を行 う。

(7)新 シ ステ ム の研 究 ・開 発

　 　 現 状 シ ステ ム に拘 泥せ ず,新 しい 輸送 体制 に 即 応 した 新 システ ムにつ い

　 て研 究 ・開 発 を行 う。

(8)総 務 管理

　 　 中央 セ ン ター運 営 の全 般 に 関 して,総 務 管理 を行 う。

4.1.2　 協 同組 合等

　　協 同組 合 等 に お い ては,お おむ ね 次 の よ うな役 割 を担 う。

(1)シ ステ ムの効 率 的利 用

　　 　協 同組 合 等 内 に 設置 さ れ た端 末装 置 を用い て 当 シス テ ム を利 用す るわ け

　　で あ るが,他 の 協 同 組 合 等 あ る いは 組 合員 との情 報 交 換 を密 に して,効 率

　　的 な シ ステ ム運 営 を心 掛 け る必 要 が あ る。

② 　 シ ステ ムに 対す る要 求提 案

　　 　当 シ ステ ムの 利 用に 当 た っ て,疑 問 点,不 都 合 な点,不 便 な点 等 が 発生

　　 した場 合,シ ス テ ムに対 す る要 求 と して 中央 セ ン ター に提案 し,改 善 を促

　　す 。

③ 　 組 合 員 に 対す る シ ステ ム の啓 蒙

　　 　中央 セ ン ター が 行 う シ ステ ム の啓 蒙 に は,詳 か い所 に まで手 が 届 か ない

　　場 合が あ るの で,個 々の 組 合 員 に対 して シ ステ ムの 啓 蒙 を図 り,シ ステ ム

　　化 の メ リッ トの 理 解度 を深 め させ て,シ ス テ ムへ の 参加 を促 す。 参加 組 合

　　員 に対 して は,よ り効 率 の 良い システ ム運 用 を教 育 す る。

　　 　ま た荷 主 に 対 して も シ ステ ム を理 解 して も らい,荷 主 の シ ステ ムへ の 協
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力 を仰 ぐ。



4.2　 シ ス テ ム 経 費

　 本 システ ム を導 入,運 営 してい くた め に は,種 々の経 費が 必要 とな る。

　 一 般 的 に シ ステ ム経 費 を考 え る場 合,シ ステ ム を導 入 す る際 の初 期経 費 と,

シ ステ ム を運営 して い くた めの 運 用経 費 とが あ る。

(1)初 期 経 費

　 ① システ ムの 開 発費

　 　 　 大型 の コ ン ピ ュー タにつ い ては,以 前 よ リソ フ トウ エア の価 値が か な り

　 　 評 価 され て い た が,オ フ ィス ・コ ン ピュー タ等の よ うな小型 の コン ビュー

　 　 タに つ いて は,ハ ー ドウエ アに 付 随 して い る もの とい う観念 が ユー ザ に強

　 　 くあ った。 図4-1に 示 した よ うに,

100

80

　 　 　 60

コ ス ト比率

40、

20

1955 1970

ソ フ トウ ェア

開 　 　 　 　発

ソ フ トウ ェア

メ ン テ ナ ン ス

1985

〔Hardware-Software　 Cost　 Trends(Dr.B.W.Boe㎞.nW)〕

　 　 　 図4-1　 シ ス テ ム 開 発 費 比 率
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　 　最 近 で は 人件 費の 高 騰 と も相 侯 って,ソ フ トウエ アの価 格 は ハ ー ドウエ

　 アの 価 格 を完 全 に逆 転 してい るの が現 状 で あ り,ま た小 型 コ ン ピュ ー タの

　 ユ ーザ ー も ソフ トウエ アの 価 値 を高 く認 め つ つ あ る。

　 　 当 シ ステ ムの ソ フ トウ エアに は,中 央 セ ン タ ー と各 協 同 組 合 等 との オ ン

　 ライ ン処 理 な ど を行 う共 同輸 送 業 務,協 同組 合 等 及び 組 合 員 の 各種 業 務 と

　 が あ り,か な りの 費 用 が 必要 とな る こ とは否 め ない。

　 　 ソ フ トウ エアは シ ステ ム化 に 当た って非 常 に重 要 な もの で あ り,そ の 出

　 来 如 何 に よ って 処理 速 度,処 理 効 率 な どシ ステ ム全 体 に 大 きな影響 を及 ぼ

　 す の で,ユ ー ザー と して も多少 の 出費 は避 け られ ない とい う考 え 方 を持 つ

　 必 要 が あ る。

② 　設 置 関係 費

　 　 コ ンピ ュー タ室 に つ い て は,中 央 セ ン ター,各 協 同組 合 等 に導 入 す る コ

　 ン ピュ一 夕が 大 きなス ペ ー ス を とるほ どの もの で ない た め,事 務 室 の 一 角

　 で 十 分 間 に 合 う。 空 調 設 備につ い て もオ フィス ・コン ピュー タ程 度 の もの

　 で あれ ば,人 間 が快 適 に仕 事が で きる位 の温 度,湿 度 で 問題 な いの で,特

　 に新 た に 設置 す る必 要 は ない。

③ コ ン ピュー タ設置 費

　 　 コ ン ピュー タを搬 入 し,実 際 に稼 動 で きる状 態 にす るま で の各 種 経 費 が

　 約20万 円,共 同輸 送 業 務 は オ ン ライ ン処 理 を行 うため,通 信 回線 の 設置

　 料 が 約10万 円 ほ ど必 要 で あ る。 これ らは当 然 コ ン ピ ュー タ1台 につ い て

　 の経 費 で ある。

④ コ ン ピ ュー タ要 員費

　 　 当 シ ステ ム を導 入 して も,中 央 セ ン ター,協 同組合 等 の 要 員 は現 状 の ま

　 ま で問 題 ない。 しか しなが ら,シ ス テ ム を把 握 す るた めの 教 育 は 行 う必 要

　 が あ る。

⑤ 　 備品 購 入 費

　 　 各 種 ファ イル 等 を保 管す るた め の キ ャ ビネ ッ トな どが 必 要 とな るが,そ

　 れ ほ ど大 きな金 額 とは な ら ない。 これ らは稼 動後 臨機 応 変 に整 え て い け ば
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　　 良い。

(2)運 用経費

　 ① 機械 設備関係費

　　　 リー ス料(買 取の場合は必要 ない)の 事であ り,　「2.2機 器構成」 で説

　　 明 した通 りであ る。

　② コン ピュー タ要員費

　　　 「初期経費」 で説明 した ように特に考え る必要は ない。

　③ 通信回線 使用料

　　　通 信回線の使 用料は,従 量制 回線 と定額制回線 とでは異 な り,ま た電話

　　料 と同様 に地域に よって も異 なる。(表4-1参 照 の事。)

　　　一 般的 には,処 理量(接 続 され ている時間)が 少ない場 合には従 量制 が,

　　処理量が 多い場合 には定額制 が割安 であると言 われてい るが,こ れ も地域

　　 に よって分岐点が違 うため,将 来 の処理量の延び も十分考慮 に入れて検討

　　す る必要が ある。

　④ 　そ の他

　　　 出力帳票 などの消耗品費,中 央 セ ンターか ら統 計資料 等を協 同組合等へ

　　 送る通信 費,電 気料等の光熱 費,な どが必要 である。

　　　 また協同組合等及び組合員の各種業務 の中の,高 速道路通行利 用料金の

　　請求処理 で使 用す るフ ァイルは,(財)道 路厚生会 より借 り入れ るため,こ

　　 の賃借料が1万5千 円～3万 円(月)必 要 となる。

一200一



表4-1　 通 信 回線 使 用料 一 覧 表

従量制回線 定額制回線. 従量制回線 定額制回線

10円 で通話 特定通信回線料金 10円 で通信 特定通信回線料金

都道府県 で き る秒 数 〔C規格〕 都道府県 で きる秒数 〔c規格〕

(対東 京) (千円/月) 〔対 東 京〕 (千円/月)
.

1北 海道 2.5 270 24三 　重 5 140

2青 　森 3 200 25滋 　 賀 4 140

3岩 　手 4 200 26京 　都 4 140

4宮 　城 5 140 27大 　 阪 4 140

5福 　島 6.5 80 28兵 　 庫 4 200

6秋 　田 4 200 29奈 　 良 4 200

7山 　形 5 140 30和 歌 山 4 200

8新 　潟 5 140 31鳥 　取 3 200

9長 　野 6.5 80 32島 　根 3 200

10茨 　城 13 45 33岡 　 山 3 200

11栃 　木 13 45 34広 　島 3 200

12群 　馬 13 45 35山 　 口 2.5 270

13埼 　玉 38 16 36徳 　島 3 200

14千 　 葉 30 25 37香 　川 3 200

15東 　京 180 9 38愛 　媛 3 200

16神 奈 川 38 16 39高 　 知 3 200

17山 　 梨 10 45 40福 　 岡 2.5 270

18富 　山 5 140 41佐 　 賀 2.5 270

19石 　川 5 140 42長 　崎 2.5 270

20福 　井 4 140 43熊 　本 2.5 270

21岐 　阜 5 140 44大 　 分 2.5 270

22静 　岡 8 80 45宮 　 崎 2.5 270

23愛 　知 5 140 46鹿 児 島 2.5 270

囲　ただし従量制回線の場合は基本料が追加され る。　 (昭 和56年3月 現在)
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4.3　 シ ス テ ム 効 果

　 当 システムに よって得 られ る効果 は,次 に示す(1)か ら(7)の通 りであ り,業 界

全体 としてこれ らの効果 を十分 に認識 し,シ ステムの普及 ・啓蒙 に務 めること

が肝 要である。

(1)輸 送情 報の一元 管理に よる効率的な共同輸 送の実施

　　求 荷情 報,求 車情報等の輸送情 報 を中央 センターに集 中させ,各 種 情報を

　一 元的 に管理す る ことに よって効率的 な共同輸送 を実施す る。

②　 中小運送 業界全体の意識 の向上

　　 当システムの導 入に より各種伝票,コ ー ド等が統一化 され る とともに,シ

　 ステム化に よる種 々の環境が整 備され,中 小運送業 界全体 の意識が向上す る。

㈲ 　充実 した管理 資料の活 用に よる荷主の開拓,需 要の増加

　　 当 システ ムでは,売 上,車 両,運 転者,荷 主等に係る各種 管理 資料 を作成

　 す る ことに なってお り,こ れ らを効果的に活 用す ることに よって荷主の開拓,

　 ひいて は需要の増加に繋が る もの と考え られ る。

(4)荷 主 の信頼性確保

　　 荷主 か らの輸送依頼に対 して,自 社 あるいは 自協 同組合 等で賄い きれ ない

　 場 合,当 システムの共 同輸送業 務 を利 用 して迅速に対処す るこ とがで きるし,

　 また荷主へ の請求書等の迅 速 ・正確 なる発行 を行 うこ とに より,協 同組合等

　 及 び組合員に対す る荷主 の信 頼性 を確保す ることがで きる。

(5)業 務量 の増 大に伴 う人員増 の防止

　　 現在 共同輸送 につい ては,例 えばNSTの 場合2名 ～3名 で運営 されてい

　 る。 当 システ ムの導入 に より斡旋作業はコン ピュー タで 自動的 に行 われ るた

　 め,業 務量が増 大 した として も,こ れに伴 う人員増は防止 す ることが で きる。

　　 協 同組合等及 び組合員の各種業務 について も同様 の ことが言 える。

㈲　 人的作業負担の軽 減に よる他業務への振替

　　 共 同輸送業務,協 同組合等及 び組合員の各種業務 と も,当 システムの利 用

　 に よって人的な作業負担 はか なり軽減 され るものと思われ る。 この軽減 され
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　 た 力 を営 業活 動,普 及 活 動 等他 の 業 務へ 積 極 的 に振 り向け る こ とに よ り,需

　 要 の 開拓,シ ステ ム参 加 事業 体 の増 加 等 を達 成 す る こ とが で きる。

(7)帰 り荷 の 確 保,遊 休 車 両 の 減 少 に よる売 上増

　 　 共 同輸 送 の シ ステ ム化 に よ り,帰 り荷 が 確 保 で き,遊 休 車 両 を減 少 す る こ

　 とが で きる。 これ らに よっ て必 然 的 に 売上 が増 加 す るこ と とな る。
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4.4　 利 用 手 順

　 当 シ ステ ム を利 用す る場 合,ま ず 問 題 に な るの が シ ステ ム構 築 の 仕 方 で あ る。

つ ま り,協 同組 合 等及 び 組 合 員の 業 務 の シ ステ ム化 を最 初 に行 い,シ ステ ム化

の 体制 が整 った時 点 で 共 同 輸 送の シ ステ ム化 を行 う(図4-2)の か,あ るい

は 有 志 の 協 同組 合 等が集 結 して 共 同 輸送 業務 の シ ステ ム化 を行 い,逐 次 参 加 事

業 体 を増 やす と と もに 協 同組合 等 及 び組 合員 の業 務 の シ ステ ム化 も進 め て い く

(図4-3)の か,と い っ た 問題 で あ る。

○

協同

組合等

○ ⇒

○ ○
(協 同組合等及び組合員業務のシステム化)

　　 　　　 　　　 　　　図4-2

(共 同輸送を含めた全体的なシステム化)

シ ステ ム構 築 例1

⇒

(有 志による共同輸送業務を中心としたシステム化)(参 加事業体の増加及び全体的なシステム化)

　　　 　　　 　　　 　 図4-3　 シ ステ ム構 築 例2
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　協 同組 合 等 内 にお い て コ ン ピュー タ を導 入 して種 々の業 務 の シ ステ ム化 を図

り成 功 した例 は あ るが,共 同輸 送 業 務 に関 しての シ ステ ム化の 成 功 例 は 今 の と

ころ無 い 。 こ れ は共 同輸 送 の歴 史 が 浅 い こ と もさ る こ となが ら,共 同輸 送 の シ

ス テ ム化が 非常 に難 しい こ と を示 唆 してい る。

　 この よ うな 点か ら 「1.2段 階 的 システ ム化 構 想 」 で記 述 した よ うに,現 時 点

では 協 同組 合 等及 び 組 合 員 の 各種 業 務 か ら段 階 的 に シ ステ ム化 を図 るの が 望 ま

しい よ うに 思 わ れ るが,こ れ は 一般 論 的 な考 え 方 で あ って,共 同 輸送 が メイ ン

業務 で ある とい う協 同組 合 等 もあ り,一 概 に1つ の パ ター ン で進む のは 問 題 が

あ る。

　 したが って,一 方 で は 中 央 セ ン ター と協 同組合 等 と をオ ン ライ ンで 接続 して

共 同輸 送 を実 施(こ の 中 に は 共 同輸 送 業 務 の み をシ ステ ム化 して い る協 同 組合

等 と,共 同輸 送 業 務,協 同 組合 等 及び 組 合員 の 各種 業 務の 両方 を システ ム化 し

て い る協 同組 合 等 とが あ る)し,一 方 で は共 同輸 送 に は参 加 せ ず,協 同組 合 等

及 び 組 合員 の 各 種 業 務 の み の シ ステ ム化 を実 施 す る と い うよ うな混 在 型 が 現実

的 な パ ター ンで は ない か と考 え られ る。(図4-4,表4-2を 参 照 の 事 。)

(共同輸送業務

のシステム化あ

るいは共同輸送

を含めた全体的

なシステム化)

○

○

○

(協 同組合等及び組合員業務

のシステム化)

図4-4　 システ ム構 築 例3
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表4-2　 シ ステ ム参 加形 態

共 同 輸 送 の　参 加 形 態 協同組合等及び組合員の

　各種業務のシステム化電 話 等 に よ る参 加 オンライン処理への参加

○
○ ○

○
○ ○

○

　 次 に協 同 組合 等が 当 シ ステ ム を利 用す る場合 の手 順 に つ い て説 明す る。

　 協 同組 合 等 では,当 シス テ ムへ 参加 す る場合,ま ず どの業 務へ どの よ うな形

で参 加 す るの か を考 え て おか なけ れば な らない。

　 当 システ ムでは,協 同 組 合 等 の諸 事情 を考 慮 して,次 に示 す4段 階 の方 法 を

想 定 して い る。

　 。　 電 話,フ ァ ク シ ミ リ等の 情 報伝 達 媒 体 を通 じて斡 旋 作 業 を進 め る方 法

　 。　 テ レ フ ォ ン ・ター ミナ ル 等 の簡 易 端末 装置 を用い て 中央 セ ン ター と情 報

　　 交換 を行 う方 法

　 。　 協 同組 合等 及 び 組 合 員の 業務 の一 部 も同 時 に行 うた め,イ ンテ リジ ェン

　　 ト ・ター ミナル 等 を導入 す る方 法

　 。　 協 同組合 等及 び組 合 員の 全 般 的業 務 も同 時 に シ ステ ム化す る た め にオ フ

　　 ィス ・コ ン ピュ ー タあ る い は小 型 コ ン ピュー タ を導 入 す る方 法

　 各 協 同組 合 では,以 上 の4段 階 の 中 か ら自協 同組合 等 に最 適 な方 法 を検討 す

る必 要 が ある。

　 こ の4段 階 の方 法 と参 加 対象 業 務 と を照 ら し合 わせ て 考 え る と,次 の よ うに

な る。

(1)共 同輸 送業 務 だ け に参 加す る場合

　　 こ の場合 は,電 話 ・フ ァク シ ミ リ等 を用 い て情 報交 換 を行 うか,あ るい は

　 簡 易 端 末 装置 を利 用 して オ ン ライ ン処 理 を行 うか の選 択 で ある。(近 い将 来
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　 共 同輸 送 以 外 の 業 務 の シ ステ ム化 も行 う意 向 が あ る場 合 は,イ ンテ リジ ェ ン

　 ト ・ター ミナル,オ フ ィ ス ・コン ピュー タあ るい は小型 コ ン ピュー タ を導 入

　 す る こと も考 えて お く必 要 が あ る。)情 報 の送 信 ・受信 が デ ィス プ レ イ端 末

　 装置 の よ うに ス ム ーズ で は ないが,買 取 価格35万 円 とか な り安 価 で しか も

　 電話 よ り も迅 速 ・正 確 に斡 旋 情 報が 得 られ るテ レ フォ ン ・ター ミナ ル は,共

　 同輸 送 業 務 だけ の シ ステ ム化 を図 る場 合 に は非 常 に有 力 な機器 で あ る と言 え

　 る。

(2)協 同 組 合 等 及び 組 合 員 の 各種 業 務 だ けに参 加 す る場 合

　 　 イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナル は,あ くまで も端 末 装 置 で あ り,端 末 装 置

　 に 処理 機 能が 付 加 され た とい う意 味合 いが 強 く,端 末 と しての機 能 を 多 く有

　 して い る。 したが って,協 同組 合 等及 び 組 合 員 の 各種 業 務 処理 を行 うに は,

　 あ ま り適 して い ない。

　 　 処理 量,将 来 構 想 等 を考 慮 して,オ フ ィス ・コ ン ピュー タあるい は 小 型 コ

　 ン ピュー タ を導入 す る こ とが 望 ま しい と思 われ る。

(3)共 同輸 送業 務 及 び共 同輸 送 以 外 の業 務 の 両 方 に参加 す る場 合

　 　 処理 量,将 来 構 想 等 を加 味 して,イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナル,オ フ ィ

　 ス ・コ ン ピュー タ,小 型 コ ン ピュー タの 中か ら最 適 な もの を選択 す る こ と と

な る。

　 　 いず れ に して も,一 挙 にす べ て の業 務 の シス テ ム化 を行 う より も,協 同組 合

　 合 等の 体 制 整 備 に合 わせ て 段階 的 に 進 め てい くこ とが肝 要 で ある。
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4.5　 導 入 手 順

　 協 同組 合 等が 当 シ ステ ム を導 入 す る場 合,お よそ 次 の図4-5に 示 す よ うな

手 順 で進 め る こ とが 必要 で あ る。

要　員　の　訓　練

　 　 　 プログラム修正

図4-5　 シ ステ ム導 入 手 順

(1)適 用業務 の選定

　　 共 同輸 送業務,協 同組合 等及び組合員の各種業務 について,ど の業務か ら

　 利 用す るのか,あ るいはすべて の業務 を一挙に システム化するのか を,自 協

　 同組合等の実情に照 らし合わせ なが ら,明 確に方針 を決定す る必要が ある。

②　参加形 態の決定

　　 特 に共同輸 送業 務につ いては,い くつかの参加形態が あるため,こ の 中で

　 自協 同組合等に最適な もの を選定す る必要が ある。

(3)導 入機種の選定

　　 適 用業 務及び参 加形 態の決定 に基づいて,導 入機種 を選定す る。

(4)プ ログラム修正

　　 共 同輸送業務に関 しての プ ログ ラム修正は必要 ないが,協 同組合等及び組

　 合 員の各種業務については,そ れぞれの協 同組合等あるいは組合員の特殊 性

　 が あるため,標 準 的 なプログ ラムの手 直しが必要 となる。

㈲ 　要員の訓練

　　 当 システムを実施す るに当た っては,コ ンピュー タ及び適 用業務 の両方に

　 精 通 した要員が必要で あり,こ の よ うな人材 を養成する ことが必要である。
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　 コ ン ピュー タだ け につ い て考 え て み る と,当 システ ムで 使 用す る コン ビ ュー

　 タは か な り簡 易 な方 法 で 操作 が 可 能 なため,短 期 間 で養 成 で きる もの と思 わ

　 れ る。

(6}　 シ ステ ム ・テ ス ト

　 　 す べ て の プ ログ ラム修 正 が 完 了 した時点 で,デ ー タを入 力 し,最 終 時 点 に

　 お い て 出 力 され る情 報 の結 果 が 正 しい もの で あるか テ ス トし,シ ステ ム全 体

　 の 信 頼度.効 率等 を評 価 す る。 この 時点 で使 用す るデ ー タに は種 々の 条件 を

　 持 た せ,シ ステ ムが そ れ らすべ て に正 確 に対 応 で きる こ と を確 認す る。

(7}並 行 作業

　 　 シ ステ ム ・テ ス トが終 了す る と,本 稼 動へ と移 行 す るわ け で あ るが,テ ス

　 トが スムー ズ に運 ん で も本稼 動 で 実 際 の デ ー タを使 用す る と,思 いが け ない

　 事 態が 生 じる場 合 が ま ま あ る。 そ の た め 当初 の一 定 期 間 は,多 少 煩雑 で は あ

　 っ て も,コ ン ピュ ー タ処 理 と手 作 業 での処 理 と を並 行 して 行 う ことが 不 可欠

　 で あ る。

(8)実 　 施

　 　 シ ステ ム ・テ ス ト,並 行 作 業 と も完 了 し,す べ ての処 理 の 確 認 が終 った 時

　 点 で,本 稼 動 とな る。
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5.模 擬 　実 　験

5.1

5.2

5.3

使用機器

実験方法 とその結果

実験 分析





5.模 擬 実 験

5.1　 使 用 機 器

(1)機 器 構 成

　　 共 同輸 送 斡 旋 シス テ ムは,FACOM　 M-160(OSW)と,端 末 装 置 の,

　 SONY　 TEKTRONIXを,モ デ ル機 種 と して 開発 した。

中 央 処 理 装 置

FACOM　 M-160

　 ディスプレイ装置

SONY　 TEKTRONIX

　 　 　 4014

(2)　 ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

参加事業

　マスタ

車 両

マスタ

共 同輸 送 斡 旋

　 　 シス ァ ム

ドッキング

プアイル
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　 この シス テ ムは,8つ の 機 能(斡 旋 情 報 の検 索,登 録,変 更,削 除,斡 旋

成 立,輸 送 状 況 更 新,照 会,斡 旋状 況 照会)を もって お り,参 加 事 業 体 マス

タ,求 荷 フ ァイ ル,求 車 フ ァ イル,ド ッキ ング フ ァ イル,車 両 マ ス タ等 を参

照 しなが ら処 理 を行 う。

　 ま た,8つ の機 能 は,そ れ ぞ れ 機 能 単 位 の プ ・グ ラム と して,次 図 の よ う

な構 成 に な る。
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(3)　 TSS

　 ① 　 TSSの 概 要

　 　 　 こ の 共 同 輸 送 斡 旋 シ ス テ ム は,TSS(Time　 Sharing　 System)の 下 で

　 　 作 動 す る。TSSと は,多 数 の 利 用者 が 一 つ の コン ピュー タ シス テ ムを,

　 　 端 末 か ら時 分割 して利 用 す る 処理 方 式 で あ る。

　 　 　端 末 と コ ン ピュー タ シス テ ム とは一 般 に,通 信 回 線 で接 続 され て お り,

　 　 デ ー タの 受 け渡 しは この 通 信 回線 を通 して 行 われ る。TSSに お け る処理

　 　 は,端 末 の利 用者 と シス テ ムが会 話す る とい う形 で 行 われ,端 末 の利 用者

　 　 が シス テ ムに語 りか け るには,コ マ ン ドと呼 ばれ る もの を用 い て行 う。 コ

　 　 マ ン ドは,簡 単 な英 単 語 か らな って い るの で,計 算機 に あ ま り縁 の ない人

　 　 で も容 易 に覚 え られ る。 シス テ ムは,コ マ ン ドに よ って要 求 され た処理 を

　 　即 時 に行 い,結 果 を端 末 の利 用者 に返 して くるの で,利 用 者 は そ の 応 答 に

　 　 も とつ い て次 の 指示 を与 え る。

　 　 　 この よ うに,TSSは,入 と機 械 が相 互 に反応 し合 って処 理 を進 め てい

　 　 く,い わ ゆ る マ ン ・マ シン シス テ ムで あ る。 この よ うな シス テ ムの も とで

　 　は,人 と機 械 が 互い の 長 所 を生 か し,短 所 を補 い合 うの で,広 範 囲 に渡 る

(　 処 理 も非 常 に効 率 よ く行 うこ とが で きる。

② 　 TSSの 特 徴

　 　 　 TSSに は以 下 の よ うな 特 徴 が あ る。

　 　 a)多 数 の利 用 者 が,端 末 か ら同時 に1台 の コ ン ピュ ー タ を共 同利 用 で き

　 　 　るo

　 　 b)通 信 回線 を通 じて,遠 隔地 の端 末 か らで も,中 央 の大 型 コ ン ピ ュー タ

　 　 　を,あ たか も1人 で 占有 してい るか の よ うに使 用 で きる。

　 　 c)人 間 とコ ン ピュー タ との 会 話 機 能 が 充 実 してい る ので,相 互 補 完 に よ

　 　 　る生 産 性 及 び 作業 の 質 の 向上 が 期 待 で きる。

　 　 d)要 求 した作 業が 即 時 に処 理 され,そ の結 果 も直 ちに端 末 の 利 用 者 に返

　 　 　され るo

　 　 e)コ ン ピュー タに 不 慣 れ な 人 で も,容 易 に コ ン ピュー タ を利 用 す る こ と
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　 　 が で き る。

③ 　 TSSの 効果

　 　 以 上 に 述 べ た 特 徴 か ら,次 の よ うな効 果 が 考 え られ る。

　 a)プ ログ ラ ム 開発 の生 産 性 向上

　 　 　 会 話 形 式 に よる プ ログ ラム作 成機 能 等 を もち,ま た,待 ち 時 間 に よる

　 　 る思 考 の 中断 もない の で,プ ログ ラムの 開 発 に要 す る時 間が 短 縮 され,

　 　 開 発 費 用が 軽 減 で き る。 更 に,操 作 が 容 易 で ある こ とな どか ら,コ ン ビ

　 　 ュ一 夕を使 ってい る こ とを余 り意 識 せ ず に済 む の で,利 用者 は,本 来 の

　 　 仕 事 に集 中す る こ とが で きる。

　 b)人 間 と機 械 の相 互 作 用

　 　 　 処 理 に よ っては,す べ て コ ン ピュ ー タに まか せ て しま うよ り も,そ の

　 　 途 中で 人 間 の判 断が 介 入 した 方が 効 率 の よい場 合 が あ り,TSSで は,

　 　 そ れ が 可 能 で ある。

　 C)コ ン ピュー タ人 口の増 加

　 　 　 コ ン ピュ ー タに不 慣 れk人 で も,TSSを 通 じて コ ン ピュー タに親 し

　 　 む こ とに よって,よ り高度 な利 用 方 法 を 身に つけ,そ れぞ れ の 専 門分 野

　 　 です ぐれ た ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラム を作成 で き る よ うに な る可 能 性

　 　 が あ る。

　 d)多 数 の利 用 者 が1つ の コ ン ピ ュー タを共 同で 使 用す るの で,小 型 なみ

　 　 の 費 用 で大 型 コン ピュ ー タを利 用 で きる。
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5.2　 実 験 方 法 と そ の 結 果

　 5.　2.1　 プ ログ ラ ム の説 明

　 (1)共 同 輸送 斡 旋 処理 メ イ ン コ ン トロー ル(NKKOOO)

　 　 ① 　処 理 概 要

　 　　 　 共 同輸 送 斡 旋処 理 の各 プ ログ ラム を コ ン トロー ルす る。

　 　 ② 　画 面 入 力項 目

　 　　 　　プ ログ ラ ムN5.

　 　 ③ 　処理 手 順

　 　　 　 1)見 出 し等 の 表示

　 　　 　　 画 面 に見 出 し及 び プ ログ ラムNδ.と プ ・グ ラム名 を表 示 す る。

　 　　 　2)プ ログ ラムNro.の 入 力

　 　　 　　 　プ ログ ラムNδ.を 入 力す る。1～9以 外 の文 字 で あれ ば,再 入 力 を

　 　　 　 促 す。

⑤

⑤

◎

③

◎

⑦

⑧

プ ログ ラムN6.が1の と き

斡旋 情 報 検 索処 理(NKK　 100)を 呼 び 出す。

プ ログ ラムNδ.が2の と き

斡 旋 情 報登 録 処理(NKK　 200)を 呼 び 出す。

プ ログ ラムN∂.が3の とき

斡 旋条 件変 更 処 理(NKK　 300)を 呼 び 出す。

プ ログ ラムNδ.が4の と き

斡 旋成 立 処 理(NKK　 500)を 呼 び 出す。

プ ログ ラムNδ.が5の と き

斡 旋 情 報 取 り消 し処 理(NKK　 400)を 呼 び 出す。

プ ログ ラムNδ.が6の と き

輸 送 状 況 更新 処 理(NKK　 600)を 呼 び 出す。

プ ログ ラムN6.が7の とき

斡 旋状 況 照 会 処 理(NKK　 700)を 呼 び 出 す。

　　 　 　　 　　 　　 　-215一



　 　 　⑪ プ ログ ラ ムNδ.が8の と き

　 　 　 　 　輸 送 状 況 照 会処 理(NKK　 800)を 呼 び 出す。

　 　 　① プ ・グ ラムNδ.が9の とき'

　 　 　 　 　処 理 を 終 了す る。

(2)斡 旋 情 報検 索処 理(NKK　 100)

　 ① 　 処 理概 要

　 　 　 画 面 よ り入 力 され た求 荷,ま た は求 車 情 報 と,既 に フ ァ イル され てい

　 　 る求 車 フ ァイ ル,求 荷 フ ァイ ル との条 件 判 定 を行 い,結 果 を画 面 に表 示

　 　 す る。

　 ② 　 画 面 入 力項 目

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

登録 の判 定

求 荷 ・求 車 の 区分

協 同組 合 コ ー ド

発 地 コ ー ド

着 地 コー ド

輸送(空 車)年 月 日時

運 賃

車 両 ナ ン バ ー

品 名 コ ー ド

貨 物 重 量

装 備

要 員

回 答 期 限

受 付 連 番

③ 　処 理 手 順

　 1)斡 旋 情 報 入 力

　　 　 求荷 ・求 車 の区 分 を入 力 す る。 この 区 分 が|E'で あれ ば ・処 理 を終

　　 了 す る。111の と きは 求 荷 情 報,`2`の ときは 求 車情 報 で あ り,そ れ
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以 外 の場 合 は 再 入 力 す る。 各項 目を入 力 した際 に エ ラー チ ェ ック を行

い,2回 続 け て エ ラー で あれ ば,最 初 の入 力(協 同組 合 コー ド)か ら

や り直 す。

o　 求荷 情 報 の 入 力

　③ 　協 同組 合 コ ー ド

　 　 　 iEiで あれ ば,求 荷 ・求 車の 区 分 を入 力 す る と ころへ 戻 る。 ま

　 　 た,参 加事 業 体 マ ス タを参 照 して,一 致 す る コー ドが なけ れ ば エ

　 　 ラー とす る。

⑤ 　発 地 コ ー ド

　 　 　 1011か ら1471の 数字 で なけ れ ば エ ラー とす る。

◎ 　着 地 コー ド

　 　 　 101`か ら1471の 数 字 で なけれ ば エ ラー とす る。 入 力 しな く

　 　て も よい。

⑥ 　空 車年 月 日時

　 　 年 は,811以 上,月 は,|Oltか ら1121,日 は`01|か ら

　 　 131㌧ 時 は101`か ら1241の 範 囲 内 で な けれ ば エ ラー とす る。

◎ 　 希望 運 賃

　 　 数 字 で な け れ ば エ ラー とす る。 入 力 しな して も よい。

Φ 　 4桁 の数 字 で な け れ ば エ ラー とす る。

@　 装 備 コー ド

　 　 　 Iliか らisiの 数 字 でkけ れ ば エ ラ ー とす る。 入 力 しな くて も

　 よ いo

コ ー ド 意　　　　味

1 ロ　　　　ー　　　　プ

2 シ　 　　　ー　　　　ト

3 ワ　　　 イ　　　 ヤ

4 ガ　 ッ　 チ　ャ　ー

5 あ　　　て　　　木
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⑪ 　要 員 コ ー ド

　 　 111,ま た は12}で な けれ ば エ ラー とす る。 入 力 しkく て も よ い。

コ ー ド 意　　　　味

1 あ　　　　　　　り

2 な　　　　　　　　し

o　 求 車 情 報 の 入 力

　 @　 協 同組 合 コ ー ド

　 　 　 'E'で あれ ば,求 荷 ・求 車 の 区 分 を入 力す る と ころへ 戻 る。 ま

　 　 た,参 加 事 業 体 マス タを参 照 して,一 致 す る コー ドが なけ れば エ

　 　 ラー とす るo

　⑤ 　発 地 コー ド

　 　 　 |01`か ら`471の 数字 でltけ れ ば エ ラー とす る。

　 ◎ 　着 地 コ ー ド

　 　 　 1011か ら1471の 数字 で な けれ ば エ ラー とす る。

　④ 　輸 送 年 月 日時

　 　 　年 はt811以 上,月 は1011か ら`121,日 は1011か ら

　 　 131`,時 は|011か ら124|の 範 囲 内 で なけ れ ば エ ラー とす る。

　 ◎ 　運 賃

　 　 　数 字 で なけ れば エ ラー とす る。

　 ① 　品 名 コー ド

　 　 　 2桁 の数 字 で な けれ ば エ ラー と し,上1桁 は11|か ら151の コ

　 　 ー ドで,こ れ は 車 両 形体 と対 応 す る。

コ ー ド 意　　　　味

1 平　　ボ　　デ　　ィ

2 ユ　　ニ　　ッ　　ク

3 ノく　　　　　　　　　　　 ン

4 保　　　　　　冷

5 そ　　　の　　　他
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　 @　 貨 物 重 量

　 　 　 数 字 で なけ れ ば エ ラー とす る。

2)斡 旋 条 件 判 定

　 o　 求 荷 依 頼 の場 合

　 @　 輸 送 区 間

　 　 　 発 地,着 地 と も コー ドが 同 じで あるか,あ るい は 隣 接県 コ ー ド

　 　 　テ ー ブ ル の該 当す る位 置 の内容 と一 致 す る もの。 着 地 が 入 力さ れ

　 　 　なか った場 合 は,条 件 に合 って い る もの と して判 定 は 行 わ ない。

　 ⑤ 　輸 送 期 日

　 　 　 求 荷 依 頼 の年 月 日時 ≦求 車 フ ァイル の 輸送 年 月 日時

　 　 　 　この 関 係 が成 立 して いれ ば,条 件 に合 って い る もの とす る。

　 ◎ 　積 載 量

　 　 　 車 両 ナ ンバ ーに よ って,車 両 マス タ を読み 込 み,該 当す る車 両

　 　 　の 積 載量 が 求 車 フ ァ イル の貨 物 重両 と比 較 して,

　 　 　 　車 両 の積 載 量 ≧ 求 車 フ ァイル の貨 物 重 量

　 　 　で あ れ ば,条 件 に 合 う もの とす る。

　 　⑥ 　車 両 形 体

　 　 　 　車 両 マス タの 車 両 形 体 と求 車 フ ァイ ルの 品 名 コ ー ドの上1桁 が

　 　 一 致 す れ ば,条 件 に 合 う もの とす る。

　 o　 求 車 依 頼 の場 合

　 　③ 　 輸 送 区 間

　 　 　 　発 地,着 地 と も コー ドが 同 じで あるか,あ るい は 隣接 県 コー ド

　 　 　テ ー ブ ルの 該 当す る位 置 の 内容 と一 致 す る もの。 求 荷 フ ァイル の

　 　 　着 地 コ ー ドが 空 白で あれ ば,条 件 に合 って い る もの とす る。

　 　⑤ 　輸 送 期 日

　 　 　 　求 車 依 頼 の 年 月 日時 ≧求荷 フ ァ イル の空 車年 月 日時

　 　 　 上 の 関 係 が 成 立 して いれ ば,条 件 に合 うもの とす る。
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　◎ 　貨 物 重量

　 　 　求 車 依 頼 の 貨物 重 量 ≦求 荷 フ ァ イルの 積 載 量

　 　 上 の 関 係が 成 立 してい れ ば,条 件 に合 うもの とす る。

④ 　品 名 コー ド

　 　 　品 名 コ ー ドの上1桁 が,求 荷 フ ァイ ルの 車 両形 体 と一 致 してい

　 　れ ば 条 件 に合 うもの とす る。

　以 上 の 判 定 を行 って,条 件 に合 う情 報 が あれ ば 画面 に表 示 す る。 項

目は 次 の 通 りで あ る。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

受付番号

協 同組合 コー ド

電話番号

担当者氏名

発地

着地

年 月 日時

運賃

貨物重量　 (求 荷依頼の場合)

品名 コー ド(　 　　 〃　 　　 )

装備

要員

積載量

車両形体

アオ リ

幌

(求 車依頼の場合)

(

(

(

(

(

〃

〃

〃

〃

〃

)

)

)

)

)

ア オ リと 幌 の コ ー ドと意 味 は,以 下 の よ うに な る。
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ア オ リ

コ　ー ド 意 味

1 1 段

2 2 段

3 3 段

幌

コ ー ド 意 味

1 あ り

2 無 し

斡旋情報の表示例 を以下 に示す。

求荷依頼に対す る斡旋情報

***ア ッ セ ン 　 ジ ョ ウ ホ ウ***

1 ウ ケ ツ ケ　 パ ン ゴ ウ 8102059020

キ ョ　ウ　ド ウ ク ミ ァ ィ 0601　 　 ヤ マ ガ タ　　ト ラ ック　　ウ ン ソ ウ ジ ギ ョ ウ

TEL. 0236-33-2630

タ ン ト ウ シ ャ　 シ メ イ ア ベ 　 シ ン イ チ

ハ ッチ 25　 　シ ガ

チ ャ ク チ 17　 　イ シ カ ワ

ネ ン ゲ ツ ニ チ ジ 81.2・7・13

ウ ン チ ン 60000

カ モ ツ　 ジ ュ ウ リ ョ ウ 03400

ヒ ン メ イ　 コ ー ド 11
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求車依頼 に対す る斡旋情報

***ア ッ セ ン 　 ジ ョ ウ ホ ウ***

1 ウ ケ ツ ケ　 パ ン ゴ ウ 8102050030

キgウ ド ウ　 ク ミァ イ 1302　 　 トウ キgウ ト　 カ モ ツ ウ ン ソ ウ

TEL. 03-833-551

タ ン ト ウ シ ャ　 シ メ イ キ ノ シ タ　 イ サ ム

ハ ッチ 01　 ポ ッ カ イ ドウ

チ ャ ク チ 04　 　ミヤ ギ

ネ ン ゲ ッ ニ チ ジ 81.2.9.　 8

ウ ン チ ン

ソ ウ ピ 1

ヨ ウ イ ン ナシ

セ キ サ イ　 リ ョ ウ 5.0

ケ イ タ イ 1

ア オ リ 1

ホ ロ 2

条 件 に合 う情 報 が な け れ ば,以 下 の メ ッセ ー ジを表 示 す る。

*ア ッ セ ン 　 ジ ョ ウ ホ ウ 　 ナ シ 　 ト ウ ロク=1　 ヘ ン コ ウ=2:

　 　　 　 この と き111が 入 力 さ れ れ ば,回 答 期 限,受.付 連番 を入 力 して求荷,

　 　　 ま たは 求 車 フ ァイ ルへ 登 録 す る。`2'が 入 力 さ れ れ ば登 録 せ ず に,求

　 　　 荷,求 車 の 区 分 を入 力す る ところへ 戻 る。

(3)斡 旋情 報 登 録 処 理(NKK　 200)

　 ① 処理 概 要
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　　　端末装 置か ら入 力された求荷,あ るいは求車情報 をそ れぞれ求荷 ファ

　　 イルへ登録 す る。

　② 　入力項 目

　　 ●　 求荷 ・求車の区分

　　 ●　 協同組合 コー ド

　　 ●　 発地 コー ド

　　 ●　 着地 コー ド

　　 ●　 輸送(空 車)年 月 日時

　　 ●　 運賃

　　 ●　 車両 ナンバー

　　 ●　 品名 コー ド

　　 ●　 貨物重量

　　 ●　 装備

　　 ●　 要員

　　 ●　 回答 期限

　　 ●　 受付連番

　③　処理手順

　　　斡旋条 件の判定 を行わ ない こと以外は,斡 旋情報検索処理 とまった く

　　 同 じである。

(4)斡 旋条 件変 更処理(NKK　 300)

　① 　処理概要

　　　 既に登録 されてい る求荷 フ ァイル,求 車 フ ァイルの斡旋条 件の内容 を

　　 端末 装置か ら入力され た情報に基 づいて変更す る。

　 ②　入力項 目

　　 ●　 求荷 ・求車の区 分

　　 ●　 受付番号

　　 ●　 項 目番 号

　　 ●　 修正項 目

　　　　　　　　　　　　　　　一223一



●

●

●

●

●

●

●

●

発地

着地

年月 日時

車両ナ ンバー(求 荷情報)

運賃

貨物重量 　　 (求 車情報)

品名 コー ド　 (　 　〃　　)

回答期限

③ 　処理 手 順

　 1)見 出 し等 の表 示

　 　 　見 出 しを表 示 して,求 荷 ・求 車 の 区 分 を入 力す る。　 111の と きは,

　 　 求 荷情 報,|2iの ときは 求 車 情 報 の 変 更 を意 味 し,　 iE`が 入 力 され た

　 　 場 合 は 》処 理 を終 了す る。 そ れ 以 外 の 文 字 が入 力 され た と きは,エ ラ

　 　 ー と して再 入 力 を促 す。

　 　 　次 に受 付 番 号 を入 力 し,求 荷 フ ァイル,あ る いは 求 車 フ ァ イル に存

　 　 在 しな けれ ば,エ ラー と して

　 　 　 　 　 ガ イ トウ レコ ー ド ガ ナ イ

　 　 と表示 して再 入 力す る。|E'が 入 力 さ れ た と きは,始 め に 戻 る。

　 2)レ コー ド内容 の 表 示

　 　 　求荷 フ ァ イル,あ るい は 求 車 フ ァ イル の変 更 す る レ コ ー ドの 内容 を

　 　 画 面 に表 示 す る。 変 更 で き る項 目は以 下 の とお りで ある。

●

●

●

●

●

●

●

発 地 コ ー ド

着 地 コ ー ド

年 月 日時

車両 コ ー ド(求 荷情 報)

貨 物 重 量 　 (求 車 情 報)

品名 コ ー ド(　 　〃　 　 )

運 賃
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●　 回答期限

　求荷情 報の変更項 目

***キ ュ ウ シ ャ 　 ジ ョ ウ ホ ウ***

ウ ケ ツ ケ　 バ ン ゴ ウ　　　8102040130

キ ョ ウ ド ウ　 ク ミア イ　 　0401001

1 ハ ッチ　　　　　　　　　　13

2 チ ャ クチ　　　　　　　　 04

3 ネ ン ゲ ツ ニ チ ジ　 　 　 　 81.03・31.07

、4 シ ャ リ ョ ウ コ ー ド　　　　0001

5 ウンチ ン　　　　　　　　 35000

6 カ イ ト ウ　 キ ゲ ン　　　 　81.03.30

コ ウ モ ク 　 パ ン ゴ ウ　 :

求車情報 の変更項 目

***キ ュ ウ シ ャ 　 ジ ョ ウ ホ ウ***

ウ ケ ツ ケ バ ン ゴ ウ 8102059040

キ ョ ウ ド ウ ク ミ ア イ 1001

1 ハ ッチ 25

2 チ ャクチ 17

3 ユ ソ ウ ネ ン ゲ ツ ニ チ ジ 81・03.29・12

4 カ モ ツ ジ ュ ウ リ ョ ウ 03500

5 ヒ ン メ イ コ ー ド 11

6 ウ ン チ ン 50000

7 カ イ ト ウ キゲン 81.03.28

コ ウモ ク 　 バ ン ゴ ウ　 :
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3)変 更 処 理

　 項 目番 号 を入 力す る。tEiが 入 力 され れ ば,修 正 され た内 容 で求 荷,

　あ るい は 求 車 フ ァイル の 内容 を書 き換 え て 始 め に 戻 る。 項 目番 号は,

　求荷 情 報 の場 合 が111か ら`61,求 車 情 報 の場 合 はlltか ら`71の 範

　囲 内 で な けれ ば エ ラー と し,再 入 力す る。 正 しい項 目番 号 が 入 力され

　た ら,各 々の項 目につ い て以下 の よ うな エ ラーチ ェ ック を行 う。

　 o　 求荷 情 報

　 ③ 　発 地

　 　 　 　 1011か ら147|の 数 字 で な けれ ば エ ラー とす る。

　 　⑤ 　着 地

　 　 　 　 |011か ら1471の 数 字 か,あ るい は空 白で なけ れ ば エ ラー と

　 　 　す る。

　 　◎ 　年 月 日時

　 　 　 　年 はi801以 上,月 は'01⑪ か ら112㌧ 日はiOliか ら`311,

　 　 　時 は'011か ら124`の 範 囲 内 で なけ れば エ ラー とす る。

　 　⑥ 　車 両 コー ド

　 　 　 　数 字 で なけ れ ば エ ラ ー とす る。 正 しけ れ ば,車 両 マ ス タ を読 み

　 　 　込 み,車 両 コー ドが 同一 の レ コー ドを捜 し,求 荷 フ ァイル の 車 両

　 　 　 コー ド,積 載 量,車 両 の長 さ,車 両形 体,ア オ リ,幌 を車 両 マス

　 　 　 タの 内容 で 置 き換 え る。 該 当す る レ コー ドが見 つ か らなけ れ ば,

　 　 　車 両 コ ー ド以 外 は 空 白に す る。

　 　◎ 　 運 賃

　 　 　 　数 字,あ る いは 空 白 でな け れば エ ラー とす る。

　 　① 　回 答 期 限

　 　 　 　年 は|801以 上,月 は1011か ら1121,日 はiOILか ら|31'

　 　 　の 範 囲 内で,か つ年 月 日時 よ り後 の 日付 で なけ れ ば エ ラー とす る。

　 O　 求 車 情 報

　 　③ 　発 地
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　 　 　 　 　 　 求 荷 情 報@と 同様

　 　 　 　 ⑤ 　 着 地

　 　 　 　 　 　 1011か ら0471の 数 字 で なけ れ ば エ ラー とす る。

　 　 　 　 ◎ 　 輸 送 年 月 日時

　 　 　 　 　 　 求荷 情 報 ◎ と同様

　 　 　 　 ④ 　 貨物 重 量

　 　 　 　 　 　 数 字 で なけ れ ば エ ラー とす る。

　 　 　 　 ◎ 　品 名 コー ド

　 　 　 　 　 　 数 字 で なけ れ ば エ ラー とす る。

　 　 　 　 ⑦ 　運 賃

　 　 　 　 　 　 数 字 で な け れば エ ラー とす る。

　 　 　 　 ⑧ 　 求荷 情 報 ① と同様

　 　 　 　 　 以 上 の よ うな エ ラー チ ェ ック を行 っ て,エ ラーが な けれ ば 入 力 し

　 　 　 　 た 内容 で求 荷,ま た は 求車 フ ァイル の 内 容 を変 更す る。

(5)斡 旋 情 報 取 り消 し処 理(NKK400)

　 1)処 理 概 要

　 　 　 求 荷 フ ァ イル,あ るいは 求 車 フ ァ イル に登 録 され てい る情 報 を取 り消

　 　す 。

　 2)入 力項 目

　 　 ●　 求 荷,求 車 の区 分

　 　 ●　 受 付 番 号

　 3)処 理手 順

　 　◎ 　 求 荷,求 車 の 区 分入 力

　 　 　 　見 出 しを表 示 して,求 荷,求 車 の 区分 を入 力す る。iE'が 入 力 され

　 　 　れ ば 処 理 を 終 了す る。 そ れ以 外 はil`か12tで なけ れ ば エ ラ ー と し,

　 　 　再 入 力す る。

　 　⑤ 受 付 番 号 の 入 力

　 　 　 　受 付 番 号 を入 力 し,'Elの ときは◎ に戻 る。 そ うで なけ れ ば 求荷,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -227一



　　 　 求車 の区 分 がellの と きは 求 荷 フ ァイル,`2`の ときは 求 車 フ ァ イル

　　 　 を読 み込 み,同 一 の 受 付 番 号 を もつ レコ ー ドを捜 す。 見 つ か らな い と

　　 　 きは,

　　 　 　 ガイトウ　レコー ド　ガ　ナイ　サイニュウリョク　スル=Y　 シナイニN

　　 　 と表 示 して,|Y'な ら@に 戻 り,IN|な ら処理 を終 了 し,そ れ 以 外 な

　　 　 ら再 入 力 す る。

　　◎ 　 レ コー ドの 削 除

　　 　 　該 当す る レ コ ー ドの キ ャ ンセ ル標 識 を111に して ◎ に 戻 る。

(6)　斡 旋成 立処 理(NKK　 500)

　 1)処 理概 要

　　 　 端 末 装 置 よ り入 力 され た斡 旋 成 立 情報 に 基 づ い て,該 当す る求 荷 フ ァ

　　 イノじ及 び 求 車 フ ァ イ.ルの 内容 を ドッキ ング フ ァ イルへ 移 行す る。

　 2)入 力項 目

　　 ●　 求荷 フ ァイル の 受 付番 号

　　 ●　 求 車 フ ァイル の 受 付 番号

　 3)処 理 手 順

　　 ③ 　 求荷 フ ァイ ルの 受 付番 号 入 力

　　 　 　 見 出 しを表 示 して求 荷 フ ァイル の 受付番 号 を入 力 す る。 この と き

　　 　 iE|が 入 力 され れ ば,処 理 を終 了 す る。 そ れ以 外 は 求 荷 フ ァイ ルを探

　　 　 察 し,同 一 の受 付 番 号 を もつ レ コー ドが 見 つ か らなけ れ ば,エ ラー と

　　 　 して再 入 力 す る。

　　 ⑤ 求 車 フ ァ イル の 受付 番 号 入 力

　　 　 　 求車 フ ァ イル の 受付 番号 を入 力 し,|E'の 場 合 は③ に 戻 る。　 |E'で

　　 　 な けれ ば 求 車 フ ァ イル を探 索 して,同 一 の受 付 番 号 を もつ レ コー ドが

　　 　 見 つ か らなけ れ ば,エ ラー と して再 入 力す る。

　　 ◎ 　 ドッキ ン グ フ ァイル へ の 登 録

　　 　 　 求 荷 フ ァイ ル,求 車 フ ァイ ルの 情報 を ドッキ ング フ ァイ ルの レコー

　　 　 ドへ 移 送 して 出 力 し,③ へ 戻 る。
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(7)輸 送状 況更 新 処 理(NKK　 600)

　 1)処 理 概 要

　 　 　端 末 装 置 よ り入 力 され た輸 送 状 況に 基 づ い て,ド ッキ ン グ フ ァイ ルの

　 　輸 送 状 況 フ ラグ を 更 新 す る。

　 2)入 力 項 目

　 　 ●　 求 荷,求 車 の 区 分

　 　 ●　 受 付番 号

　 　 ●　 輸 送状 況 フ ラグ

　 3)処 理 手 順

　 　◎ 　求 荷,求 車 の 区 分 入 力

　 　 　 見 出 しを表 示 して,貨 物 提 供 側(求 車)か,車 両 提 供 側(求 荷)か

　 　 　の 区 分 を入 力す る。 この とき'E|が 入 力 され れ ば,処 理 を終 了 す る。

　 　 　 '1'ま たはi2`以 外 は エ ラー と し,再 入 力す る。

　 ⑤ 受付 番 号 の 入 力

　 　 　 受付 番 号 を入 力す る。IE'の と きは 処理 を終 了 し,そ れ 以 外 は③ で

　 　 入 力 した 求 荷,求 車 の 区 分 が111な らば 求荷 フ ァイ ル,121kら ば 求

　 　 車 フ ァイル を読 み,同 一 の 受付 番 号 を持つ レ コー ドが 見 つ か らなけ れ

　 　 ば エ ラ ー と し,再 入 力す る。

　 ◎ 　 輸 送状 況 フ ラグ の更 新

　 　 　 輸送 状 況 フ ラグ を入 力 し,'O'か らt31の 範 囲 内 で な けれ ば エ ラー

　 　 　と して再 入 力す る。

　 　 　 ③ に戻 る。

コ ー ド 意　　　　　　　　 味

0 車 両 が 発 地 へ 向 っ て い る

1 発 地 を 出発 して輸 送 車 で ある

2 共 同輸 送 を完 了 した

3 キ ャ ン セ ル さ れ て い る
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(8)斡 旋 状 況 照 会 処 理(NKK　 700)

　 1)処 理 概 要

　 　 　端 末 装 置 よ り入 力 され た 受付 番 号 に基 づ い て,求 荷 フ ァイル,求 車 フ

　 　 ァ イル,ド ッキ ング フ ァイル を参 照 し,斡 旋状 況 を端 末 装 置 に表 示 す る。

　 2)入 力項 目

　 　 ●　 求 荷,求 車 の区 分

　 　 ●　 受 付 番 号

　 　 ●　 終 了判 定

　 3)処 理 手 順

　 　◎ 　 求 荷,求 車 の 区 分 入 力

　 　 　 　 見 出 しを表 示 して,求 荷,求 車 の区 分 を入 力す る。 この と き`E`が

　 　 　 入 力さ れ れ ば,処 理 を終 了す る。 そ の他 は,'1tま た は,'2'で な け

　 　 　 れ ば エ ラー と し,再 入 力す る。

　 　 ⑤ ドッキ ン グ フ ァイ ルの探 索

　 　 　 　 受 付 番 号 を入 力 し,③ で入 力 した 求荷,求 車の区 分 に よ って11sな

　 　 　 ら求 荷 情 報,`2`な らば 求 車情 報 の 受 付 番号 と比 較 し,同 一 の レコ ー

　 　 　 ドが 存 在 す れ ば,

　 　 　 　 　 ア ッセ ン　 ガ　 セ イ リツ シテ イル

　 　 　 と表 示 す る。

　 　 ◎ 　 求荷 フ ァ イル,求 車 フ ァイル の探 索

　 　 　 　 ドッキ ン グ フ ァ イル 中に 該 当す る レコ ー ドが な く,③ で入 力 した求

　 　 　 荷,求 車 の 区 分 が11`の 場 合 は,求 荷 フ ァイ ル,i2`の 場 合 は 求 車 フ

　 　 　 ァ イル を探 索 し,同 一 の受 付番 号 を持 つ レ コー ドを捜す 。 レコ ー ドが

　 　 　 見 つ か れ ば,キ ャンセ ル標 識 を参 照 して,lllの と きは,

　 　 　 　 　 キ ャン セ ル 　サ レテ イル

　 　 　 と表 示 す る。 キ ャン セル標 識 が'O`の と きは,回 答 期 限 を調 べ,回 答

　 　 　 期限 が 既 に過 ぎてい た場 合 は,

　 　 　 　 　 キ ゲ ン 　 ガ　 ス ギ テ イル
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　 　 　 と表 示 し,期 限 内 で あれば,

　 　 　 　 　 ア ッセ ン　　マ チ

　 　 　 と表 示す る。

　 　 　 　 求荷,あ るい は 求 車 フ ァイル 中 に該 当す る レ コー ドが見 つ か らなか

　 　 　 った と きは,

　 　 　 　 　 トウ ロク　 サ レテ イ ナ イ

　 　 　 と表 示 す る。

　 　 ⑥ 　終 了 判 定

　 　 　 　 そ れ ぞ れ 適 当 な斡 旋 状 況 を表 示 した ら,終 了判 定 を入 力す る。tE'

　 　 　 の と きは 処 理 を終 了 す るが,そ れ以 外 の 文字 が 入 力 され れば ③ に戻 る。

(8)輸 送状 況 照 会 処 理(NKK　 800)

　 1)処 理 概 要

　 　 　 端末 装 置 よ り入 力 され た 受付 番号 に基 づ い て ドッキ ング フ ァイル を参

　 　 照 し,輸 送 状 況 を端 末 装 置 に 表 示す る。

　 2)入 力項 目

　 　 ●　 求 荷,求 車 の区 分

　 　 ●　 受 付 番 号

　 　 ●　 終 了判 定

　 3)処 理手 順

　 　◎ 　 求 荷,求 車 の 区 分 入 力

　 　 　 　見 出 しを表 示 して,求 荷,求 車 の区 分 を入 力 す る。 この と き 」Eiが

　 　 　入 力 され れ ば,処 理 を終 了す る。tEi以 外 は,`11ま た はi2sで な け

　 　 　れ ば エ ラー と し,再 入 力す る。

　 　⑤ ドッキ ン グ プ ア イル の探 索

　 　 　 　受 付 番 号 を入 力 し,③ で 入 力 した求 荷,求 車 の区 分 が'1'な ら求荷

　 　 情 報,121左 ら求 車 情 報 の 受付 番 号 と比較 し,同 一 の もの を もつ レコ

　 　 　ー ドを捜 す。

　 　 　 該 当 す る レ コー ドが見 つか れ ば,輸 送 状 況 フ ラグ を見 て,`oiの と
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　 　 　 き は,

　 　 　 　 　 　シ ャ リ ョ ウ ガ ハ ッ チ ヘ ム カ ッテ イ ル

　 　 　 　 11|の と き は,

　 　 　 　 　 　ユ ソ ウ　 チ ュ ウ

　 　 　 　 '21の と き は,

　 　 　 　 　 　ユ ソ ウ 　 カ ン リ ョ ウ

　 　 　 　 |3|の と き は,

　 　 　 　 　 　 キ ャ ン セ ル 　 サ レ タ

　 　 　　と表 示 す る。 該 当す る レ コー ドが 見 つ か らなか った 場 合 は,

　 　 　　 　　ア ッセ ン ガ セ イ リツ シテ イ ナ イ

　 　 　　と表 示 す る。

　 　 ◎ 終 了判 定

　 　 　　 　そ れぞ れ 適 当 な輸 送 状 況 を表 示 した ら,終 了 判定 を 入 力す る。 この

　 　 　　 ときiEiが 入 力 され れ ば処 理 を終 了す るが,そ れ以 外 の 文字 ま たは 空

　 　 　　 白が 入 力 さ れ れ ば,@に 戻 る。

5.2.2　 操 作 方 法

(1)シ ス テ ムの 起 動

　 　 　端 末 装 置 か ら,

　 　 　　 　 EXEC　 NIKKA

　 　 を入 力 して,シ ス テ ム を起 動 させ る。

　 (2)プ ログ ラム メニ ューの 表 示

　 　 　最 初 に 次 の よ うな画 面 が表 示 され る の で,利 用者 は,実 行 した い処 理 の

　 　 プ ラグ ラムN5.を 入 力す る。

　 　 　 ***キ ゴ ウ ド ウ ユ ソ ウ

ァ ッセ ン 　 ジ ョ ウ ホ ウ　 ケ ン サ ク

ア ッ セ ン 　ジ ョ ウ ホ ウ 　 ト ウ ロ ク

ア ッ セ ン 　 ジ ョ ウ ケ ン 　 ヘ ン コ ウ

ア ッ セ ン 　セ イ リ ツ

ア ッ セ ン 　 ジ 日 ウ ホ ウ 　 ト リ ケ シ

　 　 　 　 　 　 PLEASE　 TYPE

ア ッ セ ン 　 プ ロ グ ラ ム***

6.ユ ソ ウ 　 ジ ョ ウ キ ョ ウ

7.ア ッセ ン 　 ジ ョ ウ キ ョ ウ 　 シ ョ ウ カ イ

8.ユ ソ ウ 　 ジ ョ ウ キ ョ ウ 　 シ ョ ウ カ イ

9.　 END

IN
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(3)　斡旋情報検索処理

キ ュ ウ カ

キ ュ ウ シ ャ

　 上 の よ うな画 面 が 表 示 さ れ るの で,求 荷 依 頼 な ら1,求 車 依 頼 な ら2を

入 力す る。 また,こ の斡 旋 情 報 検 索 処理 を終 わ らせ たい場 合 はEを 入 力す

るo

　 求 車 依 頼 の場 合 に は,次 頁 の よ うな画 面が 表 示 され る の で,各 項 目につ

い て 適 当 な値 を入 力 す る。 入 力 さ れ た 値 は ,エ ラー チ ェ ック を行 われ,2

回 続 け て エ ラーが 検 出 され れ ば,新 し く協 同組 合 コー ドか ら再 入 力 す る。

　 求 荷 依 頼,求 車 依 頼 の 各 入 力 項 目 と,エ ラー チ ェ ック の 内容 は 次 の通 り

で あ る。
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①　求荷依頼

Nδ. 項　　　目 桁数 エ ラ ー チ ェ ッ ク 内 容

1 協 同組合 コー ド 7 参加事業体 マスタに登録 されている もの

2 発　　　　　地 2 県 コー ド(01～47)

3 着　　　　　地 2 県 コ ー ド(01～47),入 力 しな く て も よい

4 年　月　 日　時 8 西 暦 年下2桁,月,日,時(01～24)

5 希　望　運　賃 6 入 力 しな くて もよい

6 車 両 ナ ンバ ー 4 数字

7 装　　　　　備 1 1～5の 数 字　入 力 しな くてもよい

　 1:ロ 　 ー　 ブ

　 2:シ 　 ー　　ト

　 3:ワ 　 イ　 ヤ

　 4:ガ ッチ ャー

　 5:あ 　 て　木

8 要　　　　　員 1 1.あ り　　 2.な し　　入力 しな くて もよい

②　求車依頼

Nδ. 項　　　目 桁数 エ ラ ー チ ェ ッ ク 内 容

1 協 同組合 コー ド 7 参 加事業体 マス タに登録 されている もの

2 発　　　　　地 2 県 コー ド(01～47)

3 着　　　　　地 2 県 コ ー ド(01～47)

4 発 年 月 日 時 8 西 暦 年下2桁 月,日,時(01～24)

5 運　　　　　賃 6 数字

6 品 名 コ ー ド 2 上1桁 は1～5(車 両 形体 と対応)

　 1:平 ボ ディ

　 2:ユ ニ ック

　 3:パ 　　　ン

　 4:保 　 　冷

　 5:そ の 他

7 貨物重量(kg) 5 数字

斡 旋条 件 に 合 った情 報 が あ る場 合 は,次 の よ うに表 示 され る。
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〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　　　　***ア ッセ ン　　ジ ョウホ ウ***

1 ウ ケ ツ ケ　 バ ン ゴ ウ 8101280010

キ 目 ウ ド ウ　 ク ミ ァ イ 0701001　 オ ナ ハ マ　 　ト ラ ッ ク　 ウ ン ソ ウ ジ ギ ョ ウ

TEL. 0246-54-3382

タ ン トウ シ ャ　 シ メ イ ヨ ツ ク ラ　 ヤ ス ピサ

ハ ッチ 07　 　フ ク シ マ

チ ャクチ 26　 　キ ョ ウ ト

ネ ン ゲ ツ ニ チ ジ 81.2.10.　 7

ウ ン チ ン

ソ ウ ビ 3

ヨ ウ イ ン ア リ

セ キ サ イ　 リ ョ ウ 0.0

ケ イ タ イ

アオ リ

ホ ロ

＼ ノ

　ま た,斡 旋 で き る情 報 が な く,求 荷 フ ァイル,求 車 フ ァ イル に 登録 す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

と きは,回 答 期 限(6桁 の年,月,日)と 受付 連 番(4桁)を 入 力す れ ば

よいo

/

　 　 　　　　　　 　　　　***　 ト ウ ロ ク　　シ ョ　リ***

　 　 　　　　　　 　　 カイ トウ　 キゲン　　　:810210

　 　 　　　　　　 　　 ウケツケ　　レンバ ン　　:0010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ト ウ ロ ク　 サ レ タ　 ウ ケ ツ ケ バ ン ゴ ウ　 8102040010
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(4)斡 旋情 報 登録 処 理

　 　 こ こで は,斡 旋情 報 検 索 処 理 と同様 の 入 力 を行 い,斡 旋情 報 の 検 索は 行

　 わず に 登録 のみ を行 う。 入 力方 法 は,斡 旋 情 報 検 索 処 理 と同 じで ある。

(5)斡 旋 条 件 変 更 処理

　 　 下 の よ うな画 面 が表 示 され るの で,該 当す る番 号 を入 力す る。 ま た,処

　 理 を終 る ときは'E|を 入 力 す る。

1.キ=ウ カ 　 ジ ョ ウ ホ ウ　 ノ 　 ヘ ン コ ウ

2.キ ュ ウ シ ャ　 ジ ョ ウ ホ ウ 　 ノ 　 ヘ ン コ ウ

PLEASE　 TYPE　 IN　 　　OR

　 次 に 受付 番 号(10桁)を 入 力す る と,そ の情 報 が 表 示 され る の で変更

したい項 目番 号 を入 力 した後,変 更 した値 を入 力 す る。 項 目番 号 にiEiを

入 力す る まで 同 じ情 報 の変 更 が で き る。

***キ ュ ウ カ 　 ジ ョ ウ ホ ウ***

ウ ケ ツ ケ　　パ ン ゴ ウ　　　8101280010

キ ョ ウ ド ウ　 ク ミ ァ イ　　0701001

1 ハ ッチ　　　　　　　　　 07

2 チ ャ クチ　　　　　　　　 26

3 ネ ン ゲ ツニ チ ジ　 　 　 　 　81・02.10.07

4 シ ャ リ ョ ウ コ ー ド　　　　 0001

5 ウ ン チ ン

6 カ イ トウ　 キ ゲ ン　　　 　81.02.09

コ ウ モ ク 　 バ ン ゴ ウ　 :4

シ ャ リ ョ ウ コ ー ド 　 　 :0002
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(6)斡 旋 成 立(ド ッキ ン グ フ ァイ ル登 録 処理)

　 　 斡 旋 が 成立 した求 荷 フ ァイ ルの 受 付番 号(10桁)と 求 車 フ ァ イル の受

　 付 番号 を入 力す る。 求 荷 フ ァイ ルの 受付 番 号 に`Elを 入 力す れ ば処 理 は 終

　 了 す る。

　 　 　 　 フ ァ イ ル 　 ウ ケ ツ ケ パ ン ゴ ウ 　 　 8001160030

キ ュ ウ シ ャ 　 フ ァ イ ル 　ウ ケ ツ ケ パ ン ゴ ウ 　 　8101290040

(7)斡 旋 情 報 取 消処 理

　 　 キ ャ ンセ ルす る情 報 が 求 荷 依 頼 で あるか,求 車 依 頼 で あ るか を 入 力す る。

　 この と き,E`を 入 力す れ ば 処理 は終 了す る。 次に 受付 番 号 を入 力 す れ ば,

　 該 当 す る情 報 は キ ャ ン セル さ れ る。

キ ュ ウ カ ィ ラ イ 　 　 　 ト リ ケ シ

キ ュ ウ シ ャ イ ラ イ　 　 　 ト リケ シ

⑧ 　輸 送 状 況(更 新)処 理

　 　既 に 斡 旋 が成 立 して ドッキ ング フ ァイル に登 録 され て い る情 報 に 対 し,

　貨 物 提 供 側 か 車 両提 供 側 か の区 別 に入 力 す る。　 tEtを 入 力す れ ば処 理 は終

　了 す る。 次 に,受 付 番 号,更 新 す る輸 送状 況,の 順 に 入 力 す る。
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***ユ ソ ウ 　 ジ ョ ウ キ ョ ウ 　 コ ウ シ ン***

　 　 1.カ モ ツ 　 テ イ キ ョ ウ

　 　 2.シ ャ リgウ 　 テ イ キ ョ ウ

　 　 PLEASE　 TYPE　 IN　 　 OR　 2　 :2

　 　 ウ ケ ツ ケ バ ン ゴ ウ　 8001160030

　 　 ユ ソ ウ 　 ジsウ キ ョ ウ

(9)斡 旋状況照会処理

　　 求荷情報か求 車情報かの区別 と受付番号 を入力す ることに より斡旋状況

　が表示 され る。

***ア ッ セ ン 　 ジ ョ ウ キ ョ ウ 　 シ ョ ウ カ イ***

　 　 　 1.　 キ ュ ウ カ

　 　 　 2.キ ュ ウ シ ャ

　 　 　 PLEASE　 TYPE　 IN　 l　 OR　 2　 :2

　 　 　 ウ ケ ツ ケ 　 バ ン ゴ ウ 　 8101200080

　 　 　 ア ッ セ ン 　 マ チ

斡旋状況 の表示 は次の5種 類 である。

1ア ッ セ ン

21ア ッ セ ン

31キ ゲ ン

1キ ャ ン セ ル

セ イ リ ツ シ テ イ ル

ト ウ ロ ク 　 サ レ テ イ ナ イ
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　 　 |END?1が 表 示 され て}E'を 入 力す れ ば,こ の処 理 は 終 了 す る。`E`以

　 外 の 文 字 が 入 力 され れ ば最 初 へ 戻 る。

00　 輸 送 状 況 照 会 処 理

　 　 斡 旋 状 況 照 会 処 理 と同様 に,求 荷 ・求 車 の 区 別 と受付 番 号 を入 力 す る と

　 輸 送 状 況 が 表 示 され る。

***ユ ソ ウ 　 ジ ョ ウ キ ョ ウ 　 シ ョ ウ カ イ***

1.　 キ ュ ウ カ

2.　 キ ュ ウ シ ャ

PLEASE　 TYPE　 IN　 l　 OR　 2　 :1

ウ ケ ツ ケ 　 パ ン ゴ ウ:8011212234

ア ッセ ン 　 ガ 　 セ イ リ ツ 　 シ テ イ ナ イ

同様 にiEND?1で1E'を 入 力 す れ ば,処 理 を終了す る。

輸 送状 況 の 表 示 は,次 の5種 類 で ある。

1
I

lシ ャ リ ョ ウ　 ガ　 ハ ッ チ

1

へ ム カ ッテ イ ル

2 1ユ ソ ウ　 チ ュ ウ

1

3 1　ユ ソ ウ　　カ ン リgウ
1

4
レ ・セ・ ガ ・・リ・

シテイナイ

5
1　 キ
ャ ン セ ル 　 サ レ タ1

一239一



5.2.5　 コー ドー 覧 表

　(1)参 加事 業 体 マス タ登録 事 業 体

Nδ.

協同組合等 コー ド

協 同 組 合 等 名 称

県 已 当 謬
1 01　 01　 1001

　 　 1　　　　　　 1
札幌建設運送事業(協)

2 ・3;・ 一 … 岩手流通輸送 センター(協)

3 ・41・ ・1…
　 　 1

仙台 トラック事業(協)

4 ・71・ 一 … 小名浜 トラック運送事業(協)

5 ・61・[ 山形 トラック運送事業(協)

6
　　 l　　　　 l10　

1　 01　 1 高崎地区運送事業(協)

'7 　 　 l　　　　　 l

11　 1　 01　 1

　 　 1

浦和流通事業(協)

8

　 　 　　　　　 1

13　 1　 02　 1　 　 1　　　　

1

東京都貨物運送(協)

9 14　 1　 01　 1　 　 1　　　　

1
川崎地区貨物 自動車事業(協)

10 221・ ・} 富士地区貨物運送事業(協)

11 241・ ・}… 三重県 トラック事業(協)

12 231・ ・1 愛知県貨物自動車運送事業第一(協)

13 ・61・ ・; 富山県両砺陸運事業(協)

14
　　 l　　　　　 l
171011001

　 　 1

(協)金 沢港輸送 センター

15 251。21。 。2
　 　 1　　　　　　　 1

滋賀県綜合輸送(協)

16 261・ ・1 京都府中央運輸事業(協)

17
　 　 l　　　　　 l　 　　 　　　　

l　 OO1　 　 　 　 0127　 　 1 大阪西貨物事業(協)

18
　 　 l　　　　 l　 　　 　　　　

l　 OO128　1　 01 西宮運輸事業(協)

19

　　 l　　　　　 l
34　 1　 01　 　1 広 島 トラック事業(協)

20

　 　 l　　　　 l

40　 1　 01　 1 九 州運輸 センター(協)

21
　 　 l　　　　 l
13　 1　 01　 1
　 　 1　　　　　　　　　　　　　1

日貨協連 中央輸送 センター
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(2)県 コ ー ド及 び 隣 接 県 テ ー ブ ル

県 コ ー ド 県　　　名 隣　接 県　 (コ ー ド)

01 北　　海　　道 02

02 青　　森　　県 03 05 01

03 岩　　手　　県 02 04 05

04 宮　　城　　県 03 05 06 07

05 秋　　田　　県 03 04 06 02

6 山　　形　　県 04 05 07 15

07 福　　島　　県 04 06 08 09 10 15

08 茨　　城　　県 07 09 11 12

09 栃　　木　　県 08 10 11

10 群　　馬　　県 07 09 11 15 20

11 埼　　玉　　県 08 09 10 12 13 19 20

12 千　　葉　　県 08 11 13

13 東　　京　　都 11 12 14 19

14 神　奈　川　県 13 19 22

15 新　　潟　　県 06 07 10 16 20

16 富　　山　　県 15 17 20 21

17 石　　川　　県 16 18 21

18 福　　井　　県 17 21 25 26

19 山　　梨　　県 11 13 14 20 22

20 長　　野　　県 10 11 15 16 19 21 22 23

21 岐　　阜　　県 16 17 18 20 23 24 25

22 静　　岡　　県 14 19 20 23

23 愛　　知　　県 20 21 22 24

24 三　　重　　県 21 23 25 26 29 30

25 滋　　賀　　県 18 21 24 26

26 京　　都　　府 18 24 25 27 28 29

27 大　　阪　　府 26 28 29 30

28 兵　　庫　　県 26 27 31 33

29 奈　　良　　県 24 26 27 30

30 和　歌　山　県 24 27 29

31 鳥　　取　　県 28 32 33 34

32 島　　根　　県 31 34 35
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県 コ ー ド 県　　　名 隣　接　県　 (コ ー ド)

33 岡　　山　　県 28 31 34

34 広　　島　　県 31 32 35

35 山　　 口　　県 32 34

36 徳　　島　　県 37 38 39

37 香　　川　　県 36 38

38 愛　　媛　　県 36 37 39

39 高　　知　　県 36 38

40 福　　岡　　県 41 43 44

41 佐　　賀　　県 40 42

42 長　　崎　　県 41

43 熊　　本　　県 40 44 45 46

44 大　　分　　県 40 43 45

45 宮　　崎 ,　 県 43 44 46

46 鹿　児　島　県 43 45

47 沖　　縄　　県 46

5.　2.　4　 フ ァ イ ル 一 覧

ファイル名称
　 一

1/0

　　 －

RECORD

　　LENGTH

　 －
BLOCKING
　 　　 　 -

FACTOR
フ ァ イルを使用するプログラム

参 加 事業 体 マ ス タ 1 400 10
NKK　 100,NKK　 200

車　両　マ　ス　タ 1 20 20
NKK　 100,NKK　 200,NKK　 300

求 荷 フ　ァ　イ ル

　 一

1/O 60 20
N田100,㎜200,㎜300,

NKK　 400,NKK　 500,NKK　 700

求 車 フ　ァ　イ ル
　 一

1/0 60 20
NKK　 100,NKK　 200,NKK　 300,

皿K400,㎜500,㎜700

ド ッキ ン グ フ ァ イ ル

　 一

1/0 100 20
NKK　 500,NKK　 600,NKK　 700,

NKK　 800
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53.実 験 分 析

(1)デ ー タ量

　 　 参 加 事 業体 につ い て は,NST事 業 参加 協 同組 合 の 中か ら20の 組 合 を選

　 ん で,参 加 事 業 体 マス タに登 録 した。 また,求 荷 フ ァイル,求 車 フ ァイ ル,

　 ドッキ ング フ ァ イルは,100件Aで の情 報 を蓄 積 で きる もの と したが,実

　 際 に は大 量 の デ ー タが 集 ま る と思 わ れ るの で,も っ と大 きな フ ァイ ルの 容量

　 が必 要 で あろ う。

(2)処 理 時 間

　 　 実 験 で 使 用 した デ ィス プ レイ装 置 は,カ ナ文字 が 表 示 で きな い の で カナ文

　 字 を描 くた めの ブ ・グ ラ ム を作 成 し,情 報 等 の表 示 の 際 には 必 ず この プ ・グ

　 ラ ム を呼 び 出す た め,カ ナ 文字 を描 くため の時 間 が かか った。

　 　 ま た,実 験 で は デ ー タ量 が 少 ない た め,フ ァイル等 の 入 出 力 に要 す る時 間

　 が 少 な く,殆 ど待 ち時 間 を意 識 せ ず にす む が,デ ー タ量 が 非 常 に 多 くなれば

　 入 出 力に か か る時 間 が か な り長 くな る と思 われ る。

(3)斡 旋 方 法

　 　 斡 旋条 件 は以 下 の よ うに な って い る。

　 ① 　輸送 区 間

　 　　 求荷 依 頼 の 発 地 と求 車依 頼 の 発 地,そ して求 荷依 頼 の着 地 と求 車依 頼 の

　 　着 地 が 同 じか隣 接 県 で あ る こ と。

　② 　輸 送 日時

　 　　 求 車 依 頼 の輸 送 日時 が,求 荷 依 頼 の 車 両の 空 く時 間 と同 じか,後 で ある

　 　 こ と。

　③ 　 貨 物 情 報,車 両 情報

　 　　 貨 物総 重 量 が 車 両 トン数 と同 じか,少 ない こと。 ま た,品 名 と車 両 の形

　 　体 が 合 ってい る こ と。

　 　　① の輸 送 区 間 は,実 験 では 県 単 位 と したが,隣 接 県 も含 め る と距 離 的 に

　 　非 常 に遠 い場 所 もあ る と思 わ れ るの で,実 際 には 更 に検 討 が 必 要 で あろ う。
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　 　 　運 賃 に つ い ては,今 回 の実 験 では 斡 旋 条 件 か ら外 した。 これ は,運 賃 が

　 　安 い とか,支 払 い が遅 れ る とか,運 賃 が わ か らない ま ま に輸 送 を行 って し

　 　ま う等 の 問題 が 現実 には 多 く存 在 す るた め,現 状 に 即 した システ ム を作成

　 　す る 方針 か ら外 れ る の で,実 験 で は,情 報 の1つ と して端 末 装 置 に 表 示す

　 　 るだ け に 留 め た。

　 　 　 この 実 験 で は,斡 旋 の条 件 を,必 要 不 可 欠 な上 記 の3項 目だけ と し,シ

　 　ス テ ム側 で は そ の もの は行 わ ず に,条 件 に合 った情 報 を端末 装 置 に 表 示す

　 　 るだ け で,最 終 的 な判断 や詳 細 な交 渉 は人 間 が行 うとい う方法 を と ってい

　 　 る。 現 在,共 同輸 送 を行 う媒 体 と して は 殆 ど電 話が 使 用 され て お り,電 話

　 　 での 担 当者 同志 の 取 引 に よ って 斡 旋 作 業 が 進 め られ てい る こ とか らわか る

　 　 よ うに,人 的 作 業 に よる こ とが 非 常 に 多 い の で,現 在 の と ころは この方 法

　 　 を とる の が最 善 で あ る と思 われ る。

(4)入 力方 法

　 　 この シス テ ムは,操 作 が 簡 単 で あ る とい うこ と も作 成 に あ た って の 目的 と

　 した の で,シ ス テ ムの 利 用者 は,入 力促 進 の ベ ルが 鳴 った と きに数 字 や 簡単

　 な文 字 を入 力す るだ け で よい。 した が って,コ ン ピ ュー タに 詳 し くない 人,

　 触 れ た こと もない 人 で も容 易 に この シス テ ム を利 用す る こ とが で き る。
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6.今 後 の 課 題

6.1　 シス テ ムの拡 張性

6.2　 貨 物 運 送業 界 にお け る システ ム化 の 方 向性



■



6.今 　後　の　課　題

6.1　 シ ス テ ム の 拡 張 性

(1)対 象業務 の拡張

　　 まず 共同輸送業務について考 えてみ ると,現 在 当システムが対象 としてい

　 る共 同輸送業務 は広義 に捉 えた共 同輸送業務の一 部にす ぎない。つ ま り,協

　 同組合等間の定期的な相互輸 送及び地域内輸送は当システムの対象か ら除外

　 してある。前者については現状 では処理件数 が非常に少 ない こ と,後 者につ

　 いて は協 同組合等の体制が まだ十分 でない ことな どの理 由か ら除外 したわけ

　で あるが,今 後 条件され整えば これ らの業務の システム もか な リメ リッ トが

　あ るもの と考え られる。 しか し実際の システム化 に当た って,協 同組合等間

　の定期 的な相互輸送につ いては 当 システムに若干の改善 を加える程度 で可能

　で あるが,地 域内輸送 につい ては小 口貨物1件 毎に情報 を入 力す る必要が あ

　るため,協 同組合等の労力がか な り増大す るとともに,中 央 センターの情報

　量 もこれに伴い非 常に増加 し,当 然の事なが ら想定 した機器構 成では処理 が

　不 可能 となる ことは否めない。

　　地域 内輸送は 荷主 を一般家庭 まで含めて考え る と,今 後多 くの需要 が見込

　まれ協 同組合 等の有 力な事業の1つ にな り得 るため,協 同組合等間の定期的

　な相互輸 送と共 に種 々の観点か ら検討 を加えて システム化 を図 るこ とに より,

　多大な メ リッ トを中小運送業 界に もた らす もの と思われる。

　　 次に協同組合等及び組 合員の業務 につい て,当 システムの対象 と して いる

　業務以 外で考 え られる ものは,協 同組合等及び組合員の経理業務,給 与 計算

　な どであろ う。

　　協 同組合等内部だけでの経理業務は一 部の観月 組合等で コン ピュー タ処理

　が行 われ,か な リ メリッ トをあげて いるが,こ の経理業務 を組 合員 にまで含

　め て考え るには,経 理伝票 等の入 力帳票 を統一することが必要 になる し,ま

　た経理 内容が外部に洩れ るとい う懸念か ら,シ ステ ム化の必要性 は認 めなが
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　 らも各 組合 員 の シ ステ ム参 加拒 否 を招 く恐 れ が ある。 これは給 与 計 算 の シ ス

　 テ ム につ い て も全 く同様 で あ る。

　 　 こ れ ら組 合員 の社 内情 報 シ ステ ム化 に 当た っ ては,組 合 員の 合 意 もさ る こ

　 となが ら,協 同組 合等 と組 合 員 の信 頼 感,協 同組 合 等 の 強 力 な指 導体 制 が 不

　 可 欠 で ある。

　 　以 上 の 共 同輸 送業 務,協 同組 合 等及 び 組 合 員の 業 務 以外 で考 え られ る もの

　 と して,中 央 セ ン ター独 自の 業 務 で ある経 営 管 理,経 理 業務 等が あ り,ま た

　 より大 規 模 な情 報 処理 ネ ッ トワー ク シ ステ ムの 構 築 とい う観点 か ら重 要 で あ

　 る と思 われ る道 路混 雑 状 況 な どの交 通情 報,ど の 方 向 に どの 位 の荷 物 ・車 両

　 が あ るか とい った 輸 送情 報,運 転 者 の 宿 泊,休 憩 な どの 照 会 ・予 約 をす るた

　 めの 施 設 ・設 備情 報 な ど もあ る。

(2)機 器 の 改 善

　 　 当 シ ステ ムにお け る協 同 組 合 等の 端 末 装 置 は,テ レ フ ォン ・ター ミナ ルの

　 よ うな 簡 易端 末 か ら,リ ー ス料(保 守 料 込)に して50万 円程度 の小 型 コ ン

　 ビュー タまで の 広 い幅 の もの を想定 して い る。 したが っ て 協 同組 合 等 の諸 事

　 情 に よる機 器 の増 減,機 種 の 変更 等 に もか な りの柔軟 性 が ある。 例 え ば 処理

　 件数 が 増 え 現状 の機 器 構 成 で は 処 理 不可 能 な場 合 に は,1段 階上 の 機器 構 成

　 にす れ ば 良い し,ま た共 同輸 送 業 務 だ け の た め に テ レフ ォ ン ・ター ミナル あ

　 る いは デ ィス プ レイ端 末 装 置 を使 用 して い た が,協 同組 合 等及 び 組合 員 の 業

　 務 の シ ステ ム化 も図 る必 要 が 生 じた 場 合 には オ フ ィス ・コ ン ピュー タに切 り

　 換 え る な どか な り柔軟 に対 処 す る こ とが で きる。 中央 セ ン ター の コ ン ビ ュー

　 タに つ い て も,現 状 の対 象 業 務 で あれ ば,処 理 件数 が増 え て も想定 した機 器

　 構 成 は 特 に 問題 と しな くと も良 い で あ ろ う。

　 　 機 器 構 成 とい うよ り も,機 器 の 改善 とい う面 では 今後 検 討 を加 え て い く必

　 要 が あ る。

　 　 当 シ ステ ムで は,共 同輸 送 業 務 の入 力方 式 は タ イプ ライ タ装置 か らの手 操

　 作 に よる方 式 で あ るた め,操 作 ミス 等は十 分 考 え られ る。 したが って 求 荷 ・

　 求 車 依 頼 伝 票 をそ の ま まの形 で コン ピュー タに入 力 で きる よ うなOCR装 置,
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あ る い は ワ ン タ ッチ 入 力装 置 等 につ いて今 後 十 分 検討 を行 う こ とが 肝要 で あ

る。
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6.2　 貨物 運 送 業 界 にお け る シス テ ム化 の方 向性

　中小運 送業界のシステム化 に対す る要求は強 く,シ ステ ム化 に関す る討議 が

熱心 に行 われているが,例 えば共 同輸送 を例に とってみて も,業 界全体 として

の統一 的な動 きは まだ第一歩 を踏み出 したに過 ぎない。

　共同輸送の形態は ある程度 の整備はなされた ものの,現 状 では依 然 と して種

々の形 で行われてい る。 例えば① の よ うに協同組合 と構成組合員だけで行われ

て いる場合,② の よ うに協 同組合が他 の協 同組合と連帯 して実施 してい る場合,

③ の ように協 同組合,組 合員,取 扱事業者等が入 り乱れ て実施 されてい る場合,

な どがあ る。 割合か らみ ると,圧 倒的に③ のケー スが多 い と思われ るが,形 態

が 多様化 してい るため,輸 送の交錯 などといった数 多 くの問題 を引 き起 こ して

い るo

① ②

③
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　 この よ うな問 題 点 を解 決 し,よ り効 率 的 な共 同輸 送 を実 施 しよ うと い う意 図

の も とに 日本 貨物 運送 協 同組 合 連 合 会 が 中心 とな って,昭 和50年 よ りNST

(Nikkakyoren　 System　 Transportation)事 業 が 行 われ てい る。 これ は 当連

合会 に 求 荷 あ るい は求 車 情 報 を集 中 させ て 斡旋 処 理 を行 い,共 同輸送 の 実 現 を

図 ろ うとす る もの で あ り,電 話 を主 な情 報 伝達 媒体 と して行 われ,約60協 同

組 合 が 参加 して い る。 処 理 件 数 は 年 々増加 傾 向 に あ り,か な りの効 果 を あけ て

い る。

　 ま た 昭 和53年 か らコ ン ピュ ー タを利 用 した共 同輸 送の 実施 を行 うた め,全

日本 トラ ック協 会 を中心 と し,10数 協 同 組合 の参 加 を得 てJUST(Joint

Utilization　 of　 System　 T　ransportation)事 業 が始 め られ た。

　 これ ら個 別 に行 われ て い る共 同輸送 シ ステ ムの メ リッ ト,デ メ リッ トを見極

め,種 々の欠 点 を解 消す るた め,全 日本 トラ ック 協会 と 日本 貨物 運 送協 同 組 合

連 合 会 が 共 同 して,　 「トラ ック 輸 送情 報 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム」 の研 究 が 昭和

55年 度 よ り始 め られ た。

　 しか しなが ら,こ れ ら業 界 全 体 と して の統一 的 な 動 きはま だ第 一 歩 を踏 み 出

した に過 ぎず,ま だ まだ とい う感 は否 め ない。

　 こ の よ うな情 勢 の 中に あ って は,共 同輸 送 の形 態及 び運営 が 早急 に一 本 化 さ

れ る こ とが 望 ま しい が,当 シ ステ ムの初 期 段 階 で は有 志 に よる試 行 的 シ ステ ム

化 を行 い,逐 次 参 加 事業 体 を増 やす と共 に,シ ス テ ムの 見 直 しを続 け て い くこ

とが 必 要 で あろ う。 そ の た め に は,コ ン ピュー タサ イ ドか らだ け で な く,幅 広

い 視 野 に立 って シ ステ ム構 築 を図 るべ きで あ る。

　 次 に,　 「4.4利 用手 順 」 に お い て シ ステ ム構築 の仕 方,協 同組 合等 の 利 用手

順 を,　 「4.5導 入 手 順」 に お い て 当 シ ステ ム を導 入 す る場 合 の手 順 を そ れぞ れ

説 明 したが,シ ステ ムの運 営 とい う立 場 か ら考え る と,中 央 セ ン ター と各 協 同

組 合 等 との 斡旋 規 約 の取 り決 め,伝 票,コ ー ドの 統 一 化 な どが必 要 で あ る。 シ

ステ ム を よ り現 実 的 な もの にす るため には,こ れ らの各 種 取 り決 め を含 め た環

境 の整 備が 不 可 欠 で あ り,そ の た め に は業 界 の代 表 者 で構成 され る 「斡 旋 規 約

委 員 会 」,　 「統 一 伝 票検討 委 員 会」,　 「コー ド設 計 委 員会 」(い ず れ も仮 称)

一251一



等 で十 分 検 討 され た 上 で,伝 票,コ ー ド等 につ い ては 協 同組 合 等 及び 組 合 員 に

暫 時 使 用 して も らい,そ の 結 果 を フ ィー ドバ ック して,最 終 的 な結 論 を 出すべ

きで あ る。

　 いず れ に して も以 上 の 各 検 討 に よ り,シ ステ ム化 の 方 向が 決定 した時 点 に お

い て は,シ ステ ムの 啓 蒙 ・普 及 を図 り,協 同 組 合 等 及 び 組 合員 に シス テ ム化 の

必要 性 ・費 用 ・効 果 等 を明確 な形 で 提 示 し,参 加 事 業 体 を増 や して,よ り効 果

的 な シ ステ ムの構 築 を図 る こ とが 肝 要 で あ る。
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付 録

1.共 同輸送業務

① 入 力 情報 一 覧 表

② 出力情 報 一 覧 表

③ フ ァイル一 覧 表

④ 　コー ド一 覧表

2.協 同組合等及 び組合員の各種業務

① 入 力情 報 一 覧表

② 出 力情 報 一 覧 表

③ フ ァ イル一 覧 表

④ 　コー ド一 覧 表





1.共 同輸送業務

① 入 力情報一覧表

入力情報名 入力時期 主　　な　　入　　力　　項　　目

求荷依頼伝票 随　時
協 同組合等 コー ド,組 合員 コー ド,車 両 コー ド,輸

送区間,輸 送 日時

求車依頼伝票 〃
協 同組合等 コー ド,組 合員 コー ド,輸 送区間,輸 送

日時,品 名 コー ド,数 量

② 出力情報一覧表

出力情報名 利　 用　　目　 的 主　　な　 項　　目
出力サ

イクル

使　用

用　紙

斡旋情報 日 報
当日入力されたすべての情報

を組合別に把握する。

協同組合等 コード,日 仇 求荷

件数,求 車件数
日　次 応　用

斡旋情報月 報
当月入力されたすべての情報

を組合別に把握する。

協同組合等コード 日付 求荷

件数,求 庫件数
月　次 応　用

斡旋成立 日 報
入力された情報の中で斡旋が

成立したものを把握する。

協同組合等 コード,日 付,求 荷

求車情報
日　次 応　用

斡旋成立月 報
入力された情報の中で斡旋が

成立 したものを把握する。(間)

協 同組合等 コー ド,日 付求荷

情報,求 車情報 ドッキング日
月　次 応　用

方面別斡旋月報
斡旋が成立 した情報 を方面別

に把握する。
発地,着 地,件 数総重量,運

賃合計
月　次 応　用

品日別斡旋月報
斡旋が成立 した情報を品目別

に把握する。

品名 コー ド,品 名,件 数総重

量,運 賃合計
月　次 応　用

協同組合等別

　　運賃精算表

協同組合等間の運賃の精算状

況を把握する。

協同組合等 コー ド,受 取金額,

支払 金額,差 引金額
月　次 応　用

組合員別

　　運賃精算表
組合員間の運賃の精算状況を

把握する。

協同組合等 コート膓組合員コード

受取金額,支 払金額,差 引金額,
月　 次 応　用

照　会　日　報
当日の照会の利用状況 を協同

組合等別に把握する。

協同組合等コー ド

照会内容
日　次 応　用

照　会　月　報
当月の照会の利用状況を協同

組合等別に把握する。(月 間)

協同組合等コー ド

照会内容
月　次 応　用
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③ フ ァ イル一 覧 表

ファイル名称 利　　用　　目　　的 主　要　項　目 媒　体

求 荷 フ ァ イ ル
求荷情報 を管理 してお くファイルで,

斡 旋処理時に必要な ファイルである。

受付番号,車 両 コー ド輸

送 日時,輸 送区間
固定ディスク

求 車 フ ァ イ ル
求車情報 を管理 してお くファイルで,

斡 旋処理時 に必要な ファイルである。

受付番号,輸 送 日時,輸 送

区間,品 名コード,数 量
〃

ドッキング

　 　　ファイル

どの車両 とどの荷物が ドッキング した

か を示 すファイルである。

求車情報,求 荷情報,輸

送 日時,ド ッキング日

〃

車 両 マ ス タ ー
車両に関する詳細な属性 を管理するた

めに必要なファイルである。

協同組合等 コー ド,車 両

コード,最大積載量,形 体
〃

参加事業体

　　　 マスター

参加事業体に関する詳細な属性を管理

するために必要なファイルである。

協同組合等 コー ド,住 所

郵便番号,組 合員 コー ド

〃

照 会 フ ァ イ ル
照会 に関する詳細なデータを管理する

ために必要なフ ァイルである。

協同組合等 コー ド,斡 旋

状況,輸 送状況

〃
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④ 　コー ド一 覧 表

コ ド　 名

輸 送 区 間 コ ー ド

　 　 　 　 (2桁)

協 同組 合 等 コー ド

　 　 　 　 (4桁)

組 合 員 コ ー　ド

　 　 　 　 (7桁)

車 　両 　コ　ー　 ド

　 　 　 (11桁)

品 　名 　コ　ー　 ド

　 　 　 　 (2桁)

構 成

JISの 県 コー ドを使用

　 　 　 　 Ol　 北海道

　 　 　 　 　～

　 　 　 　 13　 東 　京

　 　 　 　 　～

　 　 　 　 47　 沖 　縄

山一 －
L」=誌,

　い 川ll-－
L_鞠 端 地域区分)

協 同組合等 コー ド

]

L_品 川 、、あ、234

組合員 コー ド

連 番(中 分 類 程 度 の もの)
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2　 協同組合等及び組合員の各種業務

① 入力情報一覧表

入力情報名 入力時期 主　　な　　入　　力　　項　　自

党　上　伝　票 毎　　日 組合員 コー ド,支 払方法,品 名 コー ド,数 量

貸　　付　　票 随　　時 組合員 コー ド,貸 付金額,返 済回数

相　　殺　　票 締　　日 組 合員 コー ド,積 立金,賦 課金,そ の他

人　金　伝　票 毎　　日 組合員 コー ト膓荷主 コー ト～入金額,値 引額,入 金方法

運　転　日　報 毎　　月 組合員 コー ド,発 地,着 地,走 行 キ ロ,運 賃

② 出力情報一覧表

出力情報名 利　 用　　目　 的 主　　な　 項　　目
出　 力

サイクル

使　用

用　紙

売　上　 日　報

(共 同 購 入)

共同購入に伴う当日の売上情

報を把握する。

品 名 コ ー ド,品 名,売 上,原

価
日　次 応　用

請 求 明 細 書

(共 同購 入)

共同購入に関する請求情報を
把握するとともに組合員へ通
知する。

組合員名,日 付,品 名,数 量,

単 価,金 額
締　日 定　型

高速道路通行

明　　細　　書

高速道路料金に伴う請求明細

を組合員に通知する。

日付,車 種,通 行区間,金 額,

組 合員名
締　日 定　型

高速道路通行
利用料金請求書

高速道路料金の路線別の金額

を組合員に通知する。

組合員名,路 線名,通 行料金,

割 引額
締　日 定　型

貸付金返済状況
一　　覧　　表

貸付に関する返済状況を把握

する。

組合員名,貸 付額,

返済額
随　時 応　用

相 殺 明 細 書
組合と組合員との支払 ・受取

の相殺情報を組合に通知する。

組合員名,支 払額

受取額,差 引額
締　日 定　型

入　金　日　報

(組 合 用)
当日の入金状況を把握する。

組合員 コー ド,当 月請求額,

入 金額,値 引額
日　 次 応　用

入金状況一覧表

(組 合 用　)
売掛金の回収状況を把握する。

組合員 コー ド,組 合員名,

請 求額,入 金額,残 高
随　時 応　用

月間 組 合利用

状 況 一 覧 表

月間の組合事業の利用状況を

把握する。

組合員名,項 目別利用額合計
月　次 応　用
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出力情報名 利　 用　　目　 的 主　　な　 項　　目
出　力

サイクル

使　用

用　紙

年 間 組 合利用

状 況 一 覧 表
年間の組合事業の利用状況を

把握する。
組合員名,項 目別利用額合計 年　次 応　用

売　上　日　報 当日の売上情報を把握する。 組合員名,車 両 コー ド運賃 日　次 応　用

人　金　日　報 当日の入金情報を把握する。
荷主 コー ド,当 月請求額,入

金額,値 引額,残 高
日　 次 応　用

請 求 明 細 書
請求に関する明細情報を把握

するとともに,荷主に通知する。
荷主名,輸 送月日,車 両 コー

ド,運 賃
締　日 定　型

請 求 合 計 書
請求合計額を把握するととも

に,荷 主に通知する。

荷主名,住 所,請 求残,当 月

売上額,当 月請求額
締　日 定　型

荷 主 別 売 上

実　　績　　表

荷主別に月間の売上実績を把

握する。
荷主 コー ド,運 賃 月　次 応　用

車 両 別 売 上

実　　績　　表

車両別に月間の売上実績を把

握する。
車両 コー ド,運 賃 月　次 応　用

入金状況一覧表
荷主別に売掛金の回収状況を

把握する。 鷲 曇二㌫ 荷故 請求額 随　時 応　用

輸 送 区 間 別
輸 送 実 績 表

輸送区間ごとに月間の輸送実

績を把握する。

輸送区間,走 行 キロ,実 車キ

ロ,運 賃合計
月　 次 応　用

輸 送 実 績 表
日付 ごとに月間の輸送実績を

把握する。

輸送距離別輸送回数,実 動車

両数,運 賃合計
月　 次 応　用

車 両 別

輸 送 実 績 表
車両別に月間の輸送実績を把

握する。

車両 コー ド,形 体,実 動率,

走行 キロ,輸 送 トン数
月　次 応　用

運　転　者　別
輸 送 実 績 表

運転者 ごとに月間の輸送実績

を把握する。

運転者 コー ド,走 行 キロ,輸

送延 トン数,実 車キロ
月　次 応　用

年間売上推移表
過去1年 の売上額 を月別にグ

ラフ表示する ことに より,売

上 の傾 向を把握する。
月,延 稼動台数,売 上額 月　次 応　用

荷 主 別

売 上 推 移 表
荷主別に年間の売上情報の傾

向を把握する。(グ ラフ表示)

荷主 コー ド

月,延 稼 動台数,売 上額
年　次 応　用

車 種 別

営 業 実 績 表
車種別に年間の売上情報を把

握する。

形体,最 大積載量

延稼動台数,合 計売上額
年　次 応　用
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② フ ァ イル一 覧表

フ ァイル名称 利　　用　　目　　的 主　 要　 項　　目 媒　　体

荷主マスター
荷主に関する詳細 な属性 を管理するた

め に必要な ファイル である。

荷主 コー ド,住 所,

郵便番号,縞 目
固定デ ィスク

車両マスター
車両 に関する詳細 な属性 を管理す るた

めに必要な ファイルである。

組合員 コー ド,車 両 コー

ド,最 大積載量,形 体

〃

プ レ ー ト ・

　 　 マ ス タ ー

どのプレー トがどの組合員に属す るも

のかを管理 している ファイルである。

プ レ ー トハh,

組 合 員 コ ー ド

〃

品名マスター
共同購入の対象となる燃料等に関する

情報を管理 しているファイルである。

品名 コー ド,品 名,原 単

価,単 価
〃

高速道路

　　ファイル

高速道路 を利用 した明細 ファイルであ

り,高 速道路公団 より借 り受ける。

日付,プ レー ト肱,通 行

区間,金 額

フ ロ ッ ピ ー

　 　 デ ィス ク

売上マス ター

(組 合等用)

組合員 ごとの売上及び入金情報を管理

するために必要なファイルである。

組合員 コー ド,請 求組

入金額,値 引額
〃

売上マス ター

(組 合員用)

荷主ごとの売上及び入金情報を管理す

るために必要なファイルである。

荷主 コー ド,請 求額,入

金額,値 引額
〃

売上 ファイル
組合員ごとに共同購入に関する情報を

管理するために必要なファイルである

年 月 日,組 合 員 コ ー ド,

品 名 コ ー ド,数 量,売 上

〃

売 上管理

　　 ファイル

組合員ごとの月間及び年間の売上情報 を

管理するために必要なファイルである。
組合員名,項 目別売上 〃

運転 日報

　　ファイル

運転 日報に関する詳細な情報を管理す

るために必要なファイルである。

組合員 コー ド,年 月日

走行キ ロ,運 賃

〃

運行 ファイル
組合員別,車 両別の運行情報を管理す
るために必要なファイルである。

組合員 コー ド,車 両 コー

ド,走 行 キロ,売 上高
〃
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④ コー ド一 覧 表

コ ド 　名

組 合 員 コ ー ド

　 　 　 (3桁)

荷 主 　コ　ー 　 ド

　 　 　 (6桁)

運 転 者 コ ー ド

　 　 　 (6桁)

車 両 　コ 　ー 　ド

　 　 　 (7桁)

品 名 　コ 　ー 　ド

　 　 　 (3桁)

構 成

一

己 連 番

地域区分

一ー 一
組合員 コー ド

川1川]一 一

組合員 コー ド

llllllll-－
L_品 川、、あ、234

組合員 コー ド

　

　

番

種

L三

.

一259一



発行所

印刷所

昭和　　 　　　　　　発 行

財団法人　 　日本 情 報 処 理 開発 協会

　　東京都港区芝公園3-5-8

　　機 械　振　興　会　館　内

　　TEL(434)8211(代 表)

　　 株式会社　　三　　州　　 社

　　 TEL(433)1481(代 表)

禁 無 断 転 載

55-S　 OOl



川



「





'

'



、

・

ソ

、

●

、


